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第 1 節 研究の対象と目的 
 本論文は、戦間期チェコの新聞・雑誌においてジャーナリストとして活躍したミレナ・












まれた 2。民族意識の強い父ヤン・イェセンスキー（ Jan Jesenský, 1870-1947）と主婦とし
て夫に従う病弱な母ミレナ・イェセンスカー（Milena Jesenská［旧姓：ヘイズラロヴァー








2 以下、本節では主に以下の伝記等を参考にした。Kathleen Hayes (ed). The Journalism of Milena Jesenská: A Critical Voice in Interwar 
Central Europe. New York: Berghahn Books, 2001、Jaroslava Vondráčková. Kolem Mileny Jesenské. Praha: Torst, 1991. Lenka 
Penkalová. Rubriky pro ženy v denním tisku 20. let 20. století a jejich autorky: Olga Fastrová, Marie Fantová, Milena Jesenská, Staša 

















スラヴァ（Stanislava）］  Jílovská, 1898-1955）がプラハで編集や記事執筆を担っていた日
刊紙『論壇 4』（Tribuna, 1919-1928）でチェコ語への翻訳の仕事を得た。  
そのなかで、20 世紀を代表する作家フランツ・カフカ（Franz Kafka, 1883-1924）との
出会いを果たした。翻訳許可を得るために手紙を出したことがきっかけとなって、1920 年
から情熱的な手紙のやり取りが交わされるようになり、恋愛関係に発展した。1921 年に関
係を解消した後も、両者の互いに対する敬意は失われなかった 5。  
翻訳を手がけるようになってからまもなく、エッセイも執筆するようになり、その後、
モード欄の記事の執筆や編集も担当するようになった。1920 年代は 3 紙の日刊紙、『論壇』、
『国民新聞』（Národní listy, 1861-1941）、『人民新聞』（Lidové noviny, 1893-1945, 1988- ）
に執筆の場を得た。その間に夫との結婚生活は破たんし、1925 年の離婚後、プラハへ戻っ
た。その後、チェコ・アヴァンギャルド 6の芸術協会「デヴィエトスィル 7」（Devětsil, 
 
1847-1926）が1871年に構想を立て、チェコの女性解放運動家たちとともに女子教育の権利獲得のために1890年9月に創立し
た、中欧初の高等教育機関進学を可能とした8年制（創立当初は5年制）の女子ギムナジウムである。（Jana Malínská. Do politiky 
prý žena nesmí – proč?: Vzdělání a postavení žen v české společnosti v 19. a na počátku 20. století. Praha: Libri, 2005, s. 39-40 および Jana 
Mlýnková. Dívčí školství v českých zemích v 19. století a na přelomu 19. a 20. století. Diplomová práce. Praha: UK FF, 2008, s. 68-79. 
クラースノホルスカーが1871年に構想を立てたことは、創立40周年記念誌Albína Honzáková (ed.). Československé studentky let 
1890-1930: Almanach na oslavu čtyřicátého výročí založení ženského studia Eliškou Krásnohorskou. Praha: Ženská národní rada a 
spolek Minerva, 1930. に記されている。）政治家や教育者、医者などチェコのエリートの子女が通い、医師や哲学博士を始め
とする多くのエリートを輩出した。ミネルヴァの卒業生は、チェコスロヴァキア建国に対しても貢献する役目を果たし、また
建国後の様々な場面でも活躍した。代表的な例が、初代大統領トマーシュ・ガリグ・マサリク（Tomáš Garrigue Masaryk, 
1850-1937）の娘アリツェ・マサリコヴァー（Alice Masaryková, 1879-1966）で、彼女は卒業後、チェコスロヴァキア赤十字社
の初代理事長を務めた。 









ル・クレイツァル（ Jaromír Krejcar, 1895-1949）と 1927 年に再婚し、1928 年に長女ヤナ 8（ Jana 





た。物理的距離の離れた夫クレイツァルとも 1933 年に離婚した。  
約 10 年にわたるモルヒネとの闘いを乗り越え、1937 年から、主に政治を扱う、独立系
の週刊誌『現在』（Přítomnost, 1924-1945）で記事を書き始めた。記事にはドイツとの国境
沿いを取材して書いたナチスの脅威を伝えるルポルタージュなどが綴られた。また、地下
組織の雑誌編集も手伝った 9。そのことが問題視され、1939 年 11 月に、反ナチス活動への
協力の嫌疑でゲシュタポに逮捕された。1940 年 6 月の裁判では証拠不十分で訴状が棄却さ
れたにもかかわらず、プラハの拘置所を経て、1940 年の秋にはドイツ北部に位置するラー
フェンスブリュック強制収容所 10に送致された。収容所内で持病が悪化し、1944 年 5 月に










Chaplin, 1889-1977）、ハロルド・ロイド（Harold Lloyd, 1893-1971）なども名誉会員として協会員のリストに名を連ね、1920
年代のチェコ・モダニズム文芸運動の一翼を担った（Derek Sayer. The Coast of Bohemia: A Czech History. Princeton: Princeton 
University Press, 1998, p. 209.）。他に、イェセンスカーと関わりがある人物では、夫クレイツァルや、『鮮やかな週』（注72参
照）での同僚、作家やイラストレーターなどの肩書を持つアドルフ・ホフマイステル（Adolf Hoffmeister, 1902-1973）もこの





9 Hayes (ed.), The Journalism of Milena Jesenská, p. 3 では、非合法雑誌『闘いへ』V bojの配布を手伝ったことが指摘されている。さ
らに、それ以前には使われたことのないペンネームBlovskáの記事は、彼女のものとされている。（Růžena Hlušičková atd. (eds.). 
V boj: Edice ilegálního časopisu I. díl 1939. sv. 6. Praha: Historický ústav čs. armády, Památník odboje, Vojenský historický archív, 


































































第 2 節 先行研究 
 イェセンスカーのモード記事をテーマの中心に据えた研究は、管見の限り、「2．著作研












ロート（Max Brod, 1884-1963）によってカフカの小説が出版され、1945 年にジャン＝ポー
ル・サルトル（ Jean-Paul Sartre, 1905-1980）やアルベール・カミュ（Albert Camus, 1913-1960）
らフランスの実存主義者たちによってカフカが「発見」されたことにある。その影響は大
きく、堰を切ったように世界的なカフカ・ブームが始まり、現代に至るまでカフカの人物
像と作品の解釈および再解釈が行われ続けている 15。  
そのなかで日の目を見たのが、カフカからイェセンスカー宛に書かれた書簡集『ミレナ
への手紙 16』であった。本書は、イェセンスカーがゲシュタポに逮捕される直前に手紙を










に知る人物と、まったく接点のない第三者である。前者は、3 名いる。  
1 人目の著者で、最初に刊行したのは、ラーフェンスブリュック強制収容所でイェセン
スカーと知り合い、親しくなったマルガレーテ・ブーバー =ノイマン（ Margarete 
 
15 『世界文学大事典』編集委員会編『集英社世界文学大事典1』集英社、1996年、683頁。 






のみである」と記した。Růžena Grebeníčková. „Doslov: Publicistika Mileny Jesenské (krácený doslov z roku 1968)“. In: 
Vondráčková, Kolem Mileny Jesenské, s. 159. 
 
7 





また、初版刊行から 3 年後の 1966 年には英訳が出版された。日本での出版もわりと早
く、1976 年には、平凡社から邦訳（田中昌子訳 19）が出版された。その後、1982 年に、カ
ナダでチェコ語訳が出版された 20。当時、チェコスロヴァキアは社会主義体制下であった
ため、同地での出版は叶わず、トロントにある亡命出版社から出版されたのである。その
他 1980 年代には、イタリア語訳（ミラノ、1986 年 21）、フランス語訳（パリ、1986 年 22）、
スペイン語訳（バルセロナ、1987 年 23）が出版され、英訳、邦訳、イタリア語訳、フラン










18 Margarete Buber-Neumann. Kafkas Freundin Milena. München: Gotthold Müller, 1963. 
19 ブーバー=ノイマン『カフカの恋人ミレナ』田中昌子訳。1993年には、平凡社ライブラリー版として文庫化もされた。 
20 Margarete Buber-Neumann. Kafkova přítelkyně Milena. z něm. přel. Ivo Řezníček. Toronto: Sixty-Eight Publishers, 1982. 
21 Margarete Buber-Neumann. Milena, l’amica di Kafka. Traduzione: Caterina Zaccaroni. Milano: Adelphi, 1986. 
22 Margarete Buber-Neumann. Milena. Traduit de l’allemand par Alain Brossat. Paris: Seuil, 1986. 
23 Margarete Buber-Neumann. Milena. Traducción del alemán de M. A. Grau. Barcelona: Tusquets, 1987. 
















ナー（注 8 参照）は伝記を発表した。ブーバー=ノイマンの初版の少し後、1969 年に、チ
ェコスロヴァキアで雑誌掲載されたのだが、すぐに発禁処分となった 26。広く日の目を見




イタリア語 29、英語 30、ポーランド語 31にも翻訳され、関心の高さを示した。だが、邦訳は
未刊行である。ちなみに、チェルナーによる伝記は、雑誌掲載当初、イェセンスカーの娘
によるものであるにも関わらず、イェセンスカー研究としての評価より先に、カフカ研究
やカフカ文学への貢献者として名を連ねる著者として評価された 32。  
 強制収容所で強烈な印象を受けて情熱をもって記述したブーバー=ノイマン、幼少期の記
憶を頼りに娘にしか分からない情報を交えながら記述したチェルナーに次ぐ、イェセンス
カーをよく知る第 3 の人物は、ミネルヴァ時代の 2 年先輩であり『国民新聞』で同僚であ
ったヤロスラヴァ・ヴォンドラーチュコヴァー（ Jaroslava Vondráčková, 1894-1986）であ




 以上の 3 名によるイェセンスカーの伝記とカフカからの書簡によって、イェセンスカー
 
26 1969年に「若い詩のクラブ」Klub Mladé poesieの編集で、雑誌『野ぶどう』Divoké vínoの別冊として1000部刊行されたが、
「正常化」後だったため発売されなかった。のちに、1986年には雑誌『片足で』Jednou nohouに掲載されたという。1991年刊
行の書籍は、1969年の版を用いている。Jana Černá. Adresát Milena Jesenská. Praha: Concordia, 1991, s. 142.（編集後記） 
27 Černá. Adresát Milena Jesenská, 1991. 本書は2014年にTorstで再版された。 
28 Jana Černá. Vie de Milena: De Prague à Vienne.... Traduit du tchèque par Barbora Faure. Paris: Maren Sell, 1985. 
29 Jana Černá. Vita di Milena: Nella ricostruzione della figlia Jana le esperienze, il coraggio e la vivacità intellettuale della donna amata da Kafka. 
Traduzione dal tedesco di Anna Martini. Milano: Garzanti, 1986. 
30 Jana Černá. Kafka’s Milena. Translated from the Czech by A. G. Brain. London: Souvenir Press, 1988. 
31 Jana Černá. Moja matka Milena i Franz Kafka. Przełożyli z czeskiego Magdalena i Tadeusz Lubijewscy. Katowice: Akapit, 1993. 
32 František Kafka. „Opět jiný pohled na Franze Kafku“, Věstník ŽNO, 2.1970, roč. XXXII, č. 2, s. 3. 















ァー（Alena Wagnerová, 1936- ）の『ミレナ・イェセンスカー伝 35』（Milena Jesenská: 
Biographie）や、1995 年に英語圏で出版されたメアリー・ホッカデイ（Mary Hockaday, 1962- ）
の『カフカ、愛と勇気—ミレナ・イェセンスカーの人生 36』（Kafka, Love and Courage）、
1996 年にチェコで出版された、チェコのイェセンスカー研究第一人者マリエ・イラースコ
ヴァー（Marie Jirásková, 1938- ）による『3 つの選択に関する簡単な報告—1939 年以降
のミレナ・イェセンスカー、ヨアヒム・フォン・ゼトヴィツ、ヤロスラフ・ナフトマン 37』
（Stručná zpráva o trojí volbě）の一部（本書には、1939 年以降のイェセンスカーに関する
記述が含まれている）が挙げられる。  
 この他、2000 年代以降もイェセンスカー関連の書籍が刊行されている。2003 年には、1998
年から 2003 年までプラハに居住したスウェーデンの作家セム＝サンドベリによる、強制収
容所時代のイェセンスカーに焦点を当てた小説『ラーフェンスブリュック—ミレナ・イ
ェセンスカーの物語 38』（Ravensbrück）がスウェーデンで刊行され、2012 年にチェコ語訳 39
が出版された。  
 
34 Marková-Kotyková. Mýtus Milena: Milena Jesenská jinak. Praha: Primus, 1993. イェセンスカーの著作が10篇収録されている。 
35 Alena Wagnerová. Milena Jesenská: Biographie. Mannheim: Bolmann, 1994. 
36 Mary Hockaday. Kafka, Love and Courage: The Life of Milena Jesenská. Woodstock, New York: The Overlook Press, 1995. 
37 Marie Jirásková. Stručná zpráva o trojí volbě: Milena Jesenská, Joachim von Zedtwitz a Jaroslav Nachtmann v roce 1939 a v čase 
následujícím. Praha: Nakladatelství Franze Kafky, 1996. 
38 Steve Sem-Sandberg. Ravenskbrück. Stockholm: Bonnier, 2003. 






（Unglücke auf fast allen Siten）も刊行された。  





記は、チェコ・ドイツ未来基金（Česko-německý fond budoucnosti / Deutsch-Tschechischer 















イツで出版されたドロテア・ライン（Dorothea Rein, 1945- ）編『すべてが人生 42』（Alles 
 
40 Marta Marková. Unglücke auf fast allen Siten: Milena, Staša, Jarmila: Kafkas Elternrevolte und weibliche Rebellion. Innsbruck, Wien, 
Bozen: StudienVerlag, 2011. 
41 Anna Mautnerová. Nepřítomnost. Litomyšl: Sumbalon, 2013. 
42 Dorothea Rein (ed.). Alles ist Leben. Frankfurt am Main: Neue Kritik, 1984. 1999年にミュンヘンで刊行された版には「フュイエ
トンとルポルタージュ1919-1938」という副題が付けられた（Milena Jesenská. Alles ist Leben: Feuilletons und Reportagen 1919-1938. 





『すべてが人生』は 1920 年代の記事選集で、イェセンスカーの 41 本の記事がドイツ語に






センスカーの生誕 100 周年にあたる 1996 年前後に相次いだ。彼女の記事の在り処を知る上
で、大変貴重な研究であり、本論文においても多くを参考にしている。  
 1990 年代以降の著作研究を刊行順にあげると、まず、1996 年にプラハで出版された、ヘ
グネロヴァー編『外からと内から—ミレナ・イェセンスカーの著作選集 44』（Zvenčí a 
zevnitř）、および翌 1997 年に同じくプラハで出版された、ブリアン編『われらの力の超え















44 Ludmila Hegnerová (ed.). Zvenčí a zevnitř: antologie textů Mileny Jesenské. Praha: N. Franze Kafky, 1996. 11本の記事が収録され
ている。 







紙 47』（Dopisy Mileny Jesenské）が挙げられる。1998 年にプラハで刊行された。この書簡集
には、イェセンスカーの少女時代である 1912 年に舞台女優に宛てた手紙からゲシュタポに
逮捕された後の 1940 年に娘に宛てた手紙まで、24 人に宛てた 93 通の手紙が収録されてい
る。イェセンスカーの著作に関する重要な基礎研究のひとつといえるだろう。  
著作選集 4 つ目には、2001 年に英語圏で出版されたヘイズ編『ミレナ・イェセンスカー


















46 Martin Franc. „MILENA JESENSKÁ. Nad naše síly. Češi, Židé a Němci 1937-1939“. Dějiny a současnosti, 3/1998, s. 62.  
47 Alena Wagnerová (ed.). Dopisy Mileny Jesenské. Praha: Prostor, 1998. 














スカーの記事への関心も高まってきた。イェセンスカーの生誕 100 年にあたる 1996 年には、
フランツ・カフカ協会主催で「ミレナ・イェセンスカー—100 年 51」と題して研究報告会
が行われた。そこでは、7 人からの報告があった。報告記執筆者によれば、第 1 の報告は、
ウィーン時代のイェセンスカーについて 52、第 2 の報告は書簡をもとにしたイェセンスカ
ーとカフカの関係を分析した 53。第 3 の報告はカフカの翻訳者としてのイェセンスカーに
ついて的を絞ったもの 54、第 4 の報告は 1938 年および 1939 年のイェセンスカーの人生と
活動をまとめたもの 55、第 5 の報告はフェイェトンに焦点を当て 56、第 6 の報告はイェセン
スカーの記事における女性の新しいライフスタイルに着目した 57。最後に第 7 の報告はカ






51 イェセンスカーの人と作品に関する会議の報告記が雑誌に掲載されている。Jindra Broukalová. „Milena Jesenská – Sto let“. 
ianua: sborník pro studia česko-rakousko-německých kulturních styků č. 3, 1997, s. 106. 
52 Hanna Vinterová. „Milena Jesenská o Vídni 1919/1924“ (Ibid., s 95-96.) 
53 Kurt Krolop. 報告題目不明。［原文：Kurt Krolop analyzoval na základě korespondence průběh vzájemného vztahu Mileny 
Jesenské a Franze Kafky.］(Ibid., s.96-98.) 
54 Josef Čermák. 報告題目不明。［原文：Josef Čermák věnoval pozornost Mileně Jesenské jako překladatelce Franze Kafky.］(Ibid., 
s.98-100.) 
55 Marie Jirásková. 報告題目不明。［原文：Marie Jirásková referovala o předposledním období života Mileny Jesenské v letech 
1938/1939, které zároveň představuje vrchol její novinářské kariéry.］(Ibid., s.100-102.) 
56 Blanka Svadbová. „O fejetonech Mileny Jesenské“ (Ibid., s. 102-104.) 
57 Helena Jarošová. 報告題目不明。［原文：Novému životnímu stylu ženy v publicistickém díle Jesenské se věnovala i Helena 
Jarošová.］(Ibid., s.104-105.) 




60 Olga Klauberová. 報告題目不明。［原文：V závěrečném příspěvku nazvaném Milena jako literární postava se Olga Klauberová 
zabývala obrazem Mileny Jesenské v krásné literatuře.］(Ibid., s.105-106.) 
 
14 
ェセンスカーを含む 1920 年代のチェコで活躍した 5 人の女性ジャーナリストたちの活動を
まとめた博士論文「1920 年代の日刊紙における女性欄とその女性執筆者たち—オルガ・
ファストロヴァー、マリエ・ファントヴァー、ミレナ・イェセンスカー、スターシャ・イ
ーロフスカー、ズデナ・ワターソノヴァー 61」（Rubriky pro ženy v denním tisku 20. let 20. století 























事を 360 本収録し、著作のみで 747 頁を割いていることからも分かるように、本書は、記
 
61 Penkalová., Rubriky pro ženy v denním tisku 20. let 20. století a jejich autorky. 




















カの恋人」という形容に振り回されていると述べた 63が、その状況は 20 年近く経った今で
もそう大きくは変わっていない。イェセンスカー関連の書籍が最も新しく刊行されたもの

































と新聞記者—記録と記憶から 69』（Noviny a novináři）およびベラーンコヴァーほかによる
『チェコスロヴァキア・ジャーナリズム史  第三巻  チェコおよびスロヴァキアの印刷物









68 Eva Uchalová. Česká móda 1918-1939: elegance první republiky. Praha: Olympia. 1996. 
69 Vojtěch Dolejší. Noviny a novináři: z poznámek a vzpomínek. Praha: Politické literatury. 1963. 
70 Milena Beránková, Alena Křivánková, Fraňo Ruttkay. Dějiny československé žurnalistiky III. díl: Český a slovenský tisk v letech 








第 3 節 研究の方法  
 「第 1 節 研究の対象と目的」においても述べたが、本論文は、主に 1920 年代に掲載さ
れたイェセンスカーの記事および著書を分析対象とし、1930 年 6月 1日までに書かれた『人
民新聞』掲載の記事までを含むものとする。  







『国民新聞』、『人民新聞』の 3 つの日刊紙、および写真週刊誌『鮮やかな週 72』（Pestrý týden, 
1926-1945）である。イェセンスカーは、これらすべてのメディアにおいて、記事執筆だけ
でなく編集にも携わり、『鮮やかな週』では、創刊にも深く関わった。1920 年代の活動は、
この 4 つの新聞および雑誌を主な活動の場とし、この 4 つだけで 1000 に迫る数の記事が見
つかっていることから、1920 年代の活動を分析する上で妥当なメディアといえるだろう。 
数は少ないが、これ以外のメディアにも記事はある。先行研究において『アヴェンティ
ヌスの論考 73』（Rozpravy Aventina, 1925-1934）に掲載された記事 1 本の出典が明らかにな
っていたが、筆者の調査後、さらに 2 本見つかり、全部で 3 本ある。また、他にも、1917
年創刊の文芸誌『幹』（Kmen: týdenní úvahy a poznámky o životě, 1917-1922）において、1920










（Eva: měsíčník pro vzdělání českých žen a dívek, 1904-1925）で 1 本（1923 年）、出版社独自
の刊行物『トピチュ選集 75』（Topičův sborník, 1913-1926）で 1 本（1925 年）、1920 年代後
半に創刊され、1917 年の同名雑誌とは異なる文芸誌『幹 76』（Kmen: časopis pro moderní 
literaturu, 1926-1929）で翻訳記事が 1 本（1927 年と 1928 年）、写真誌『世界観 77』（Světozor: 
světová kronika současná slovem i obrazem: časopis pro zábavu i poučení, 1904-1943）で 11 本






を占め、また記事の本数としては約 3 分の 2 を占めたことの意味を問い直す必要がある。













第 4 節 各章の目的と構成  
 
再掲である。 

























もありライバルであった記者の 2 名について略歴および記者としての特徴をまとめる。  














い、整理する。1920 年から 1922 年まで執筆および編集にも携わった『論壇』、1923 年から
1929 年まで同じく執筆・編集を行った『国民新聞』、1929 年 3 月から 1930 年 6 月 1 日まで
の短期間ではあったが、モード記事を執筆した『人民新聞』、各紙における彼女の記者とし





ることから、本節において 1930 年代の活動の概要をまとめる。  
 第 2 部「モード記者時代のジャーナリズム」では、文字通り、イェセンスカーのモード
記者時代のジャーナリズムを分析する。まず第 3 章「モードとモード記者の役割」におい
て、モードとモード記者の役割をイェセンスカーがどのように捉えていたのかを確認する。














第 3 節では、モード記事の大枠の特徴をまとめる。  



































































第 1 章 戦間期チェコのジャーナリズム 
 
 
第1節  戦間期チェコのジャーナリズム史 78 
 戦間期チェコのジャーナリズム史について語る前に、まず時代背景を説明しておかなけ
ればならない。戦間期とは文字通り、第一次世界大戦と第二次世界大戦の間の期間、すな

















78 チェコの新聞の歴史は 15 世紀末にまで遡ることもできるが、近代的な新聞と呼べるものは、1719年に創刊された新聞（週二
回発行）が最初のものである。プラハの印刷業者、カレル・フランチシェク・ローゼンミュラー（Karel František Rosenmüller, 
1678-?）によって1719年2月4日（土）に発行された新聞のタイトルは非常に長く、以下の通りであった。Sobotní (outerní) pražské 
poštovské noviny z rozličných zemí a krajin přicházející s obzvláštním jeho císařské a královské milosti nadáním obdarované. その後、1年間
は、Český postylion neboližto noviny české, jenž s obzvláštním jeho milosti císařské nadáním od Karla Františka Rosenmüllera, impresora a 
měštěnína královského starého města pražského najevo se vydávajíの名で発行されたが、ドイツ語の新聞と同様に、その後徐々に短く
なり、Pražské české noviny ［当時のスペルでは、Prazské cžeské nowiny］あるいはPražské novinyに簡略化された。Milena Beránková. 
Dějiny československé žurnalistiky I. díl: Český periodický tisk do roku 1918. Praha: Novinář, 1981, s. 25-26. ここでは、イェセンスカー
が執筆した時代である戦間期に絞って概観する。 
79 1921年代の国勢調査によれば、現在のチェコ共和国にほぼ一致する地域の全人口が10,006,000人であり、そのうち、チェコ人6,775,000








大を図る。1938 年 9 月 29 日から 30 日にかけて、チェコスロヴァキアの首脳不在のなか、
イギリス、フランス、イタリア、ドイツの首脳陣によるミュンヘン協定の締結によって、
ズデーテン地方がドイツに併合された。このズデーテン地方のドイツ併合前までがチェコ
スロヴァキア第一共和国と呼ばれ、ズデーテン地方を失った後から半年後の 1939 年 3 月ま









なかでの 1930 年代までの戦間期のチェコにおけるジャーナリズムを概観する。 
 
1. 第一共和国期（1918-1938）：新聞各紙とその特徴 80 







では、主に現在のチェコで使われているメディア史の教科書『チェコメディア史』Petr Bednařík, Jan Jirák, Barbara Köpplová. 
Dějiny českých médií: Od počátku do současnosti. Praha: Grada, 2011、チェコの歴史の大家カールニークによる『チェコスロヴァキ
ア小史』Zdeněk Kárník. Malé dějiny československé (1867-1939). Praha: Dokořán, 2008、および『第一共和国時代のチェコ』Zdeněk 
Kárník. České země v éře první republiky (1918-1938) díl první: Vznik, budování a zlatá léta republiky (1918-1929). Praha: Libri, 2003に
加え、社会主義期に出版された『チェコスロヴァキアジャーナリズム史』Beránková, atd (eds.), Dějiny československé žurnalistiky 
III. díl. と『新聞と新聞記者—記録と回想から』Dolejší. Noviny a novináři. の5冊の書籍に加え、ジャーナリズム史をジェンダ
ーの観点からまとめたペンカロヴァーの博士論文「1920年代の日刊紙女性欄およびその執筆者」に依拠している。なお、書誌








雑誌の刊行数は約 1400 紙（誌）で、1929 年には 1800 紙（誌）に達していた 83。また、チ
ェコスロヴァキア全体では 2500 紙（誌）以上あった 84。さらに、1930 年のチェコおよびモ
ラヴィアにおける日刊紙等 85の新聞の発行点数は、チェコ語以外の言語も合わせると 177




紙に重点を置いてまとめたい 88。  
 第一共和国建国期の主要政党と呼ばれるものは 5 政党（農業党、社会民主党、国民社会
党、人民党、国民民主党）89あった。そこで、主要 5 政党の主要機関紙と 1925 年以降に議
席を獲得して、飛躍的に影響力を高めた共産党の機関紙に加え、さらに、いわゆる独立系
といわれる非政党系の日刊紙 4 紙も含めた計 10 紙の創刊経緯および特徴について概観する。 
 
1.1.  主要 5 政党および共産党の日刊機関紙 




82 Dolejší, Noviny a novináři, s. 10-11. 
83 Kárník, České země v éře první republiky (1918-1938) díl první, s. 327. 
84 Kárník, Malé dějiny československé (1867-1939), s. 204. 
85 日刊紙に加え、週2回から4回発行のものも含む。 






90 1899年の設立時の名称は「チェコ農業党」Česká strana agrárníであったが、1905年にモラヴィアの農業者組織と統合して「チ
ェコスラヴ農業党」Českoslovanská strana agrárníと名称を変更した。その後、1919年に再度名称を変更して「チェコスロヴ
ァキア地方共和党」Republikánská strana československého venkovaと名乗ったが、1922年にスロヴァキアの農業党を統合し
て、「農業者と小農の共和党」Republikánská strana zemědělského a malorolnického liduと再び名称を変えた。ここでは、中
田、『農民と労働者の民主主義』に倣って、「農業党」と名称を統一する。（中田、『農民と労働者の民主主義』、23-24頁および
同書、注26頁（第一章の注3）、Beránková atd. (eds.), Dějiny československé žurnalistiky III. díl, s. 166.） 
 
27 
 補遺資料 3.の表の通り、農業党は 1920 年から 1935 年の選挙において一定した割合で議
席を獲得していた。特に、1925 年および 1929 年で最も多くの議席を獲得し、1920 年およ
び 1935 年の選挙でも 2 番目の議席数を獲得している。党首のアントニーン・シュヴェフラ




（Venkov, 1906-1945）である。1906 年 3 月 29 日に発行された。創刊者は、先に述べた農
業党党首で三度首相を務めたシュヴェフラである。『田園』の発展にも、シュヴェフラは尽
力した。創刊当初から編集に携わった新聞記者で政治家のヨゼフ・ブラニー（ Josef Vraný, 
1874-1937）は、1935 年 5 月 12 日号の 1 面に掲載された 30 年目の記念に回想記事のなか
で、『田園』の歩を 3 つの幕に例えて、改装している。まず第 1 幕にあたる最初の 5 年間
（1906-1911）を、「新聞業界での平等を掛けてすべての者に立ち向かったシュヴェフラの
戦い 92」であったと記し、世間では、『田園』が歴史と知名度を併せ持つ『国民新聞』に対
抗できるほどに成長するとは誰も想像もしていなかったという 93。その後の第 2 幕にあた
る第一次世界大戦のあいだは国民全員のための報道機関となり、回想記事が書かれた第 3
幕に当たる時期は、「全員を牽引している」時期とした。  
実際、ドレイシーの回想録でも、1934 年には『田園』の発行部数は 3 万部程度あったと









92 Boj Švehlův proti všem o rovnocennost v novinářství. (Josef Vraný. „První dějství: Jdeme proti všem. Druhé dějství: Mluvíme 
za všechny. Třetí dějství: Vedeme všechny.“ Venkov. 12.5.1935, s. 1.) 
93 Ibid., およびBeránková atd. (eds.), Dějiny československé žurnalistiky III. díl, s. 167. 
94 Dolejší, Noviny a novináři, s. 16. 
95 Ibid. 




聞』や『チェコ政治 97』（Česká politika, 1883-1894）、『プルゼニュ新聞』（Plzeňské listy, 
1875-1911）、『ブジヴォイ』（Budivoj, 1864-1914）などで記事の執筆や編集業務を担当した 98。
ヨナーシュは作家としての顔も持ち、詩集 3 冊を筆頭に戯曲や小説など数多くの作品を発
表するなど多彩な活動を行なった。彼は 1906 年から 20 年近くの間、編集長を務めたが 1922




無名となってしまった記者たちで、特筆すべき記者は見当たらない 99。  
 
1.1.2. 社民党と『人民の権利』 




4 分の 1 を占める 74 議席を獲得し、連立政権の第一党となった。つまり、左派でありつつ
も政権の主要な担い手となったのである。当然、初代大統領トマーシュ・ガリグ・マサリ
ク（Tomáš Garrigue  Masaryk, 1850-1937）とも近しい関係にあった。また、党首である










98 Beránková, Dějiny Československé žurnalistiky I. díl, s. 257. 
99 Beránková atd. (eds.), Dějiny československé žurnalistiky III. díl, s. 168. 
100 1878年に「在オーストリアチェコスラヴ社会民主労働党」Českoslovanská sociálně demokratická strana dělnická v Rakousku
との名称で、オーストリアの社会民主党の傘下であった。1893年にオーストリア社民党から独立し、「チェコスロヴァキア社
会民主労働者党」Československá sociálně demokratická strana dělnická に名称を変更した。Beránková atd. (eds.), Dějiny 







共産党の獲得率は 13.2%と、2 番目の議席数を獲得した。  
社民党には、独立以前から多くの機関紙が存在していた 103。なかでも最も重要な日刊紙
は『人民の権利』（Právo lidu, 1897-1938, 1945-1948）である。『人民の権利』は、1897 年
10 月 1 日に第 1 号が発行された。1918 年以降の編集長は、政治家のヨゼフ・スティヴィー
ン（ Josef Stivín, 1879-1941）であったが、実質的には副編集長のヤロスラフ・コウデルカ
（ Jaroslav Koudelka, 生没年不明）が請け負っていた。『人民の権利』の 1934 年の発行部
数は推定 4 万部とされている 104。特筆すべき点としては、1929 年以降に、共産党の機関紙
『赤い権利』からヤロスラフ・サイフェルト（ Jaroslav Seifert, 1901-1986） 105が移ってき














103 たとえば、『アカデミー』（Akademie,  1897-1928）、『炎』（Zář, 1897-1928）、『社会民主主義の青年の選集』（Sborník mládeže sociálně 
demokratické, 1900-1914）、『赤い花』（Rudé květy, 1901-1915）、『家主と小作人の視界』（Obzor domkářů a malorolníků, 1908-1910）、
『イラクサ』（Kopřivy, 1909-1931）、『泉』（Plameny, 1908-1920）、『我々の田園』（Náš venkov, 1911-1938）、『女性新聞』（Ženský list, 
1918-1922）などが挙げられる。『炎』は、発行部数10万部（何年の記録かは不明）を超えた。（Dolejší, Noviny a novináři, s. 30.） 




106 Dolejší, Noviny a novináři, s. 39. 







 国民社会党の主要な日刊機関紙は『チェコの言葉』（České slovo, 1907-1945）である。『チ
ェコの言葉』は、1907 年 3 月 1 日に創刊号が発行された。編集責任者はイジー・ピフル（ Jiří 
Pichl, 1872-1952）で、1910 年からチェコスロヴァキア史上最大の出版コンツェルンである
メラントリフ（Melantrich）が発行社となった。発行部数でいえば、日刊紙の『チェコの
言葉』よりも『夕刊チェコの言葉（Večerní české slovo, 1921-1945）』の部数がはるかに上回
り、1935 年の例では前者が 2 万部のところ、後者は 53 万部を数えた 110。『夕刊チェコの言
葉』はチェコの 20 世紀前半で最多の発行部数を誇った新聞である。その人気を誇った理由


















110 Beránková atd. (eds.), Dějiny československé žurnalistiky III. díl, s. 163. 1938年の例では、前者が約1万6千300部のところ、後
者は60万部を数えた。(Bednařík atd., Dějiny českých médií, s. 167.) また、ドレイシーは、1937年から1938年が最多発行部数
を数え、65万部を超えていたと記した。(Dolejší, Noviny a novináři, s. 76.) 
111 Beránková atd. (eds.), Dějiny československé žurnalistiky III. díl, s. 162. 







しなかった 113。しかし、政党運営における機関紙の必要性を感じてか、1922 年 1 月 1 日に
日刊機関紙『人民新報 114』（Lidové listy, 1922-1945）が創刊された。『人民新報』は発行部
数が少なかった 115だけでなく、チェコのジャーナリズム史においても目立った存在感はみ
られず、カールニークの『第一共和国時代のチェコ』においても「チェコジャーナリズム
の主要メディアに位置付けられたことは一度もない 116」と評されている。  
 




独立に伴い後継政党である国民自由思想党（Národní strana svobodomyslná, 通称：青年
チェコ党 Mladočeská strana）の機関紙であった 117。1918 年の共和国建国以降は、青年チ
ェコ党の後継であるチェコスロヴァキア国民民主党の機関紙として発行された 118。創刊当
初の発行人は、青年チェコ党所属の政治家ユリウス・グレーグル（ Julius Grégr, 1831-1896）
で、1894 年まで発行人を務めたが、2 年後に亡くなり、その後 1910 年までは彼の家族が引









習に従い、Lidové noviny に『人民新聞』の訳語を当てた。なお、『国民新聞』の原語であるNárodní listy の „listy“の訳との不
統一が見られるが、上記の理由およびNárodní listy の訳語として『国民新聞』がすでに定着していることから、定訳を優先し
た。 
115 ドレイシーの記述では1934年の統計で、約1万部。（Dolejší, Noviny a novináři, s. 16.） 
116 Kárník, České země v éře první republiky (1918-1938) díl první, s. 329. 
117 Beránková, Dějiny československé žurnalistiky I. díl, s. 157. 
118 Ibid., s. 327. 










世紀を代表する詩人ヤン・ネルダ（ Jan Neruda, 1834-1891）や日本でも有名なチャペック








ープによって 1921 年に結成された。結党集会が開かれた 1921 年 5 月の時点では、同党に
はすでに 34 の機関紙があり 122、1921 年秋には、すべての機関紙が 53 紙、そのうち日刊紙
は 7 紙あった 123。  
数多く機関紙が発行されていたなか、最も有名で主要な機関紙は『赤い権利 124』（Rudé 
právo, 1920-1995）である 125。『赤い権利』は、共産党結成の準備段階にあった 1920 年 9 月
21 日に社民党急進左派グループの機関紙として創刊された。その後、共産党の結成党大会
の日、すなわち 1921 年 5 月 19 日付に初めてチェコスロヴァキア共産党機関紙を冠した。
共産党の機関紙と正式に発表されたのは、1921 年 9 月の党大会でのことである。  
 
120 Kárník, České země v éře první republiky (1918-1938) díl první, s. 327-328. 
121 Kárník, České země v éře první republiky (1918-1938) díl první, s.328. 
122 うち4紙［『赤い権利』、『赤い権利—夕刊』（Rudé právo-večerník, 1920-1928、1928年までは『赤い権利』の別刷として、1928
年以降『赤い夕刊』（Rudý večerník, 1928-1934）として独立）、『労働者日報』（Dělnický deník, 1919-1934、モラヴィア東部オス
トラヴァOstravaで発行された地方紙）、『平等』（Rovnost, 1885-1928、もとは社民党の機関紙。1921年5月18日付から「モ
ラヴィアの共産党地方機関紙」Zemský orgán komunistické strany na Moravěとの副題に変更された）］が日刊紙であった。 
123 Bednařík atd., Dějiny českých médií, s. 169. 
124 1991年以降は独立系の左翼新聞となった。 










ル・タイゲ（Karel Teige, 1900-1951）127やヴィーチェスラフ・ネズヴァル（Vítězslav Nezval, 
1900-1958）らは  1929 年以降も残ったが、カールニークによれば、前者はモスクワの動向
を注視しながら必ずしも盲目的にはならない態度を示し、また後者は理念と現実の間のバ




 『国民政治』（Národní politika, 1883-1945）は、歴史も長く、重要度も高い新聞である。
チェコの新聞のほとんどがいずれかの政党の関連紙であったなかで、『国民政治』は数少な

















128 Kárník, České země v éře první republiky (1918-1938) díl první, s. 331. 
129 第一共和国期の独立系の4大日刊紙は、非政党機関紙として本論文で取り上げる『人民新聞』『論壇』『国民政治』『国民解放』
Národní osvobozeníの4紙である。 





 『人民新聞』は、当初は、モラヴィア人民進歩党の機関紙として 1892 年にブルノで創刊
された。チェコスロヴァキアの独立による首都の移動に合わせて、1920 年にプラハにも支
局を立ち上げ、1930 年代の半ばになってようやく、プラハに本部を移した。  
 編集者や執筆者には、チャペック兄弟や、後述する『論壇』の創刊当時の編集長であり、
戦間期チェコを代表するジャーナリストの一人、フェルディナント・ペロウトカ







 『論壇』は、1919 年 2 月に創刊され、1928 年 9 月末までのわずか 9 年のあいだ、朝夕の
1 日に 2 回発行の日刊紙で、いわゆる独立系の新聞である。創刊のきっかけは、イギリス
の新聞に触発された進歩的なチェコのユダヤ人たちであった。編集長には、24 歳の若き青
年ペロウトカが抜擢された。『論壇』は、『チェコ文学通史 132』（Přehledné dějiny literatury české 
od nejstarších dob až po naše dny）を著したノヴァークによれば、「数多の若手記者の練習の
場」となっていた 133。のちに、マサリク大統領によって創設された政府資本の入ったドイ
ツ語新聞『プラハ新聞 134』（Prager Presse, 1921-1938）の編集長となるアルネ・ラウリン（Arne 
Laurin, 1889-1945）もここで研鑽を積んだ。イェセンスカーもそのうちの一人であった。  
 
行部数かは不明。ドレイシーの記述では、『国民新聞』の1934年の発行部数が2万部ほどのところ、『国民政治』の同年の発




132 Novák etc. Přehledné dějiny literatury české od nejstarších dob až po naše dny. 
133 »Tribuna«, politicky bezbarvá a názorově kolísavá, stala se cvičištěm četných dorůstajících novinářů, na př. Arna Laurina (vl. 
Arnošta Lustiga, *1889), (...). (Novák atd. Přehledné dějiny literatury české od nejstarších dob až po naše dny, s. 1352.) もっとも、ノヴ
ァークは、『論壇』よりも先に、『国民新聞』が「練習の場」となっていたと記している。(Někteří se novinářsky vycvičili 
v »Národních Listech«, na sklonku války obnovených a omlazených, jiní prošli školou »Tribuny«, ale našli hlavní forum 







 『国民解放』（Národní osvobození, 1924-1948）は 1924 年創刊の日刊紙である。本紙は、
政党の機関紙ではないが、チェコスロヴァキア軍団寄りの『時間 135』（Čas, 1899-1915, 
1920-1924）や『チェコスロヴァキア新聞』（Československé noviny: nezávislý deník, 1922-1924）、





（Československá samostatnost: orgán politické emigrace (= L’Indépendence Tchécoslovaque: 
L’Organe des émigrés politiques), 1915-1919）』で、諸外国の情勢を逐一伝えた。  
 
2．第二共和国期（1938 年 10 月-1939 年 3 月） 136 




した。1938 年 9 月 30 日の協定調印後の翌日から、ドイツ軍がチェコスロヴァキアの残り
の地域へ進駐した 1939 年 3月までのわずか半年たらずの期間のチェコスロヴァキア共和国
は「第二共和国」と呼ばれる。第二共和国は、事実上、ナチスドイツの保護領となり、そ
の政治体制も大きく変容した。国境沿いの土地を中心に国土の 30%ほどを失い、それに伴




135 1899年から 1900年の間は、週 3回の発行、1900年から 1914年までは日刊、1915年 8月に一度休刊となり、1920年に復刊
し、1914年から休刊復刊を挟んで1日二回発行された。1923年3月にも再度休刊し5月に復刊したが、1924年に第38 号を
もって廃刊となった。 
136 本項は、チェコスロヴァキア史については中田、『農民と労働者の民主主義』および Jan Rataj. O Autoritativní národní stát: 
Ideologické proměny české politiky v druhé republice 1938-1939. Praha: Karolinum, 1997を参考に、メディア史については第一共和
国期の項と同様（注80参照）の6冊に依拠している。 

























šance pro ČSR“）と見られていた農業党党首ルドルフ・べラン（Rudolf Beran, 1887-1954）
は、11 月 2 日、国民統一党（Strana národní jednoty）設立の構想を発表した 141。この構想
に、国民連盟、「国民統一」、商工中産党、人民党、国民社会党も賛同し、18 日には、新聞
 
138 A. Paleček. „Demokracie autoritativní.“ Brázda č. 50-51. 12.12.1938, s. 10. 
139 中田、『農民と労働者の民主主義』、368頁、Rataj, O Autoritativní národní stát, s. 34. (Ve veřejnosti se posiloval dojem, že 
připravovaná totalitarizace bude pouze jakousi opravou s akcentem na kázeň a řád. Nehovořilo se o zavádění základních 
atributů fašistických režimů. Berlínský Lokalanzeiger v této souvislosti upozorňoval, že český lid si vůbec neuvědomuje dosah 
a systémovou podstatu změn.) 
140 中田、『農民と労働者の民主主義』、362-368頁。 







すい変化は、定期刊行物の刊行点数にあった。1930 年代終わりにかけて 4000 点ほどあっ
た定期刊行物（新聞・雑誌）は、ミュンヘン協定締結の翌週からすでに減少し、1938 年の
終わりの時点ですでに 1900 点が廃刊に追いやられた 143。その背景には多くの原因があるが、







自由を制限する既存の共和国保護法 144の改正 145は、すでに第一共和国時代の 1933 年夏から





れたのが、1938 年 9 月 17 日である。この変更によって出版停止が可能となり、また 9 月
26 日には、内務省内に中央検閲委員会が設置された 148。  
 
142 中田、『農民と労働者の民主主義』、368頁、Rataj, O Autoritativní národní stát, s. 28-29. 
143 Beránková atd. (eds.), Dějiny československé žurnalistiky III. díl, s. 206 以下、その背景についても、同書参照。 
144 Zákon č. 50/1923 (Zákon ze dne 19. března 1923 na ochranu republiky): いわゆる「小出版法」（Malý tiskový zákon.）。1923年
3月19日に、当時の財務大臣ラシーン暗殺事件をきっかけに制定された。 
145 Zákon č. 124/1933 (Zákon ze dne 10. července 1933, kterým se doplňuje zákon na ochranu republiky Národní shromáždění 
republiky Československé usneslo se na tomto zákoně): 独立性や憲法制度、一体性、民主共和国制度、チェコスロヴァキアの
民主的法制度に対する誹謗や破壊を図るような刊行物の行商の禁止を可能とする法律。(Bednařík atd., Dějiny českých médií, s. 
164.) 
146 Zákon č. 131/1936 (Zákon ze dne 13. května 1936 o obraně státu): 国家の防衛体制下にある場合、予防的検閲の命令を可能とす
る法律。 
147 中田、『農民と労働者の民主主義』、193頁。 
148 Ústřední cenzurní komise: 中央検閲委員会は、定期および不定期刊行物の検閲にとどまらず、ラジオ放送、映画、劇場など















たオロモウツの『仲間』（Našinec, 1869-1941）、ブルノの『日 150』（Den, 1912-1945）、プル
ゼニュの『チェコ日報』（Český deník, 1912-1944）などが含まれる 151。  
ただし、政党の機関紙ではなく、自立した比較的中立の立場に位置していた『人民新聞』
などは、国民統一党に与する新聞・雑誌と一線を画し、情勢とチェコ民族の将来の見通し
に対する「新たな見解」を打ち出していた 152。  
 
 
第 2 節 女性向けのメディアとそのジャーナリスト：前史および 1920 年代 153 
1. 前史：19 世紀から第一共和国前まで 




 女性向け雑誌は、大きく分けて 3 つの種類がある。第一に、家事や子育てを主とたるテ
 
149 Beránková atd. (eds.), Dějiny československé žurnalistiky III. díl, s. 207. 
150 1939年以降は「国民統一党」の機関紙と明記された。 
151 Beránková atd. (eds.), Dějiny československé žurnalistiky III. díl, s. 207. 
152 Beránková atd. (eds.), Dějiny československé žurnalistiky III. díl, s. 209. 
153 本節は、Penkalová, Rubriky pro ženy v denním tisku 20. let 20. století a jejich autorky、Eva Uchalová. Česká móda 1870-1918: od valčíku 








な家庭 154』（Šťastný domov: časopis věnovaný českým ženám a domácnostem, 1904-1929）だが、
イギリスの雑誌『主婦』（The Housewife: A Practical Magazine Concerning Everything in and 
about the Home, 1886-）や『家庭の女性』（The Woman at Home, 1893-1917?）などのような
系統とされる程度でそれほど詳しく解説されることはない。  
モード雑誌に分類される初期のもので最も著名な雑誌は、『ラダ』（Lada: belletristický a 










いった 157。  
『ラダ』の廃刊のあと、メリショヴァー＝ケルシュネロヴァーは自身の経験を生かして、
雑誌『花 158』（Květy, 1865-1872）の別刷「モード付録」（Modní příloha, 1867-1868）に携わ






ラースノホルスカーによっても厳しい批判が向けられた。(Uchalová, Česká móda 1870-1918, s. 33.) 






人雑誌』（ Journal des Demoiselles, 1833-1922）からのイラスト等の寄せ集めで作られたもの




とにしたものであった。1872 年までは『花』の別刷として、1873 年から 1899 年までは、
別の雑誌『世界観』の別刷モード号として月 2 回プラハでドイツ語版とチェコ語版が同時
に発行されていた。「バザル」の編集もメリショヴァー＝ケルシェロヴァーが担い、彼女は、










いるのが先に挙げた雑誌『花』の別刷として発行を開始した「女性雑誌 162」（Ženské listy, 
1870-1926）である。創刊に尽力したのが、カロリーナ・スヴィエトラー（Karolina Světlá, 
1830-1899）を含む 4 人の女性解放運動家たち 163である。その後、1872 年の『花』の休刊
 
159 Penkalová, Rubriky pro ženy v denním tisku 20. let 20. století a jejich autorky, s. 19.およびUchalová, Česká móda 1870-1918, s.33. 
160 たとえば、『モード界—婦人向けイラスト誌』（Modní svět: ilustrovaný časopis pro dámy, 1879-1927）は、ドイツの『モードの世
界』（Modenwelt, 1865-1935）の翻訳版であり、『新しいモード』（Nové mody 1889-1894, Nové pařížské mody: list paní a dívek českých 
1895-1916, Nové mody 1916-1919, Nové pařížské mody 1919-1941など、誌名を定期的に替えて発行を続けた）は、1888年にウィ
ーンで創刊された雑誌『ウィーンのモード』（Wiener Mode, 1889-1955）のチェコ語訳版である。(Uchalová, Česká móda 1870-1918, 
s. 42.) 
161 以下、Penkalová, Rubriky pro ženy v denním tisku 20. let 20. století a jejich autorky, s. 20-23に依拠している。 
162 1872年までは『花』の付録として、1873年から 1926年までは独立した月刊誌として発行された。副題は何度か変更になっ
ている。初めは「チェコスラヴの女性・少女の関心事のための雑誌」Časopis pro záležitosti žen a dívek českoslovanskýchであった
が、1874年5月１日からは「チェコスラヴの夫人・少女のあいだでの教育拡大のための雑誌」Časopis k šíření vzdělanosti mezi 
paními a dívkami českoslovanskýmiに変更し、さらに1875年1月1日には「チェコスラヴの女性・女性の教育のための機関誌」
Orgán pro vzdělání žen a dívek českoslovanskýchに変更された。 
163 他3人は、ソフィエ・ポドリプスカー（Sofie Podlipská, 1833-1897. カロリーナ・スヴィエトラーの妹）、ヴィエンツェスラヴ
ァ・ルジツカー（Věnceslava Lužická, 1832-1920）、エヴァ・マハーチュコヴァー（Eva Macháčková, 生没年不明）である。 
 
41 
に伴い、独立の必要に迫られ、1874 年 5 月には発行人が、それまでの男性の発行人 164から、







同様の雑誌は他に、1896 年には『女性の世界』（Ženský svět: list věnovaný zájmům českých 
paní a dívek, 1896-1930）、1900 年には『女性の視野』（Ženský obzor, 1900-1941）、1905 年に
は『女性の評論』（Ženská revue: list pro otázku ženskou, éthickou, kulturní a sociální vůbec, 
1905-1918）が創刊された。いずれも、優先順位において娯楽面は下位にあり、女子教育や
雇用関係、女性の社会的立場の変容、女性団体に関して、あるいは様々な分野に関する難
解な科学論文などで多くの誌面を埋めた 165。  
 
2. 1920 年代：国民国家形成期の女性向け雑誌 
 2.1. 創刊ラッシュと民族意識 166の高まり 
 19 世紀と同じく、女性向け雑誌の主流はモード雑誌であった。20 世紀以降モード雑誌の
創刊数が増えたが、1920 年代には特に多く創刊された。1900 年代には 3 誌、1910 年代は
独立前が 7 誌、独立後に 3 誌であったところ、1920 年代には 13 誌創刊されたが、1930 年
代の創刊数は 5 誌にとどまった。そのことは、本論文の補遺資料 4.「チェコで発行された





164 フランティシェク・アウグスティン・ウルバーネック（František Augustin Urbánek, 1842-1919） 
























 2.2. 誌面に見る民族意識 
 1920 年代に突入する前年、1919 年 4 月にチェコで初めてチェコ人による編集のモード雑






ら半年後の 1919 年に意欲的に創刊した雑誌であった。  
創刊号は、広告 4 頁を含めて計 26 頁あった。同時代の有名な作家夫妻の仕事部屋の写
真や、邸宅の写真、チェコのデザイナーによってデザインされた服のイラストや、それを
 
168 注 160 に記した通り、ドイツの雑誌のチェコ語版が名前を変えて刊行を続けたものである。名前を変えた雑誌は、補遺資料
4.（205-207頁）の4、5、14に該当する。 
169 Eva Uhrová. České ženy známé i neznámé. Praha: Kosmas, 2008. ファストロヴァーは、モード欄を担当する以前にも、1908年か
ら1914年まで、月刊誌『国民の視界』(Národní obzor: nestranný, užitečný časopis, nezbytný pro každého, bez rozdílu politických stran, 





























170 V Čechách vychází již řada modních listů rodinných i krejčovských s českým textem. Ale to nejsou české časopisy původní, 
nýbrž pouze překlady časopisů německých. Němečtí nakladatelé různých těch »Modenweltů«, »Bazarů«, »Wiener Mode« atd. 
dodají českému nakladateli obyčejně štočky anebo papír s natištěnými již obrázky, mezi které se v Čechách pouze přidá český 
překlad německého textu. (Moda a vkus, roč. 1., č. 1., duben 1919, s. 15.) 
171 Německá vydavatelstva však vedou svoje modní listy v duchu německo-národním, a německé redakce vybíraly obrázky pro 
své listy docela bez ohledů na české odběratelstvo. (Ibid.) 
172 I v tomto oboru projevila se známá a pověstná německá bezohlednost a beztaktnost v ohledu národnostním. (Ibid.) 
173 V dobách, kdy musili jsme u nás v českých zemích mlčet a jen zuby zatínat, […] (Ibid.) 
 
44 
経済的な理由から翌年 1920 年 2 月、1 年足らずで事実上の廃刊に終わった 174。  
 その廃刊から 2 年後の 1922 年には『エレガントなプラハ』（Elegantní Praha, 1922-1925）
が創刊された。残念ながら創刊号は現地の図書館も所蔵しておらず入手も確認もできない


























175 Ale konečně budeme brzy nejmocnějším národem a tak snad prosadíme i na Svazu národů, že bude tanec zakázán na celém 






























176 Vždyť Paříž, Vídeň, Londýn a Berlín měly již dávno svoji starou, tradici upevněnou modu a Praha, která se téměř přes noc 
stala metropolou velikého státu evropského, byla dosud postrádala vlastních modních směrnic – a to zcela neoprávněně. 
Neboť naši umělci, naši krejčí pracovali pro firmy a časopisy francouzské, anglické a německé […] To, co šlo do světa co 
myšlenka francouzská anebo anglická, vzniklo často v české hlavě. Světová moda krátkých sukní nemá svůj původ 
v atelierech pařížských modních králů, avšak v národních krojích českého venkova. (JUDr. Otakar Kraus. „Vznik, snahy a účel 




















こでは、2 つを合わせて女性向け紙面と呼ぶこととする。  








い た の は 、フラ ンティシュカ ・ ス ヴォボ ド ヴ ァ ー＝トゥー モ ヴ ァ ー （ Františka 
 
177 本項は、Penkalová, Rubriky pro ženy v denním tisku 20. let 20. století a jejich autorky, s. 29-31およびUhrová, České ženy známé a 
neznámé, s. 153-163.を参考にまとめた。 
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179 Tehdy – v r. 1912 – se věru nikomu ani nezdálo, že by politický deník mohl kdy věnovati celé strany tak zvané ženské hlídce, 
bez níž si dnes prostě nedovedeme představit žádný denní list. Pozornost listů k čtenářstvu dámskému byla vyčerpána tím, že 
se blahovolně věnovalo módě jednou za týden několik sloupků – ve feuilletonu. (...) Tehdy se vydavatelstva nedívala na řádky, 
věnované ženám jako na takřka – zbytečnost, naopak, už jim začalo býti zjevno, že je třeba vážně počítati se ženským 
čtenářstvem a proto se musí něco obětovat. (Františka Svobodová-Tůmová. „Od módy k filmu“. Národní listy: Jubilejní sborník 
1861-1941. Praha: Pražská akciová tiskárna, 1941, s. 131.) 筆者は、残念ながら原書を入手できず、Penkalová, Rubriky pro ženy v 
denním tisku 20. let 20. století a jejich autorky, s. 31. から引用した。 
180 Doufám, že zase rubriku modní rozšířím na 4 sloupce, přec jen se tam toho mnoho nevejde a nechtěl bych, aby mi jednou 
kdokoliv vyčetl, že jsem právě této rubrice nevěnoval dosti pozornosti. (Dopis Arne Laurina Zdeně Wattersonové z 15. 8. 1932. 


























20. století a jejich autorky, s. 31.から引用した。) 





182 Trnitou a neschůdnou cestu jim vyšlapala Yvonna, která začala o mode od piky. Teď už je to věru snadní, když tu je pan dr. Jiří 
Guth-Jarkovský, paní Ma-Fa, Hedy, Milena, Laudová, řada Jeanetek, Lot, Kří, Pachmajerová, Posnerová atd. a když je tu 
Yvonna. (Jiří Gaskoněc. „Jedna za mnohé.“. Národní listy, 20.8.1925. s. 1.) 引用箇所に挙げられた人物の原綴および生没年に関
しては、それぞれ次のとおりである。イジー・グート＝ヤルコフスキー（Jiří Stanislav Guth-Jarkovský, 1861-1943）、ヘダ（Heda, 
注178参照）、マリエ・ラウドヴァー（Marie Laudová-Hořicová, 1869-1931）ジャネトカ、ロット、クジーについては、本名

















希望もあって教員養成所を 1896 年に卒業し、ロキツァニ 186（Rokycany）など地方都市で
教員になったが、1898 年に結婚し、退職した。当時、女性教員は、法律によって独身制が
定められており 187、仕事と結婚のどちらか一方しか選ぶことができなかったのである。  
教員の道は絶たれたが、結婚後すぐに、劇作家で編集者でもあった夫オットー・ファス
トラ（Otto Fastra, 1872-1907）の雑誌の発行を手伝い、1900 年には夫が手がける別の演劇
雑誌『演劇新聞』（Divadelní listy: čtrnáctideník pro dramatické umění, 1899-1904. 隔週刊）
の記事を執筆し始めた。1904 年には『演劇新聞』が廃刊となり、知り合いの女性作家の助
 
183 Penkalová, Rubriky pro ženy v denním tisku 20. let 20. století a jejich autorky, s. 32-44.およびUhrová, České ženy známé a neznám, s. 
153-163を参考にした。 
184 Penkalová, Rubriky pro ženy v denním tisku 20. let 20. století a jejich autorky, s. 34.には、1907年から常勤記者になったとの記述があ
るが、s. 32.には1910年からとある。Uhrová, České ženy známé a neznám, s. 153.およびs. 154.の記述では、1907年に彼女の最初
のモード記事が掲載され、1910年に常勤記者になったとの記述があることから、常勤記者になったのは1910年である方が信
憑性が高い。 
185 Obecná škola. 現代の日本でいう小学校に当たる。 
186 プルゼニュ地方（Plzeňský kraj）の一都市。プルゼニュ（Plzeň）から東に16km、プラハ（Praha）から南西に約80kmに位
置する。 
187 1903年1月27日施行の法律第51条 (Zemský zákon ze dne 27. ledna 1903, Paragraf 51.) を挙げる例が多いが、古くは、18
69年5月4日施行の「公立学校の授業規則にかかる法律 」(Zákon, jímž se ustanovují pravidla vyučování na školách obec
ných ze dne 14. 5. 1869) および1875年12月19日施行の「ボヘミア王国における公共民族学校の法整備にかかる領邦の法律
第86号」 (Zákon zemský ze dne 19. prosince 1875, č. 86. z. z., kterým se upravují právní svazky učitelstva veřejných ško





けによって、ちょうど創刊の準備中だった女性向け雑誌『春』（ Vesna: belletristický 







載された 190。  
順風満帆のようであったが、1907 年 9 月、以前から患っていた夫が病死した。3 人の娘
を抱え、ファストロヴァーは定職を得る必要があった。小説も執筆し出版したが、子ども
を抱えたシングルマザーには安定した職が必要だったのである。先述の通り、1910 年に女













188 Uhrová, České ženy známé a neznám, s. 156. 
189 『国民政治』においては、1906年8月7日付１-3面の文芸欄に「さまよう皇后」と題した、ナポレオン3 世の妻、ユージェ
ニー皇后についての文芸記事が掲載された。『国民の視界』での記事は、1906年12月15日付とされている。„Co jest emancipace 
žen?“, Národní obzor, 15.12.1906.（Penkalová, Rubriky pro ženy v denním tisku 20. let 20. století a jejich autorky, s. 34.）1906年の『国
民の視界』はチェコ共和国国民図書館も所蔵しておらず、実際の記事は確認できていない。ペンカロヴァーも確認はできてお
らず、Skálová, V. Olga Fastrová. Brno, 2006, s. 34.を参照している。 
190『国民政治』での最初の記事は、1907年3月3日付、別刷１面に掲載された。3列のうち中央列のなか程から右端の列のなか
程にかけて「モード概説欄」Modní přehledとして約1列の紙面を割き、タイトルは「春には何を着ようか？」„Co se bude na 
jaře nositi?“、 Yvonnaの筆名で掲載された。 











いて、同世代の女性に向けた紙面作りを担い続け、1936 年に退職した。  
 
 2.4.2. マリエ・ファントヴァー 194 
 ファントヴァーは 1893 年にプラハで生まれた。イェセンスカーの 3 つ年上である。父は、
ルドルフィヌムや国民博物館を共同設計し、当時すでにプラハの分離派建築家として名声
を得ていたヨゼフ・ファンタ（ Josef Fanta, 1856-1954） 195であり、母ユリエ・ファントヴ
ァー（ Julie Fantová, 1858-1908）は、女性解放運動の運動家で、ミネルヴァの設立にも尽
力した人物の一人である。両親の影響で、幼い頃から著名な芸術家らとの交流し、進歩的
な女子教育にも恵まれるといった環境に育った。母も設立に関与したミネルヴァへの進学
は当然の流れであった。ミネルヴァには 1904 年に入学して 1912 年に卒業し、同年、当時
のカレル・フェルディナント大学（後のカレル大学）哲学部に入学した。歴史学や言語学
の授業をとった履歴があるが、5 学期（2 年半）通ったのちに退学した 196。  
父と後のチェコスロヴァキア初代大統領マサリクは、友人関係で家族同士の交流もあっ
た。短期間だったが、1913 年（ファントヴァー20 歳頃）には、マサリクのアメリカ帰りの
息子ヤン・マサリク（ Jan Masaryk, 1886-1948）と親しくなったこともあった。1915 年の
ヤンの出征や、その後、ファントヴァーの弟の出征と戦死など、戦争によって二人の仲は
長く続かなかった。1918 年 9 月から半年間、アメリカに滞在し、帰国後 1920 年 7 月から
 
192 Ibid., s. 39. 
193 Ibid., s. 39-40. 1925年5月31日に紙面のリニューアルとともに、初めてイラストが掲載された。 
194 ファントヴァーに関する研究はほとんど進んでおらず、ペンカロヴァーの博士論文が最も詳しい。本項では、ペンカロヴァ
ーの記述、および『人民新聞』の創立 120 周年を記念して刊行された当該紙に縁のある重要人物についてまとめられた Petr 
Zídek (ed.). Osobnosti Lidových novin: Životní příběhy lidí, kteří vytvářeli nejstarší český deník (1893-1989). Praha: Knižní klub, 2014, s. 
91-95. を参考にし、イェセンスカーの著作研究において特に重要とされる箇所を中心にファントヴァーの経歴を整理した。 
195 1899年には、当時のフランティシェク・ヨゼフ駅（現在の中央駅）の駅舎を設計し、建築コンテストで優勝した。 




かでない 197。  
記者としての活動は『論壇』においてであった。ペンカロヴァーによれば、1920 年 2 月
15 日の記事が最初である 198。『論壇』で執筆の場を得た理由は明確にはなっていないが、
1919 年からモード記者として活動していた、ミネルヴァ時代の友人ズデナ・ヴァターソノ
ヴァー 199（Zdena Wattersonová, 1890-1980）が 1919 年にパリに移住したこともあり、当
時のヴァターソノヴァーの推薦か、あるいは、『論壇』創刊に関与していたファントヴァー
の父ファンタの推薦だったのではないかと推測されている 200。1920 年は、Mf の筆名で、
モード欄を主として、文芸欄にも不定期に寄稿した。1920 年 3 月 26 日に最初のフェイェ
トンが掲載された。その後 1920 年 7 月からは先述の通り、外務省に勤務したため記事の掲
載は途絶え、1922 年 5 月から再度掲載が始まった。『論壇』は 1921 年から毎週日曜日に別
刷付録の「モード評 201」（Modní revue, 1921-1926）を発行しており、イェセンスカーが立
ち上げからすでに深く関わっていた。ファントヴァーは、「モード評」にいくつか記事を寄
稿した後、1922 年 10 月、『人民新聞』に記者として雇用された。  
『人民新聞』には、当時すでに毎週火曜日掲載の「モードの週」という女性向け紙面が
設けられており、女性記者クジー 202（Kří）の編集によってフランス在住のフィリーナ 203
（Filína［本名：リハルト・ヴァイネル（Richard Weiner）］ , 1884-1937）の「パリのモー
ドと社会」が掲載されていたが奮わず、ファントヴァーは紙面を立て直す目的で採用され
た。実質的には 1922 年 12 月には引き継いだが、それまでは、1 面の文芸欄も多く担当し
た。以前には記者としての経験はそれほどなかったにもかかわらず、新人記者扱いどころ
か、1 面の文芸欄のようにエドゥアルト・バス 204（Eduard Bass, 1888-1946）やカレル・チ
 
197 Ibid., s.128. 
198 Ibid., s. 129. 
199 旧姓フォウストコヴァー（Foustková）, 当時の姓はボロヴィチュコヴァー（Borovičková） 
200 Penkalová, Rubriky pro ženy v denním tisku 20. let 20. století a jejich autorky, s. 128. 
201 1926年までは『論壇』の付録として、1927年以降は独立した雑誌として発行された。 
202 女性であること以外、生没年も本名も不明。女性であることは、Penkalová, Rubriky pro ženy v denním tisku 20. let 20. století a jejich 
autorky, s. 129の記述（novinářka s šifrou Kří）による。 












1923 年にはファントヴァーの代名詞ともなる筆名 Ma-Fa を使用し始め、まもなく知名
度と人気を獲得した。1924 年には 5 つ年上のズデーテン地方のドイツ人でカレル・フェル
ディナント大学医学部上級講師のフリードリヒ・ブラインル 205（Friedrich Breinl, 1888-1936）
と結婚し、ハーバード大学のロックフェラー財団の奨学金を得た夫に同行してアメリカに
渡った 206。その間も、『人民新聞』での記事執筆は継続した。1925 年には初のエッセイ集
『人々、プラハ、世界 207』（Lidé, Praha a Svět）を出版した。エッセイ集は、1922 年から 1924





な週』に掲載された唯一の記事は、イェセンスカーが編集に携わっていた 1927 年 6 月 29
日付のものである。また、イェセンスカーの編集のもと、数名の執筆者による旅行に関す





年代は、語学力と文章力を生かして、文芸翻訳者や随筆家 209として活動した。  
  
 
noviny, s. 165-170.) 




207 Marie Fantová. Lidé, Praha a Svět : Feuilletony. Praha : Aventinum, 1925. 
208 Adolf Hoffmeister, Ma-Fa, Miloš Mollenda, J. Eiselt, J. Marot-Oumanský, Milena. Šťastnou cestu: Sborník článků o cestování. 
Praha: F. Topič, 1927. 




第 2 章 執筆活動の概観 
 
 
第 1 節 記者前史：女子ギムナジウムにて 
 1907 年秋、イェセンスカーは 11 歳で女子ギムナジウム、ミネルヴァに入学した。ミネ
ルヴァは、序章注 3 でも述べた通り、クラースノホルスカーらチェコの女性解放運動家た
ちが女子教育の権利獲得に奔走し、さまざまな努力の末、1890 年 9 月に創立した、ハプス











ァー 211（Albína Honzáková, 1877-1973）へ送った手紙で、書棚を作って 150 冊所蔵し、読
書に励んでいることを伝えている。そのなかで、ハンス・クリスチャン・アンデルセン 212
（ Hans Christian Andersen, 1805-1875 ）、 モ ー リ ス ・ メ ーテルリ ンク 213 （ Maurice 
 
210 Malínská, Do politiky prý žena nesmí – proč?, s. 39-40 および Mlýnková, Dívčí školství v českých zemích v 19. století a na přelomu 19. 














Maeterlinck, 1862-1949）、ヘンリク・イプセン 214（Henrik Ibsen, 1828-1906）、ビョルステ
ィエルネ・ビョルンソン 215（Bjørnstjerne Bjørnson, 1832-1910）、オスカー・ワイルド 216
（Oskar Wilde, 1854-1900）、オトカル・ブジェジナ 217（Otokar Březina, 1868-1929）、フリ
ードリヒ・ニーチェ 218（Friedrich Nietzsche, 1844-1900）、エルンスト・ハルト 219（Ernst Hardt, 
































221 Wagnerová (ed.). Dopisy Mileny Jesenské, s. 21. 
222 Ibid., s. 11. 
223 Ibid., s. 25. 
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1919 年から 1935 年までに新聞および雑誌上に掲載されており、その数は、のべで 306 本
に上る 226。カフカ作品の翻訳もそのなかに 5 本含まれている。  
 現在分かっている限りで最初の翻訳記事は 1919 年 11 月 9 日付の『論壇』に掲載された。
フランスの叙情詩人フランシス・ジャム（Francis Jammes, 1868-1938）の「楽園 227」であ
る。このジャムの作品の翻訳が掲載された同じ月には、同じくフランスの作家ロマン・ロ
ラン（Romain Rolland, 1866-1944）の「永遠のアンティゴネー」や詩人シャルル・ペギー
（Charles Péguy, 1873-1914）による社会主義者ジャン・ジョレス（ Jean Jaurès, 1859-1914）
とジョルジュ・クレマンソー（Georges Clemenceau, 1841-1929）に関する評論の翻訳が 2
本掲載された 228。その後 12 月には、ジャムやプラハのユダヤ系ドイツ語作家フランツ・ヴ
ェルフェル（Franz Werfel, 1890-1945）の作品など、4 本の翻訳記事が、いずれも『論壇』
に掲載された 229。  
翌 1920 年には、『論壇』と左翼系文芸雑誌『幹 230』（Kmen: týdenní úvahy a poznámky o životě, 
 
224 Ibid., s. 11. 
225 イェセンスカーのキャリアのなかでも、書籍として刊行されたものを本論文の巻末に補遺資料 6.「イェセンスカー著書・訳
書一覧」（209頁）として収録した。 
226 連載については、70回を超える長編の連載も含まれるため、各回を 1本と数えている。補遺資料 7.「イェセンスカーによる
翻訳記事目録」（210頁）参照。 
227 Francis Jammese. „Ráj.“ přel. M.P. Tribuna. 9.11.1919, s. 10-11. 
228 ロラン「永遠のアンティゴネー」„Věčná Antigona.“ 11月13日付1面、ペギー「ジョレス」„Jaurès.“ 11月25日付1-3面、ペ
ギー「クレマンソー」„Clemenceau.“ 11月30日付4-5面掲載。 
229 ジャム「小さな黒人女性」 „Malá černoška.“ 12月13日付1面、ジャム「人生の道」„Cesta života.“ 12月14日付10面、ヴ
ェルフェル「狂人の冒涜」„Blasfemie blázna.“ 12月21日付9-10面、ヴェルフェル「親愛なる神様の心遣い」„Dobrota milého 
Pána Boha.“ 12月28日付11面。 








続く 1921 年には、翻訳の数は前後の年と比べて半分程度の 19 本と比較的数が少ない。
『論壇』に掲載されたのはアンリ・バルビュス（Henri Barbusse, 1873-1935）の  作品 234、
アンドレ・ジッド（André Gide, 1869-1951）の「ダダについて」とオクターヴ・ミルボー
（Octave Mirbeau, 1850-1917）の「インタビュー」、ジャン・アンテルム・ブリア＝サヴァ
ラン（ Jean Anthleme Brillat-Savarin, 1755-1826）の「チョコレートについて」の 4 本のみ
235、『幹』には、マクシム・ゴーリキー（Максим Горький [Maxim Gorky]［本名：アレク
セイ・マクシーモヴィチ・ペシコフ（Алексей Максимович Пешков [Aleksey Maksimovich 
Peshokov）］, 1868-1936））によるレフ・トルストイ（Лев Толстой [Lev Tolstoy], 1828-1910）
についての回想録の連載が 2 本 236とヴェルフェルの「狂人の冒涜 237」を合わせた計 3 本が
掲載された。また、文芸評論家のミロスラフ・ルッテ 238（Miroslav Rutte, 1889-1954）編
集の文芸雑誌『道』（Cesta: čtení zábavné a poučné: týdeník pro literaturu, život a umění, 
1918-1930）に、ゴーリキーの「ある罪人の話」が 4 回に分けて連載されたほか 239、筆者は
確認できていないが、『幹』同様に左翼系文芸雑誌『6 月』（Červen: tendenční čtrnáctidenník 
[sic], 1918-1919）には、「市民階級とその考え方の欠陥をあばこうと努め 240」たカール・シ
ュテルンハイム（Carl Sternheim, 1878-1942）の『ナポレオン』 (Napoleon, 1925)や、マル
クス主義者ローザ・ルクセンブルク（Rosa Luxemburg, 1871-1919）が獄中からソーニャ・




232 ルイ＝フィリップ「最後の意思」„Poslední vůle.“ 8月15日付7面掲載。 






238 チェコの著名な演劇評論家および文芸評論家。Wagnerová (ed.), Dopisy Mileny Jesenské, s. 260. 
239 ゴーリキー「ある犯罪の物語 I. II.」„Příběh jednoho zločinu I. II“ 10月7日付252-255頁, 「ある犯罪の物語 III. IV.」„Příběh 
jednoho zločinu III. IV.“ 10月14日付269-272頁, 「ある犯罪の物語V. VI.」„Příběh jednoho zločinu V. VI.“ 10月28日付287-289




1922 年にはドイツの表現主義作家レオンハルト・フランク（Leonhard Frank, 1882-1961）
























241 Leonhard Frank. „příčina“ （原書Die Ursache, 1915）『ドイツ文学辞典』では「義憤からなされた殺人犯を裁く社会そのもの
を告訴しその不正不合理を裁く」作品とされている。（『ドイツ文学辞典』、724頁。） 




244  Vladimír Forst atd. (eds.). Lexikon České literatury: Osobnosti, díla, instituce 1 A-G. Praha: Academia, nakladatelství 
Československé věd, 1985, s. 308. 
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ェルチェンコ（Аркадий Аверченко [Arkady Averchenko], 1881-1925）や演劇評論家のハ
ンス・ジームセン（Hans Siemsen, 1891-1969）の評論、G. K. チェスタートン（Gilbert Keith 
Chesterton, 1874-1936）の随筆、アンデルセンの童話 246が掲載された。また、同年からフ
ェイェトンと呼ばれる文芸欄にも寄稿し始めた『国民新聞』では、ドイツの作家パウル・
ヴィーグラー（Paul Wiegler, 1878-1949）の「料理人」の翻訳が 247、さらに『道』には、
イギリスの作家 R. L. スティーヴンソン（Robert Louis Stevenson, 1850-1894）の「水車小
屋のウィル」（1887 年）をはじめとする政治思想の入らない娯楽小説 10 本の翻訳が掲載さ
れた 248。  
1923 年には、モード記者としての活動の場を『国民新聞』に完全に移したが、同年の前
半は翻訳の掲載は不定期であった 249。11 月 21 日になってようやくスティーヴンソンの「バ
 
245 Pro překlad z němčiny měli by býti vybíráni aspoň lidé, kteří umějí česky, nepletou si slovesné třídy a znají českou frazeologii. 
Milena Jesenská mezi ně nepatří. (-btk-. „LITERATURA: Leonhard Frank, Příčina. Přeložila Milena Jesenská. Knihovny 
‚Obelissk‘ číslo 4. Nákladem ‚Tribuny‘ v Praze.“ Zvon. 1922, roč. 22, č. 48, s. 670.) 
246 アンデルセン「眠りの精オール・ルゲイエ」„Uspávač.“ 12月24日付8面掲載。 
247 Paul Wiegler. „Kuchaři“ 1922年8月27日付1-2面掲載。 
248 スティーヴンソン「水車小屋のウィル」全4回（8月4日付81-84 頁、8月18日付103-106頁、8月25日付124-126頁、9月
4日付81-84頁）、G. K. チェスタートン「探偵小説の弁護」„Obhajoba detektivních románů“ 10月6日付196-197頁、「惑星
の弁護」„Obhajoba planet“ 12月22日付354-355頁、「引き延ばされない約束の弁護」„Obhajoba nepředložených slibů“ 12
月22日付355-357頁、ギュスターヴ・フロベール（Gustave Flaubert, 1821-1850）「狂人の手記」„Posedlý knihomol“ 10月20
日付220-223頁および10月27日付241-244頁、カフカ「判決」„Soud“ 12月22日付369-357頁。 
249 1月と4月にはカナダの作家チャールズ・G・D・ロバーツ（Charles G. D. Roberts, 1860-1943）「『大佐』はどうやってカラガ
ーのもとに来たか」„Jak přišel „plukovník“ ke Callagherovi“が 1月6日付9-10面に、同著者「『コマドリ』とマックタヴィッ




ラントレーの若殿 250」が掲載され始め、12 月 29 日までに全 21 話が連載された。また、『道』
においては、ブリア＝サヴァランの「美味礼讃 251」が 2 回にわたって、エドガー・アラン・
ポー（Edgar Allan Poe, 1809-1849）の「一目ぼれの恋 252」が 3 回にわたって掲載された。 
1923 年末までに 21 話が連載された「バラントレーの若殿」は、翌 1924 年の 3 月 15 日
まで続き、第 72 回で最終回を迎えた。1924 年の『国民新聞』では、6 月 22 日付 2 面にシ
ャルル＝ルイ・フィリップ（Charles-Louis Philippe, 1874-1909）の「施し 253」が掲載され
たのを最後に、翻訳が掲載されることはなかった。だが、1925 年になると、『道』におい
て年明けにスタンダール（Stendhal［本名：アンリ・ベール（Henri Beyle）］, 1783-1842）
の「ユダヤ」が全 2 回、スティーヴンソンの「マークハイム」が『国民新聞』に 3 回にわ
たって掲載され、その後フランクの「悪党」が全 64 回にわたって掲載された 254。  
1926 年には翻訳の掲載が確認されておらず、『国民新聞』に加えて『鮮やかな週』の創
刊に携わり、時間を要する翻訳に手が回らないほど忙しさの絶頂期を迎えていた様子がう
かがえる。1927 年 12 月 24 日になってようやく『鮮やかな週』にハンガリーの作家で詩人、
映画理論家のベラ・バラージュ（Béla Balázs, 1884-1949）の「天国の真の青」が掲載され
たが 255、1927 年もその 1 本のみであった。  
『鮮やかな週』には翌 1928 年の 1 月からもノルウェーの探偵小説家スヴェン・エルヴ
ェスタット（Sven Elvestad, 1884-1934）の「モントローズの父の失踪 256」が 25 回にわた
って掲載された。その後 1932 年までは、1929 年に『人民新聞』、1930 年に『創造 257』（Tvorba: 
list pro kritiku a umění, 1925-1938）、1932 年に『生きる』にそれぞれ 1 本ずつ掲載されるの
みで 258、1933 年以降は、同年 9 本、1934 年に 3 本、1935 年に 4 本がすべて『創造』に掲
 
250 „Rytíř z Ballantrae.“ 
251 „Labužníci“ 4月20日付582-584頁および4月27日付608-609頁に掲載された。 
252 “Láska na první pohled“ 10月5日付165-168頁、10月19日付181-183頁、10月26日付199-202頁に掲載された。 
253 „Almužna“ 6月22日付2面掲載。 
254 Stendhal. „Žid“ 1月9日付292-294頁および1月16日付308-312頁に掲載、Robert Louis STEVENSON. „Markheim“ 1月18
日付13面、1月25日付11面、2月5日付13面に掲載、Leonhard Frank. „Raubíři“  
255 Béla Balázs. „Opravdové modré z nebe.“ Pestrý týden, 24.12.1927, s. 8-11. 
256 „Zmizení otce montrosa” 
257 文学批評家のF. X. シャルダによって文学、政治、芸術のための週刊誌として創刊され、1929年以降は、チェコスロヴァキア
共産党（KSČ）の雑誌となった。（Beránková atd. (eds.), Dějiny československé žurnalistiky III. dil, s. 303.） 
258 1929年はウィーンのジャーナリスト、アルフレート・ポルガー（Alfred Polgar本名Alfred Polak, 1873-1955）「浜辺で」„Na 
pláži.“ 6月29日付22面掲載、1930年には、スイスの建築家ハンネス・メイヤー（Hannes Meyer, 1889-1954）の「バウハウ
スからの私の排除（デッサウ市長ヘッセ氏への公開書簡）」„Moje vyhození z Bauhaus (Otevřený dopis panu starostovi Hesse 

















第 3 節 フェイェトニスト（文芸欄執筆者）として 
 イェセンスカーの最初の記事は、Feuilleton（フランス語の流用。現在のチェコ語表記
法では、fejeton と表記される）という、新聞 1 面もしくは 2 面の下段に位置する花形の文
芸欄に掲載された 260。この欄に記事を執筆する女性をチェコ語では fejetonistka（フェイェ
トニストカ） 261という。 feuilleton, feuilletoniste はフランス語起源で、もともと「文芸欄
記事」、「文芸欄執筆者」を意味する。派生して、英語にも feuilletonist という単語がある
が、英語ではどちらかといえば columnist の方になじみがあるだろうか。ここでは、
Feuilleton に執筆していた文芸欄執筆者として、一般的な column とは区別するために、
Feuilleton を生かした英語の表記を用い、かつチェコ語の発音に近い表記として「フェイ
ェトニスト」という用語を用いることとする。  
 イェセンスカーの寄稿が初めて掲載されたのは、1919 年 12 月 30 日付の『論壇』であっ
た 262。前章でも述べたように、『論壇』は、1919 年 2 月に創刊され、1928 年 9 月末までの
 
259 1933年以降については、3月23日付『創造』176-177頁に掲載されたイギリスの政治家シドニー・ウェッブ（Sidney Webb, 




261 男性なら fejetonista（フェイェトニスタ）となる。 
262 以下、ペロウトカの説明まで、Kárník. České země v éře První republiky (1919-1938) díl první, s. 331-332を参考にした。 
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263 以下、モード記者になるまでの経緯については、Vondráčková, Kolem Mileny Jesenské, s. 29-30およびHockaday, Kafka, Love and 
Courage, p. 40を参考にした。 
264 松下編訳、『ミレナ 記事と手紙』、27-33頁に日本語訳が収録されている。 




























266 Hayes (ed.), The Journalism of Milena Jesenská, p. 4、以下、資本主義システムの不公平さを批判する内容に関するまでのヘイズ
の記述は、同書同頁。 
267 A ovšem spousta těch, kteří právě nejsou dělníky, spousta vdov, mrzáků, metařů, listonošů, malých řemeslníků – tyto rodiny 
se skutečně tísní ve Favoritech a Ottakringu v zatuchlých pokojích s rozvěšenými hadry v úzkostiplné, holé bídě. Při tom venku 
hraje patnáct divadel, přes enormní ceny denně vyprodaných […] A tatáž Vídeň umírá, volá k celému světu, je plna 
reparačních komisí a její političtí vůdcové jezdí po celému světě o pomoc. Vlaky nejedou, obec nemá chléb, nemá mouku, nemá 
brambory, pošta, telefon, telegraf, vše funguje s bídou a nouzí neuvěřitelně pomalu, v nemocnicích a klinikách leží lidé 
v roztrhaném prádle a ve věznici řvou ubozí zločinci hlady a zimou tak, že lidé, bydlící kolem státního vězení, nemohou spát! 
Při tom jsou místnosti, herny do rána otevřeny, kde se vydělávají statisíce, při tom se na burse dělají úžasné obchody s valutou. 




























4 月 7 日には「アメリカ対ドイツ」と題して主にアメリカ映画とドイツ映画についての評
論が掲載された。記事はそれぞれの映画の長所と短所を述べつつ、どちらの映画が良いの
 
268 Vídeň je šílená – či svět je šílený? (Ibid., 日本語は松下訳。) 
269 松下編訳、『ミレナ 記事と手紙』、67-72頁に収録されている。 




（Erotikon, 1920 公開）を挙げて、その良さを説明した。この評論は、同年同月 20 日発行


















の掲載の比重が高く、『論壇』に掲載された全体の数が 56 本 275あるなか、フェイェトンが
23 本あった。だが、1921 年になると、フェイェトン以外の記事の比重が高まり、掲載され
た記事の総数が 89 本と増えるなか、フェイェトンの数は 20 本と減った。そのうちの 1 本
は『国民新聞』で掲載されたものである。1922 年になると、『論壇』ではモード記者とし
 
271スウェーデン製作の無声映画。マウリッツ・スティッレル監督（Mauritz Stiller, 1883-1928）。コメディードラマ。 
272 配給会社の名前をノルディスク（Nordisk）ではなく、レコルドフィルム（Recordfilm）、公開年を二年前（1921年）ではな
く、1年前（1922年）だと指摘、および訂正している。 
273 Zajímavé její názory o tomto severském filmu [...]. („Pražské půjčovny filmů: Návštěva u Recordfilmu.“ Filmová Praha: 
Československý týdeník kinového obecenstva. 20.4.1923, s. 124.) 
274 Všechno se odbylo s nevídanou delikátností a přece naze a naprosto při tom nepostrádalo hlubokého pocitu ani hluboce 
vyřešeného konfliktu. Toilety, zvadlé květiny, cigareta, scéna, žárlivost, zbabělost, utrpení, komika, všecko zde bylo, dokonce 
mnohem, mnohem skutečněji, než v jiném filmu. (Ibid.) 






らに下がり、1 年間に掲載された記事の総数が前年の 108 本から 112 本と増えるなかで、
フェイェトンの記事は前年と同数の 12 本にとどまった。その後、1924 年と 1925 年の間は、
それぞれ記事の総数自体が増え、モード記事の編集や執筆で多忙を極めたが、フェイェト
ンの執筆も細々と続けた 277。だが、その後 1926 年から 1928 年までは掲載されなくなり、









































フェイェトン以外の 1920 年代の記事をモード記事ととらえることとする。  
1920 年に『論壇』に掲載された 56 本の記事のうち、モード記事は 33 本ある。1920 年
から 1922 年までは、毎月何らかの記事が掲載された。1920 年は 8 月と 10 月がピークで 6
本掲載され、その他の月でも 1 本から 4 本は掲載された。  
1921 年は、モード記事の編集を任されたため、モード記事が格段に増え、68 本を数え
る。5 月 21 日からは、別刷の「モード評」の発行が始まり、編集も担当した。「モード評」
に掲載された記事は 46 本を数える。1922 年には、さらに数が増え、「モード評」の記事だ
けでも 86 本を数え、その他、フェイェトンでない記事も 8 本あり、合わせて 94 本ある。
うち、『国民新聞』の記事が 6 本あるため、『論壇』での実質的なモード記事は 88 本である。
これらの数だけを考えてみても、『論壇』での活動開始から 2 年目にしてすでにイェセンス





279 Kárník, České země v éře první republiky (1918-1938) díl první, s. 331. 









フェイェトンでもなく翻訳でもない記事として最初に登場したのが、1920 年 2 月 22 日
の『論壇』8 面に掲載された記事「ウィーンのカーニバル」で、モード欄に初めて登場し

















Briefe an Milena., S. 178. 


























カーが『国民新聞』に移った理由も、その伯母の後押しがあったからとみられる 285。  










284 Hockaday, Kafka, Love and Courage, p. 5 
285 Ibid., p. 86およびVondráčková, Kolem Mileny Jesenské, s. 60 
286 呼称は本来、姓を用いるところだが、ミレナ・イェセンスカーと同名であることから、便宜上、名のルージェナを用いるこ
ととする。 
287 以上、ルージェナに関するここまでの記述は、Vladimír Forst, atd. (eds.). Lexikon české literatury: Osobnosti, díla, instituce: 2 H-J: 




289 Kateřina Kotilová. Růžena Jesenská – život a dílo: Česká spisovatelka přelomu 19. a 20. století. Diplomová práce. Pardubice: UP FF, 











されてこなかった。先述の通り、『論壇』から完全に移籍したのは、1923 年 1 月であるが、
1921 年 9 月 27 日からフェイェトンが掲載され始め、モード記事は 1922 年 12 月に最初に
掲載された。筆者のまとめでは、本紙に掲載されたモード記事は、1922 年は 12 月の 6 本
のみだったが、1923 年は 100 本、1924 年が 131 本 292、1925 年は 156 本 293、1926 年に 137
本 294、1927 年が 54 本 295、1928 年は 44 本 296、1929 年には 15 本 297である。1921 年 9 月 27
日から 1929 年 3 月末までの約 7 年半の間で、総計 643 本に上る。もっとも、これだけです
べてとは限らず、筆者も見落とした記事もまだあるかもしれない。筆者が先行研究を洗い
出し本格的に調査に乗り出す直前の 2011 年 1 月の段階では、今思えばわずか 142 本しか公
になっていなかった数が、筆者の調査とイラースコヴァーの『ミレナ・イェセンスカー交






290 注289に出典を記したOpolskýの一覧によれば、1890年刊行の児童書『詩』（Básničky. Praha: F. A. Urbánek, 1890）の挿絵は
アレシュが担当しており、また、1901年または1902年に刊行された『ニナとほかの散文』（Nina a jiná prosa. Praha: Máj, 1901 
nebo 1902.）や、1902年刊行の少女向けの『春の歌』（Jarní píseň. Praha: J. Máj, 1902.）、『渇望と愛』（Touha a láska, Praha: J. Otto 



































てくれているのだ 302。  
 
298 Hockaday, Kafka, Love and Courage, p. 104 
299 Vondráčková, Kolem Mileny Jesenské, s. 60 
300 Ibid., s. 89 
301 Ibid.「日常生活の脇道」とは、1925年11月5日付の『国民新聞』に掲載されたイェセンスカーのエッセイ「日常生活の脇道
を通って」を引用した表現だと考えられる。 
302 Svůj rozumný poměr k módě našla si referentka »Národních Listů« Milena Jesenská. Odreferuje si na začátku každé sezony, 
co je nového, srovná finanční možnosti většiny českých žen s tím co přináší móda a vyzdvihne ve svých referátech pouze věci 
rozumné, hygienické, praktické a dosažitelné ženě, která si sama vydělává anebo na níž vydělává muž. Věci nerozumné a 


























do omrzení, co se nosí a nenosí, najde též jiné stránky života, důležitější a význačnější než jest věčné povídání o módě. A třeba 
nemusíme souhlasiti se všemi jejími názory, projevované v referátech, Milena dává svým čtenářkám podněty k myšlení o 
určité stránce života, ať jste s ní nebo proti ní. (Ma-. „Úvaha k novému roku: móda, ženy dobré společnosti, módní referentky, 
úkoly tisku a j. a j.“ Český deník, 1.1.1927, s. 13.) 
303 Je móda něčím zlým? Naprosto ne. Jak jsem vám řekla, byla, jest a bude, záliba ve věcech se mění, lidský duch tvoří, hledá 
nové a nové cesty ve všem a tudíž i ve způsobu oblečení. (Ibid.) 
304 Jen se mi často zdá stejně jako mnoha a mnoha jiným ženám, že příliš mnoho drahocenného myšlení, času, hospodářských i 
duševních hodnot je spotřebováno na to: »Jak se obléci?« (Ibid.) 
305 その評価は、「とてもウィットに富んだジャーナリスト」［Ma-Fa z »Lidových Listů«, velmi vtipná žurnalistika, ...］や「彼女
は実はモード記者ではない」［není vlastně módní referentkou, ...］などと伝えた上で、「彼女の記事は報告記事というものでは
なく、ジャーナリスティックでウィットに飛んだ随筆といったところで、読み物として面白く、事実性や思考の深さよりもユ
ーモアの利点が込められている」［... její články nejsou referáty, ale žurnalistické vtipné causerie, jež se hezky čtou a v nichž se 




も読者に向けたアンケートも頻繁に行った。最初のアンケート記事は 1924 年 1 月 10 日の












アンケートによって集まった手紙は、予告日から 1 日早まって、2 月 2 日に掲載された。
また、同時に次回のアンケート募集文「突然ものすごい額のお金を手にしたらどうします
か？ 312」も掲載された。このようにして、アンケートは 6 月の第 3 回結果報告まで 1 ヶ月






306 「20歳までの子ども」という表現に違和感があるが、タイトルにおいて「10歳から20歳までの子どもたちへ！」（Dětem od 
deseti do dvaceti let!）と記されており、イェセンスカーの表現に従っている。 
307 イェセンスカーは次のように書いている。Napište mi o svém nejsilnějším dojmu v životě.［訳：人生で最も強く印象に残って




308 O okamžiku, který se vám nejhlouběji zaryl v paměť. (Ibid.) 
309 Který považujete za velice důležitý. (Ibid.) 
310 Měřítkem mi nebude literární vyspělost práce, na které nezáleží, nýbrž upřímnost, vroucnost, originalita, názor na svět a vše 
lidské, co se v řádkách jeví. (Ibid.) 
311 Ovšem: hochy nevylučujeme, naopak! Ať ukáží, co umí. Ať závodí s námi děvčaty! (Ibid.) 
312 Co byste udělaly, kdybyste najednou dostaly strašlivě mnoho peněz? (Milena. „Dětem od desíti do dvaceti let. Výsledek 






2 週間後に 4 人の手紙が掲載された。  
その 3 日後の 10 月 12 日、アンケート再開を子どもたちが心待ちにしている旨の手紙が
スロヴァキアの小学校から届いたことを伝え、改めて再開した。テーマは「大人になった












たが、4 月 15 日に募集した記事については、4 月 29 日、5 月 6 日、5 月 13 日に、読者から
ではなく同業者からの文章のみが掲載された。1924 年から 1926 年には、その他にも、と
りわけ子どもに関する記事が増え、子どもとの交流、育児および教育環境について読者と
一体となって考えようとする様子が見て取れる。  
このようにアンケート記事の本数が次第に増えた 1924 年から 1925 年は、同様にして全
体の記事数も増えていたわけだが、1926 年にはモード記事全体の本数が減り始め、1927
年と 1928 年には半減することとなった。1929 年にはさらに大幅に減少した。その推移の
背景にはいくつか理由が考えられる。  
 
313 Nedostanu žádný dopis a žádný příspěvek? Hola, bude to moje blamage [sic]? (Milena. „O zdvořilosti.“（「礼儀正しさについ
て」）. Národní listy, 25.9.1924, s. 5.) 
314 Čím se chcete stát, až budete velikým? (Vaše Milena. „Anketa pro děti.“（「子どものためのアンケート」）. Národní listy, 
12.10.1924, s. 10.) 








『鮮やかな週』に力を注いだことは 1926 年および 1927 年までの話である。1928 年以降
に関して言えば、イェセンスカーの健康面が災いして記事の本数が大幅に減少したことは
明らかである。イェセンスカーは、1928 年 8 月に長女ヤナを出産した。原因は諸説あり不
明だが、そのヤナの妊娠・出産前後に右ひざを痛めた。この怪我または病気に由来する身
体的不如意がその後の彼女の人生に大きく影響することになる。痛み止めとして使用した
モルヒネにその後約 10 年間依存することになったのである。長女を妊娠中の 1928 年夏ご
ろから 1937 年 2 月頃までの長期にわたって患っていた 316ことから、このモルヒネ依存が、
1928 年以降の記事本数の減少の大きな要因だったと言えよう。1929 年 3 月 31 日付 3 面に
掲載の「山での蘇生 317」が最後の記事となった。  
ヴォンドラーチュコヴァーの記述によれば、イェセンスカーは後に「国民新聞の頃…、
あの頃が私の人生において最も幸せで、最も活躍した時代だった」とよく語っていたとい
う 318。1929 年の本数について一見すると、わずか 3 か月での本数であることからその数は
決して少ないとは言えないのではないかと考えられるが、1923 年から 1926 年までは継続
して 100 本以上の記事を執筆していたこと、記事数が顕著に減少した 1927 年から 1928 年







ィスラフ・ブルネル（Hugo Vratislav Brunner, 1886-1928）が描写したイラストを見れば、イェ
 
316 妊娠期の病状に関しては、Vondráčková, Kolem Mileny Jesenské, s. 100-101.に詳述されており、回復については、Jirásková, 
Milena Jesenská Křižovatky (Výbor z díla), s. 797.に掲載のイェセンスカーの年譜の1937年の項に詳述されている。 
317 „Vzkříšení v horách.“ 
































センスカーが1926年11月29日に作家カレル・マチェイ・チャペック＝ホト（Karel Matěj Čapek=Chod, 1860-1927）に宛て
て書いた原稿依頼の手紙の文面から察するに、イェセンスカーも十分に中心的な役割を果たしていたと考えられる。手紙には、
「H.V.ブルネル（Hugo Vratislav Brunner, 1886-1928）とホフマイステル、そして自身が編集・出版する新しい雑誌『鮮やか
な週』」と説明している。Wagnerová (ed.), Dopisy Mileny Jesenské, s. 95. 
321 Hockaday, Kafka, Love and Courage, p. 135. 
322 Ibid., p. 140. 




 『人民新聞』でのモード記事は、1929 年に 54 本 324、1930 年は 6 月 1 日が最後の記事で、
合計 23 本見つかっている。1929 年の数は、『国民新聞』での最後の 2 年間を足した数とほ
ぼ同じ数であり、また 1930 年も 6 月 1 日までで前年の約半数であることから、『国民新聞』
の終わり頃よりも少し体力回復していた様子がうかがえる。ただし、全盛期のような多作
には至らなかったことを考えると、その活躍は、1925 年から 1927 年をピークに右肩下が
りであったことは明白である。  




















325 Píše o všech, které má na dosah ruky. O psacím stole, o rodinném albu fotografií. Rádio doma. Miminko. Továrna na 
nekonečno – porodnice. Přeloží šedesát stránek pojednání o židlích z knihy arch. Rasche Der Stuhl. Ale článků je málo. Nejsou 
dobré, nejsou přitažlivé. Její pracovní aktivita klesá hlouběji a hlouběji. Úzkostlivě nás všechny svolává ke spolupráci. 
(Vondráčková. Kolem Mileny Jesenské, s. 173.) ラッシュの論考の60頁にわたる翻訳記事は見つかっていない。 
326 Vondráčková, Kolem Mileny Jesenské, s. 109. 







 1930 年 3 月の記事で、『人民新聞』のイェセンスカーの記事に対する興味深い反応があ
る。それは、かつて、1920 年代半ばに多くの子ども読者らと頻繁に交流を図っていたこと
を彷彿とさせる、子ども読者、それも少年読者からの投書である。投書は、イェセンスカ




















328 Hockaday, Kafka, Love and Courage, p. 141. 
329 […] a díval jsem se, jestli strážníci četli v Lidovkách článek paní Mileny a převádějí děti přes křižovatky. Sám jsem na jedné stál 
a čekal, jestli si mne strážník všimne a přijde, aby mne převedl přes jízdní dráhu. Nepřišel. Hned jsem si uvědomil, že mám 
místo červené čepičky modrou, a proto asi strážník pro mne nešel. Paní Milena měla napsat, že na barvě čepičky nezáleží a že 
strážníci mají převádět všechny děti, ať mají čepičku jakékoli barvy. (On. „Kašpárek vypravuje.“ (Dětský koutek), Lidové noviny, 




れることもあり 330、まったく相手にされないというものではなかったのである。  





















民新聞』両紙においてイェセンスカーの同僚であったルッテ宛の 1929 年 4 月 24 日付の彼
 
330 1930年4月6日の『人民新聞』でも、「ミレナの記事ですでに取り上げられているが」（paní Milena, že se všechno uvazuje na 
mašličku）として、彼女の記事で扱われた「ピケ」という当時流行したステッチを刺したような模様の畝織りの織物について
説明した記事が掲載されている。(Van. „Nosí se. Piké.“ Lidové noviny, 6.4.1930, s. 19.) 
331 Milena. „Pro koho píšeme o módě do novin“, Lidové noviny, 14. 4. 1929, s. 24. 
332 Ibid. 
333 Tedy je módní hlídka v novinách vlastně pro lidi, pro které není móda. (Ibid.) 
334 Módní hlídka v novinách je pro lidi, kteří milují krásné věci a nemají na ně. (Ibid.) 
335 Stačí, aby zatelefonoval některé z dobrých švadlen a v zápětí mu přinesou domů balíky látek, vzorky barev, nákresy, modely, 
dva krejčí a aranžérky ho obklopí a za několik dní a za několik tisíc bude oblečen podle módy, aniž potřebuje sebe míň 


























『人民新聞』での職を失った 1930 年の 9 月には左翼系雑誌『創造』に 1 本翻訳記事が
掲載された程度で、それ以外の記事は現時点では見つかっていない。その後、1931 年には、
『創造』での記事が 1 本のみ、1932 年以降は少し増えて 4 月に『パノラマ 341』（Panorama, 
 
336 1929年4月24日付。Wagnerová, Dopisy Mileny Jesenské, s. 129-137. 
337 Ibid., s. 130-132. 
338 Hockaday, Kafka, Love and Courage, pp. 144-14.5およびVondráčková, Kolem Mileny Jesenské, s. 109. 
339 Černá, Adresát Milena Jesenská, s. 75. 




1927-1955）第 2 号に、雑誌『生きる』（Žijeme, 1931-1933）の創刊号に向けた記事が掲載
され、6 月には『創造』に 1 本と、国立図書館に所蔵データが存在しておらず詳細不明の
『太陽、青年の生活新聞』（Slunce, noviny života mládeže, 刊行年不明）なる雑誌に 2 本の
記事が掲載された。『太陽、青年の生活新聞』に掲載された記事は、タイトルから察するに、
モード記事である。  
先行研究では公になっていなかったが、その後、1932 年 7 月 7 日の『松明』（Pochodeň, 
1919-1932）と 1932 年 7 月 24 日に『赤い権利 342』（Rudé právo, 1920-1938, 1945- ）に、国
際反戦大会の参加者募集の記事が掲載された 343。『松明』は、1932 年創刊のチェコスロヴ
ァキア共産党の東ボヘミア委員会の機関誌（週刊）であり、『赤い権利』は、1920 年 9 月
の創刊当初は社会民主党系の新聞として出発したのち、翌 1921 年 5 月 19 日にチェコスロ
ヴァキア共産党（KSČ: Komunistická strana československá）の機関紙であることを表明





国際反戦大会は、7 月 28 日にジュネーヴで行われるという当初の予定から変更になり、
1 ヶ月後の 8 月 27 日から 28 日の 2 日間にわたってアムステルダムで行われた。同年 8 月
18 日発行の『松明』でその旨が伝えられ、チェコスロヴァキアの代表団は 8 月 25 日に出
発すること、交通費および宿泊費は自己負担または代表として送り出す団体の負担で、3
等席の列車代金および 3泊分の宿泊費合わせておよそ 1500 コルナ程度かかることが伝えら
れ、詳細については、7 月の記事と同じくミレナ・クレイツァロヴァー＝イェセンスカー
までとの旨が記載されている。加えて、経費に対する出資者及び受託金の明細も記載し、8
















伝えられていた話として 1931 年から 1935 年の間、共産党に所属していたとしており 346、
ブーバー＝ノイマンの記述では、1936 年 9 月、モスクワにおけるグレゴリー・ジノヴィエ






当時共産党員の青年だったイジー・ジャントフスキー（ Jiří Žantovský, 1909-2000）にもイ
ンタビューを行い、イェセンスカーが党員ではなかったという証言を得たとしている 350。
真相は定かではないが、先に挙げた 1932 年 7 月と 8 月に共産党系の新聞・雑誌に掲載され
た彼女の国際反戦大会参加募集の記事からも分かるように、共産党とは非常に近い距離に
いたことは確かである。  




かし、彼女も左派色を強めたために、同様に辞任したという 353。その後は、1933 年 2 月か
 
345 Hockaday, Kafka, Love and Courage, p. 241. 
346 Vondráčková, Kolem Mileny Jesenské, s. 119. 
347 ブーバー=ノイマン、『カフカの恋人 ミレナ』、197頁。 
348 Vondráčková, Kolem Mileny Jesenské, s. 119. 
349 Vondráčková, Kolem Mileny Jesenské, s. 119. 
350 Hockaday, Kafka, Love and Courage, pp. 241-242. 
351  Žijeme: obrázkový magazín dnešní doby, Praha: Družstevní práce, 1931-1933. チェコスロヴァキア手工芸同盟（Svaz 
československého díla）の機関紙。 
352 „Je vůbec možno vychovati dobře dítě doma?“ 
353 Černá, Adresát Milena Jesenská, s. 75. 
 
83 
ら 7 月半ばまでの間に『創造』の誌面に 5 本、その間に、『生きる』に 2 本、『仕事の世界 354』
（Svět Práce, 1933-1937）に 3 本掲載された。1934 年は、7 月に『仕事の世界』に 1 本、12
月半ばに『創造』に 1 本の記事が掲載された 355。1935 年は『仕事の世界』に 1 本だったが、




















355 『創造』での掲載は、1933年2月9日付「助けは別のところからやってくる」„Pomoc přijde odjinud“、1933年2月23日付
「愚かな世代」 „Kocourkovská generace“、1933年3月23日付「自由はどこだ？ われわれはどんな前線がほしいのか？」 „Kde 
je svoboda - Jakou frontu chceme?“、1933年3月30日付「乞食のオペラについて」„O žebrácké opeře“、1933年4月6日付
「物乞い」„Žebráci“、1934年12月15日付「子どものための本」„Knihy pro děti“。『生きている』には、1933年2月号「速
記タイピスト」„Stenotypistka.“ と3月号の「リベラルな資本主義者との対話」“Rozmluva s liberálním kapitalistou.“ が掲載
された。『仕事の世界』での掲載は、1933年6月1日付「そのバロックは目に良い」 „Vono to baroko je dobrý je pro voko.“、
11月3日付「親愛なるマリエ同志…」„Milá soudružko Marie...“、12月1日付「検閲官は誰？」„Kdo je Cenzor?“ 1934年7
月1日付「貧しい愛の側面に」„Straně chudých lásek.“ が掲載された。 
356 Hockaday, Kafka, Love and Courage, p. 147. 
357 Hockaday, Kafka, Love and Courage, pp. 147-151. 
358 Právo lidu: Ústřední orgán Čsl. Sociálně demokratické strany dělnické. Kukleny u Králova Hradce: Antonín Němec, 1893-1938, 
1945-1948. 1918年より社会民主党（Sociální demokratická strana）の機関紙。 
359 『人民の権利』についての記述は、ブーバー=ノイマン、『カフカの恋人 ミレナ』、192頁。 











『現在』は、ぺロウトカが当時 100 万コルナの資本を得て、1924 年に創刊した雑誌であ







考えたのである 363。  






年には 4 本の記事が、1938 年には 25 本、1939 年には 24 本の記事が掲載された。2 年弱で




361 Kárník, České země v éře první republiky (1918-1938) díl první, s. 341. 
362 Ibid., s. 335. 
363 Hockaday, Kafka, Love and Courage, p. 160. 
364 „Automaty-žlaby velkoměsta.“ 
 
85 
りではなかった。最初の 9 本は、「生活と機関」（Život a instituce）欄や「時代と人々」（Doba 
a lidé）欄に掲載された記事で、政治的な記事とはいえない。しかし、ウィーンがドイツに
併合された後から、より正確には 1938 年 5 月 25 日付の記事「併合はさせない 365」以降、























365 „Anšlus nebude I.“ 同タイトルで全2回の連載記事が5月25日と翌週6月1日に掲載された。6月1日は、「家族を分かつ」
Napříč rodinamiという副題が付された。 
366 以後、政治欄には12本の記事が掲載された。 
367 Češi jsou vesměs bojkotováni – mimo od demokratických Němců, ale popravdě dlužno říci, že se zdá, jako by ani Češi o 
upevnění demokratického bloku (myslím tím společného s demokratickými Němci) příliš nestáli. A to je velká chyba naší 
propagandy a velká chyba našich Čechů v pohraničí: že jsme nedovedli, dokud byl čas, posílit právě ty Němce, kteří nejsou 
jako druzí Němci: že jsme se nedovedli opřít o ten živel v německém táboře, který má sice jinou řeč, ale souběžný světový 
názor. („Anšlus nebude. II.“ Přítomnost. 1. 6. 1938, s. 339.) 
 
86 
レル・クラマーシュらによって 1935 年に新たに結成された国民同盟（Národní sjednocení）
























［検閲によって 6 行削除］  
なぜなら、彼らドイツ人は自らの言語を愛しているからであり、―我々がそのこと
 
368 […], abychom zase v sobě probudili tu bezvýhradnou lásku k národu, [...] (Dr. Karel KRAMÁŘ. „Proč jsem chtěl a chci 
Národní sjednocení.“, Národní listy, 28.4.1935, s. 1.) 
369 [...], jenž se zdál už navždy vyhoštěn z českých duší a nahrazen materialismem, jehož jsme nikdy dřív neznali jako vyznání 



























370 A tady je jeden z kořenů zla. Měl jsme si uvědomit, kdo tito lidé jsou a co od nich chceme. Považujeme-li zdejší Němce za 
německé občany československé republiky – [Zcenzurováno 6 řádků.] Protože tito Němci milují svoji řeč – a nevidím důvodu, 
proč bychom si toho neměli vážit -, jsou Němci, ale nejsou nacisté. („Anšlus nebude. II.“ s.339.)  
371 […] pojem národ může mít: že totiž nejsou sami. (Milena Jesenská. „O umění zůstat stát.“ Přítomnost. 5.4.1939, s. 205.) 
372 Jakmile člověk odloučí vlastní osud od osudu osmi milionů, ztrácí v duši hlubokou podstatu toho, co to je národ. (Ibid.) 「自ら
の運命を800万人の運命から切り離して考えると人は、民族とは何かという深い基盤を心の中で失うことになる」とあること
から、ここでは、彼女の意味する民族として「心の奥底の基盤」と捉えた。 
373 注372のあとにコロンが付され、次のように続いている。Hluboké vědomí kolektivní příslušnosti k osmi milionům. (Ibid.) 「800
万人の集団的帰属意識という深い意識」との記述から、「潜在的な帰属意識」に置き換えた。 
374 […] I propose the following definition of the nation: it is an imagined political community […] Benedikt Anderson. Imagined 
Communities: Reflections on the Origin and Spread of Nationalism. London: Verso, 1983, p. 15. 
 
88 
ンスカーの『現在』での最後の記事は、1939 年 7 月 5 日掲載の「《貧しい人と裸足の人》























375 „S »ubohým a holým«“ 
376 […] ještě před rokem bojovali sudetští Němci o jemnější nuance, než bojujeme my. Bojovali o právo hlásit se k světovému 
názoru, který byl tehdy neslučitelný se světovým názorem bývalého Československa. Bojovali tvrdě o každého muže 
mluvícího německou řečí, bojovali o zachování celistvosti německého národ a tuto celistvost kladli si váš než cokoli jiného. 
Němci sami učí svět, že národnost je víc než životní úroveň, protože »národnost je zdroj, ze kterého pramení kulturní i 
hospodářská síla lidu«. […] Je však veliké nebezpečí: a to, že důležitost této věci nepochopíme sami. (Milena Jesenská. „S 
»ubohým a holým«.“ Přítomnost. 5.7.1939, s. 419.) 
377 Pro malou českou zem je jediné východisko: přilnout k sobě jako klíšťata a držet se pohromadě jako stádo. (Ibid.) 
378 Přivádět doma děti na svět a vychovávat doma děti už zrozené. Ale nikoli podle české písničky: pana Matesa, Mikuláška a pak 















合法雑誌『闘いへ 382』（V boj, 1939-1941）の仕事も手伝っていた 383。『闘いへ』の再版に加
えられた解説によれば、ブロフスカー（Blovská）が彼女のペンネームだった。Blovská の
記事は、10 月に、「チェコの女性に」と編集記での記述が見つかっている。イェセンスカ




379 Jednou – kdysi, byly v Čechách zlé časy a národ si postavil divadlo. […] I dnes se mluví o stavbě nového divadla. Je to jistě 
krásná věc – ale je tu přednější věc: získat práci pro všechny naše lidi. (Ibid.) 



































多く扱った。1927 年の女性雑誌『女性の世界』に掲載されたイェセンスカーの 2 冊目のエ
ッセイ集『人が衣装をつくる』の書評でもそれが端的に記されている。『女性の世界』は、
1896 年 12 月創刊の女性向け雑誌で、創刊当初から「新しい女性」（nová žena）像を打ち
出すことを目標に掲げた進歩的な雑誌であった 384。書評を書いた当時の編集長イジナ・カ
















に引用する 1925 年 10 月 18 日付の記事からは、サラリーマン家庭の主婦、幼い子どもを持
つ女性、若い少女たちなども具体的に想定していたこともわかる。  
 
384 Libuše Heczková. Píšící Minervy: Vybrané kapitoly z dějin české literární kritiky. Praha: Filozofická Fakulta Univerzity Karlovy, 
2009, s. 177-179. 
385 […] neboť móda je celý život, celý způsob života, kterým doba vyplňuje interval mezi narozením a smrtí. (Jirka Karasová. 
„Milena: Člověk dělá šaty.“（「ミレナ『人が衣装を作る』」）. Ženský svět. č. 8, 1.5.1927, s. 128.) 
386 Třeba utíkáte ráno do práce, ráno je strašně zmrzlé a plné mlhy […] (Milena. „Povinnost k radosti“（「喜ぶための義務」）. Člověk 



















人口の 40.1%であり 389、工業に従事する人々が多かった。当時の肉体労働人口が 3 割を超
えているというデータもある 390ことから、肉体労働者を含んでいるものと考えられる。た
だし、主に想定しているのは、頭脳労働者とされる事務職である可能性が高い。統計的に
みても、女性の労働人口に対する未婚者対既婚者の割合が 55.8%対 20.3%で 391未婚者が上
 
387 Hlavně když dělá něco užitečného, třeba vaří, nebo pracuje v továrně a koupe děti a spravuje prádlo pro celou rodinu, je dobře 
aby nezapomínala být okrasnou. V době, kdy se táta dře a vydělává s napětím sil málo peněz, a v době, kdy dorůstají děti a je 
třeba především myslit na to, jak zařídit život, aby jim nechybělo na výživě a hygieně, bude dobře, nakoupí-li máma líčidel, 
protože má žena povinnost být okrasná. Mladé děvče, které chodí do gymnasia, přednášek nebo dílny a stará se o to, jak by se 
stalo samostatným, […] (Milena. „Dekorativní předmět?“（「装飾的な対象？」）. Národní Listy, s. 10.) 
388 ここでは、イェセンスカーは、一般名詞のotec（父親）ではなく、子どもが父親を呼ぶときの愛称 táta（お父さん、パパ）と
いう言葉を用いている。 
389 農林漁業人口 31.6%。モラヴィア、シレジアを除くボヘミアだけをみれば、工業人口 41.0%、農林漁業人口 29.7%とさらに差
が大きい。ただし、スロヴァキアの農業人口の割合が高いため、チェコスロヴァキア全体でみると農林漁業人口39.6%、工業
人口33.8%と、農林漁業人口の割合が高くなる。Tab. 8. Třídy povolání v zemích Československé republiky podle příslušnosti 
k povolání. In: Sčítání lidu v republice československé ze dne 15. února 1921: II. Díl (Povolání obyvatelstva) 4. část (Československá 
republika), Praha: Státní úřad statisticky. 1927, s. 10.［チェコスロヴァキア共和国国立統計局の資料：表8 チェコスロヴァキア共
和国内の職種別職業階級］ 
390 カールニークは、当時のチェコにおける工業労働人口の割合は統計上15.9%であるが、母数には幼児や学生、高齢者なども含
まれており、職業従事者43パーセントに対する割合をみれば工業労働者は36.6%に上ると指摘している。Kárník, České země 
v éře první republiky (1918-1938) díl první, s. 301. 








小さな子どもを育てている世代を考えるならば、10 代後半から 30 代後半までが考えられ
る。1921 年の統計では、20 代前半までの女性では 25.2%しか既婚者がいないのに対して、
20 代後半の女性では既婚者の割合が 55.7%と逆転している 393。また 30 代全体では 72.5%に
まで増えていることを考えると、子育て世代は 20 代後半から 30 代後半と考えられる。1919












číslech poměrných. In: Sčítání lidu v republice československé ze dne 15. února 1921: II. Díl (Povolání obyvatelstva) 4. část 
(Československá republika), s. 110.［チェコスロヴァキア共和国国立統計局の資料：表125 就業別および性別による婚姻区分率］ 
392 Tab. 130. Rodinný stav výdělečně činných v kombinací s věkem a pohlavím podle postavení v povolání v číslech poměrných. 
In: Ibid., s. 113. ［チェコスロヴァキア共和国国立統計局の資料：表130 職位による年齢及び性別別職業従事者の家族構成率］
事務職において既婚者の占める割合は 8.8%であり、事務職はほぼ未婚者が占めていたといってよい。また、肉体労働におい
て既婚者が占める割合は20.8%であり、肉体労働に関しては、結婚後も続ける割合が高かったといえる。 
393 Tab. 12a Obyvatelstvo Českých zemí podle rodinného stavu a pětiletých věkových skupin v roce 1921 ［表12a：1921年におけ
る家族構成および 5歳ごとのグループにもとづく人口統計］（1921年 2月 15日の統計資料）Milan Kučera. Populace České 
















職は、新たな社会階層を形成したとされている 397。  


















Century. Brighton: The Harvester Press, 1986, p. 72. 
396 スメイルズの定義Smales, “Class, Estate and Status in the Czech Lands 1919-1938”, In: Marwick (ed.), Class in the Twentieth 
Century, p. 76. チェコ語の辞典によれば、「下級部門公務員。例：工場事務員、鉄道員、郵便局員státní nebo veřejný zaměstnanec 
nižší kategorie: tovární z., železní z., poštovní z.」Slovník spisovného jazyka českého IV: V-Ž Doplňky a opravy. Praha: Academia, 
1971, s. 857. また、チェコ語＝英語大辞典では、「手伝い、使用人、助手、従業員help, servant, assistant, employee」と訳され
ている。Ivan Poldauf (ed.). Velký česko-anglický slovník. Čelákovice: WD Publications, 1997, s. 1119. 
397 Smales, “Class, Estate and Status in the Czech Lands 1919-1938”, In: Marwick (ed.), Class in the Twentieth Century, p. 76. 
398 Nechci zde vypočítat garderobu za tisíce. Mám na mysli ženy, které odkázány jsouce na určité příjmy, zatíženy, starostmi o 
domácnost a živobytí, mohou si právě to poříditi, co je nejnutnější. (M. J. „Šaty k různým příležitostem“（「あらゆる機会向けの
ドレス」）. Tribuna. Modní revue č. 3, 29.5.1921, č. 3, s. 1.)  
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30 代後半の女性らに向けて書いていたのである。  
モード記事を書くにあたっていかなる読者を想定したかという説明的な記述は、記者と
して駆け出しの 1920 年代初めに多く見られたが、イェセンスカーの活動が隆盛を極めた
1920 年代半ばにおいても、陰りを見せた 1920 年代終わりにも、一貫して同様の記述は見






った女性たちに対して話をしているのだと想定している 401。  
 









400 Tab. XVI. Gramotnost obyvatel starších 5 let podle pohlaví a národnosti k 15.2.1921［表16：5歳以上の人口における性別お
よび民族ごとの識字力］（Sčítání lidu v republice Československé ze dne 15. února 1921 III. Díl, Praha: Státní úřad statistický, 19
27, s. 190.）のデータをもとに筆者がチェコ・モラヴィア・シレジア地方に居住するチェコスロヴァキア人の識字率（読む以
上の能力）を割り出した。読み書き両方の能力もみてもその割合は高く、女性95.9%、男性97.4%であった。 
401 Jsou ovšem lidé bohaté, kteří mají neomezené možnosti finanční. Ale k těm nemluvím a těch je tak málo! Předpokládám, že 
mluvím k ženám, které mají především starosti o život, pak starosti o dobrý vzduch, čistý byt, o hygienickou výchovu svých 
dětí o dobrou knihu, o hudbu a pak teprve o šaty. (Milena. „Stanovisko k modě.“（「モードへの態度」）. Národní listy, s. 5.) 
402 平均的な人間とは、中間層の人々を指す。Tedy je módní hlídka v novinách vlastně pro lidi, pro které není móda. Neboť 





























podle módy. Ale může mít znamenité šaty. (Milena. „Pro koho píšeme o módě do novin“（「誰のために新聞にモード記事を書
くのか」）. Lidové noviny, 14.4.1929, s. 24.) 
403 A pak, opravdu, nepíši jen pro zámožné. Naopak, mám vždy na mysli, píši-li o šatech, lidi, kteří by se rádi oblékli pěkně a 
nemají na to peněz (já to znamenitě znám, ten pocit, pane). A píši-li o tom, co je moderní, píši vždy s tím předpokladem, že 
podle jakéhosi světem daného zákona o nádherných sukních možno s trochou dovednosti přistřihnout sukničku z hadříčku: 
ale rozkošnou. (Milena J. „Něco o modě, ješitnosti a ženské povinnosti.“（「モード、虚栄心、そして女性の義務について」）. 


























なんらのひどい骨折り仕事をしているわけではない） 405。  
 
404 Podotýkám jen, než budu mluviti dále: o odpovědech na otazník redakce, který byl nedávno abonentům rozeslán, došlo mne 
několik výtek, že šaty, který popisuji, jsou sice pěkné – ale drahé. A několik výzev, abych své pokyny přizpůsobovala 
finančnímu rozpočtu středních vrstev. [...] A nechápu, proč ty ženy středních vrstev měly by nositi horší šaty než bohaté ženy; 
[…]. (Milena J. „Pláště.“（「コート」）. Tribuna. Modní revue č. 31, 11.12.1921, č. 31, s. 3.)  
405 Tyto tři úplné kombinace stojí sice 8000 až 10.000Kč. Vystačíte však s nimi celý rok. Je to prostě chyba, dáváte-li přednost 
mnoha šatům, spíchnutým a laciným, přede dvěma dokonalými. Osm tisíc ročně si může vydělat, každý člověk, každá žena 
(zase: mluvím z vlastní zkušenosti, vydělám si tu sumu, přes to, že uklízím, spravuji a vařím a nestojí to žádné tragické 
námahy.) (Milena. „Úplná garderoba pro ženu, která nemá mnoho peněz.“（「大金を持たない女性のための衣装一式」）. 




年間 8000 コルナや 10000 コルナという金額について、イェセンスカーはどんな女性で
も稼ぐことができると述べているが、当時としては手の届かない金額どころか、むしろ非
現実的な金額だったとさえいえる。「下級公務員等、下級の非肉体労働者」の給料は、1931-32
年の報告でさえ、平均年収 15,551 コルナと言われている 406。1930 年代でこの金額である
から、戦後不況の 1921 年となれば、平均年収はこれよりかなり少ないのは確実である。仮





















406 当時の貨幣価値で1ポンドおよそ140コルナ。Smales, “Class, Estate and Status in the Czech Lands 1919-1938”, In: Marwick 
(ed.), Class in the Twentieth Century, p. 102. 
407 1923年 2月 17日付『国民新聞』1面に掲載のフェイェトン「女性解放運動についていくつかのかなり遅れた記述」（Milena 















中間層の若年および 10 代後半から 30 代の女性であったことを明らかにした。 1920 年代
は、チェコスロヴァキアも新生の独立国家として試行錯誤しながら国家としての理想を模
















という趣旨の見解を示している。 [Tedy o té rovnoprávnosti muže a ženy, vždycky – podotýká, že celý tento feuilleton je 
nejskromnější mínění chudé žurnalistky, kterou jsem a žádným příspěvkem k sociálnímu sporu – mi to připadalo velice 








第 2 節 モードとモード記者の意義 
1. 1920 年代初頭の言説 
 イェセンスカーが、想定する読者層を頻繁に細かく説明したのと同様に、モード記者の
役割を強く意識し、読者に頻繁に説明していた時期もまた 1921 年である。例えば、1921
年 4 月 24 日付の『論壇』9 面では、「モダンであるものがすべてきれいだというわけでは
ない。私のモード記者としての役割はまさに、モダンなものをきれいなものときれいでな







るいは縫い直したものがいいのか、ということを伝えるのが役目だと思っている 409。  
 
 最初に引用した 4 月に掲載された記事では、モード記者の役割は、「モダンなものをきれ
いなものとそうでないものに分類すること」である述べ、簡潔ではあるが漠然とした記述
であった。原語の pěkný とは、多義的な形容詞である。チェコ語＝英語辞典 410によれば、
1. pretty、2. fair、3. tidy, neat、4. pleasant, fine などの意味があり、さらに、天気に用い
れば 5. fine, fair、人に対して用いれば、6. cute, smart などと様々な意味を持つ。文脈的に
考えて、イェセンスカーは、単純に 1. pretty の意味で用いたと考えられる。とすると、pretty
 
408 […] není všecko pěkné, co je moderní a mojí úlohou modní referentky je právě: roztříditi moderní na pěkné a nepěkné. (M. J. 
„Hedvábné šaty.“（「シルクドレス」）. Tribuna, 24.4.1921, s. 9.) 
409 mým úkolem je vynajíti to hezké, to moderní, to elegantní. Jak to pořídit lacino, je, milé čtenářky, Vaším úkolem. […] 
Nemyslím, že jest úkolem modního listu, aby učil přešívat sukně, nýbrž aby ukázal, jak má vypadat sukně, lhostejno, či nová, 
či přešitá. (Milena J. „Pláště.“（「コート」）. Tribuna. Modní revue č. 31, 11.12.1921, č. 31, s. 3.) 































411 Přiznávám se, že jsem špatná modní referentka: záleží mi na modě mnohem méně, než na půvabnosti, prostotě a ladnosti. 


























































































えた事は確かである 416。  
 1914 年 10 月、ギムナジウムの最終学年が始まったばかりの頃にギムナジウムの歴史の
教員ホンザーコヴァー教授に送った手紙には、先進的で野心的といえる記述が見られる。  
 





415 1618年よりカレル大学の総長も務めた医者、哲学者。当時の神聖ローマ皇帝、ルドルフ 2 世の主治医でもあったが、プロテ
スタントのチェコ貴族を中心とする反乱に参加したため、彼らとともに1621年に処刑された。(Malá Československá Encyklopedie. 



































417 Chci napnout všechny své síly, abych nezůstala malým člověkem. Teď to ještě jde těžce – že? Teď jsem málo – ale chci to 
daleko dopracovat v životě. Hodně daleko. Těším se, že Vám jednou za léta ukáži výsledek své práce. Jistě nebude malý. 
(Wagnerová (ed.). Dopisy Mileny Jesenské, s. 26.) 引用の傍点は、原文ではイタリック体で表記されている。本論文の翻訳では、
原文における強調のためのイタリック体表記をすべて傍点で示すこととする。 
418 Až budu veliká a až budu mít své peníze a jestli jich budu mít moc a moc – jestli si nějaké vydělám – vystavím dívčí 
gymnázium. A já Vám povím jak – ano? Vnějšek: veliká, jednoduchá budova, s prostrannými okny a v každém – alespoň 
v létě – květiny. Kdyby po celém patře v těch našich oknech byly pelargonie – vypadalo by to hned jinak. Vzadu veliká 







































 イェセンスカーが 1920 年代前半に繰り返し説明していたモード記者の役割を、チェコス
ロヴァキアの時代的背景に照らして考察したい。モード記者の役割について頻繁に言及し
 
419 Ta má škola – ó – ta má škola by postavila lidi do světa – lidi vzdělané, lidi pevné, zdravé, otužilé, lidi mající chuť do práce a 
radost ze života – a ne hrst znuděných životem omrzelých dvacetiletých nešťastných starců. - To by dělala ta má škola. Lidi, 












なぜ女性たちをたぶらかし、悪の道へとそそのかしたりするのかというのだ 420。  
 
この記事が掲載された「モード評」の創刊は 1921 年 5 月であるから、創刊から 3 か月後の
記述である。彼女あるいは編集部一同は、経済的に苦しい状況のなかでの創刊の意義を重
んじながらも、それに対する世間からの風当たりの強さも感じていたことがうかがえる。














420 Při počátku naší modní revue sesypalo se na nás několik kazatelů – písemně, veřejně i ústně, co že to prý, v této vážné době 
děláme, proč prý my jen jako o šatech a o světa hříšných malichernostech a proč my prý ženy svádíme a ke zlému 
přemlouváme. (Milena J. „Něco o modě, ješitnosti a ženské povinnosti.“（「モード、虚栄心、それから女性の義務についての






























421 Myslím, že život je vždycky vážná věc a každá doba že je hluboce vážná. Dosud byli vždy lidé, kteří umírali hlady, a dokud 
tomu tak bude, bude vždy doba vážná. Odmítám výčitku, že mám dnes méně práva psát o ženských sukních, než před desíti 
lety nebo za deset let. Vyčítá-li mi někdo lehkovážnost účelu mé práce, ať to činí konsekventněji. (Ibid.) 
422 Nuže, hedvábné šaty na ulici je zlozvyk střední Evropy, nezpůsob provincialismu, který ztotožňuje eleganci s „parádou“, tedy 
















第 3 節 記事の特徴—外見と内面とその調和 
 イェセンスカーは、「モードは二の次でどちらかといえばライフスタイルに興味があった
423」、あるいは「1930 年代は白襟濃紺のワンピース 1 着を常に着ていた 424」など、服飾に
関心があまりなかったかのように指摘されることがある。しかし、筆者は、そうは考えて
いない。確かに、イェセンスカー自ら「服は言われているほど重要ではない 425」とか「モ





 モード記者として売れっ子の活躍ぶりを見せていた 1925 年の 10月 1日付の『国民新聞』
 
423 Ne všude se Jesenská zabývá módou, dokonce i ve vysloveně módních referátech je móda vlastně podřadnou záležitostí. Více 
ji zajímá životní styl nové generace, oděv vnímá především jako jeho výraz. (Uchalová. Česká móda 1918-1939, s. 49.) Jesenská 
did not always concern herself with fashion alone. Even in her articles specifically addressed to clothing, fashion was in fact a 
secondary issue: she was more interested in the lifestyle of the new generation, and considered dress to be only its expression. 
(Uchalová. Czech Fashion 1918-1939, p. 47.) 
424 Marková-Kotyková, Mýtus Milena, s. 35. 
425 Šaty nejsou tak důležité, jak by se řeklo. (Milena Jesenská. „Koupelna, tělo a elegance“（「浴室、からだ、エレガンス」）. Národní 
listy, 28.1.1923. s. 4.) 
426 […] moda se mu přizpůsobuje až v druhé řadě, ... (Milena. „Hubená a štíhlá.“（「痩せ型と普通型」）. Národní listy (Vzdělávací 





























427 Milena JESENSKÁ. „Zvenčí a uvnitř”（「外からと内側」）. Národní listy, 1.10.1925. s. 6. 
428 V tomto smyslu může každý i za svoji tvář i za svoje tělo i za výraz svých očí i za harmoničnost nebo strohost svých ohybů. 
Tělo je právě tak tvárné jako mozek, myšlenky a duše; a právě, jako se nerodí úplně hloupí lidé, nerodí se úplně ošklivé lidé. 
V tváři pak stojí napsáno zřetelným a viditelným písmem: jakou práci jste si dali se sebou a jaké výsledky osvětlují z vnitřka 
vás obličej. Dát si práci se sebou je jediné, co můžeme udělat k největšímu praktickému a současně i ideologickému cíli: 
k účelnému a činnému zařadění se mezi ostatní. (Ibid.) 






























430 Největší krása člověka je harmoničnost. Nemyslím tím vkus zevnějšku. Myslím to zevnitř vyzářené sladění a jakési vyrovnání 
a vyvážení negativních a positivních vlastností v jedinečný, výrazný celek. [...] Všecko, co člověk dělá, souvisí a vnitřní jeho 
propracovaností. Jak vypadá a jak se pohybuje, jak nosí šaty a jak klade chodidla a jak se umí usmát a jak tiskne ruku: všechno 
vyvěrá z jediného pramene, z bohatosti a slušnosti vnitřního života. Nedělají člověka šaty. (Ibid.) 



































432 Milena. „Všeho s měrou“. Národní listy, 1.5.1924. s. 9. 
433 Krásná duše a vyvinutý mozek neuplatní a zkřiví se v nerozvinutém těle a krásné, pěstěné, zdravé tělo s bezvýraznou a 
hloupou duší je lidem obtížné a zbytečné. Je třeba řídit obojí. Obojí současně a harmonicky. Bojím ce [sic], že naše mládež 
































第 1 節 シンプルという理想 
 1926 年、イェセンスカーは『国民新聞』に掲載された記事を自ら選び編集したエッセイ







いうことである 435。  
 
434 当該エッセイは書き下ろしだが、初出は出版前の 1925年 11月 6日発行（毎月第 1金曜日発行）の月刊誌『トピッチュ・コ
レクション』Topičův sborník 11月号（第13巻、第１号）に掲載された（35-37頁）。エッセイの最後には、「近日刊行の著書よ
り抜粋」との記述がある。 






























への道」）. Topičův sborník, listopad 1925. svazek 1. roč. 13, s. 35-37.『シンプルへの道』収録 (s. 9-12.)) 


































































439 モラン、『獅子座の女シャネル』、62-64 頁。  
440 補遺資料13.（312頁）参照。 
441 エッセイ集『人が衣装を作る』収録。初出記事の有無および所在は不明のため、書き下ろしの可能性が高い。 
442  Nebylo vůbec ještě nikdy na světě účelnější a hezčí mody, než je dnes: rovná, hladká linie, vzdušné, pohodlné šaty, 
nezamezující dýchání ani pohyb, naprostá jednoduchost beze všech okras a komplikovaností. Je to pokrok v každém slova 
smyslu. V estetickém i hygienickém. Ale neustále bojujeme ještě proti přívalům všelijakých módních novinek, které se 
pokoušejí zmařiti nám naši vymoženost jednoduchosti. (Milena. „Standardní oblékání nebo rozmarné modní novinky.“（「標準






























ような光景を手にしたのである 443。  
 
443 Při dnešní modě jako je dnes, nepotřebujeme vůbec pana Poireta. Na hladké jednoduché linii šatů nedá se mnoho zkaziti a 




























Chce nám zakázati standardní tvar našich anglických kostymů a kabátů, pohodlných a účelných šatů a chce nám namluviti, že 
všelijaké parády z minulosti jako jsou ryšky a plysované vložky, rafinované volánky a sedla, sametové zdrhované klobouky, 
ozdoby z per, kytek a korálků jsou hezké. Taková komplikovaná moda má kromě dvaceti nevýhod ještě tu velikou nevýhodu, 
že je drahá. Komplikované střihy malá švadlena nikdy dobře nedovede. A jakmile jsou velké závody nepostradatelné, 
dovedou si svoji nepostradatelnost započítati. Pokud je v modě jednoduchý střih, je dobře oblečena dáma z bohaté rodiny i 
děvče z obchodu a podíváte-li se dnes po ulici, najdete spoustu hezkých děvčat s krátkými nenapálenými vlásky, vkusnými 

























タイル（純粋主義・機能主義）とを結ぶ要素となっていること 449、そのチェコの 1920 年代
 
446 ロース、『にもかかわらず』、86頁。 
447 Mark Anderson. Kafka’s Clothes: Ornament and Aestheticism in the Habsburg Fin de Siècle. Oxford: Clarendon Press, 1992.〔マー
ク・アンダーソン『カフカの衣装』三谷研爾、武林多寿子訳、高科書店、1997年。〕 
448 Hayes (ed.), The Journalism of Milena Jesenská, p.9. 
449 ヘイズが挙げた理由の一つのうち、ロースの建築作品の説明のなかで挙げられている「1920年代の建築スタイル（純粋主義・
機能主義）」とは、「デヴィエトスィル」の建築スタイルと言い換えることができる。ヘイズは、この点に関して、1998 年に
刊行の『チェコ美術史』 Rostislav Švácha. „Architektura dvacátých let v Čechách“. In: Vojtěch Lahoda, Mhulena Nešlehová, 
Marie Platovská, Rostislav Švácha, Lenak Bydžovská (eds.). Dějiny českého výtvarného umění, 1890/1938, vol. IV/2. Praha: 
Academia, 1998の「チェコの1920年代建築」の項 (s. 11-35)のs. 15に依拠しているのだが、最新のチェコアヴァンギャルド
研究が一覧できる『チェコアヴァンギャルドの用語集』Josef Vojvodík, Jan Weindl (eds.). Heslář české avantgardy: Estetické 
koncepty a proměny uměleckých postupů v letech 1908-1958. Praha: FF UK, 2011においても、同執筆者の別の著書『モデルナから
機能主義へ』 Rostislav Švácha. Od moderny k funkcionalismu: proměny pražské architektury první poloviny dvacátého století. Praha: 
Victoria Publishing, 1998, s. 15.を典拠に同様の記述がある。つまり、現在では定説となっているのである。『チェコアヴァンギ
ャルドの用語集』にはまた、「タイゲがル・コルビュジエ［引用注：Le Corbusier 本名シャルル＝エドゥアール・ジャヌレ＝

































450 Milena. „Boty a střevíce.“（「靴とパンプス」）. Národní listy. 6.4.1924, s. 10., Milena. Člověk dělá šaty, Praha: F. Topič, 1927（『人が
衣装を作る』）収録（s. 60-63） 
451 Nečetly-li jste ještě nic od Petra Altenbergra, přečtete si honem něco. Byl to člověk, který modě rozuměl lépe, než my všechny 
dohromady, třebaže o ní neměl tušení. Věděl jen jedno: člověku je, má a musí být důležité tělo, zdraví, vývin, možnost pohybu. 









るのである。1922 年 3 月 12 日付の「モード評」における記事「雨のなかの服装」の冒頭
では、  
 
雨傘は捨てましょう！  雨傘をどうするのですか？  それを実用的と名付けるのです
















452 Pryč s deštníkem! Co pak s tím? To jmenujete praktické? K čemu je to dobré? Aby to vašemu sousedu vypíchalo oči. (Milena. 
„Obleky do deště.“（「雨天時用のスーツ」）. Tribuna. Modní revue č. 44, 12.3.1922. s. 2.) 
453 Myslíte si, že to nepatří k povídání o parapleti, ale mýlíte se. Každá věc na světě má řetězité [sic] spojitosti s celým světem, a 
někde oklikou, i s lidským duchem. Chodit v dešti v hedvábných šatech, vykrojených střevících a krajkovém klobouku 
s deštníkem nad tím vším, je nesmysl. Ale nesmysl není náhoda a tento smutně kapající deštník, vyprávějící o zničeném 
hedvábí a popraskaných lakýrkách, vypráví také o nelogickém myšlení člověka, který jej třímá nad hlavou. Vypráví o oklikách 
myšlení, kterými se tento člověk plete po světě, a o skocích, které provádí jeho rozum. Místo jednoduchého východiska: 
























がいくつか入っていて、天候によって取り外しが可能なのである 455。  
 
Praha: F. Topič, 1927, s. 57-58. 同記事は1923年3月25日付『国民新聞』に掲載されたものを土台としているが、引用箇所は、
著書での書き下ろしである。 
454 Aby se vám ve větru převrátil a zlobil vás smíchem posměváčků. Aby v elektrice se – mokrý – přilepil buď na vaše šaty a 
způsobil vám škodu, nebo na šaty vašeho souseda a přivodil vám oprávněný kraval [sic] a nadávky. Abyste ho zapomněli 
v každém rohu. A řekněme – což je hodně nepravděpodobné – řekneme, že se vám s ním nestane žádná nehoda, tedy je to 
také vše, co od něho dobrého můžete žádat. Že by vás ale uchránil před deštěm, na to samozřejmě není pomyšlení. Nejen že 
vám uchrání nanejvýš nos, ale na vaše šat prší dvojnásob: předně s nebe, po druhé potůčky z osmi půvabných kuliček, které 
tekou ještě dlouho po tom, když už o dešti není ani potuchy. (Milena. „Obleky do deště.“ Tribuna. Modní revue č. 44, 12.3.1922, s. 
2.) 
455 Nejznamenitější kabát do deště je trench-cout americký kabát do každého počasí, který doposud nosili výhradně muži, ale při 
stále se vzmáhajícím přizpůsobování mužské modě můžeme ho obléci dnes i my. Je to cowercoatový nebo burburyový kabát 


























































456 Jistě že není náhodou, že je tak málo činných, schopných mladých lidí. Po všem válečném a poválečném víru, v jakémsi 
takémsi [sic] zdánlivém klidu a v klamné stabilitě stojíme tu my všichni, jejichž mentální vývoj spadá do posledních deseti let, 
s bezradnou otázkou: jak žít? Naše generace dostala do kolébky místo energie, místo darů blahodějné, činné slepoty muka 
intelektuálních rozporů. Viděli jsme, jak se starý svět zřítil. To, co je před námi, není ještě svět nový; na nás by bylo, abychom jej 
tvořili. Ale právě my jsme jediní, kteří byli duchovně zasaženi katastrofou. Není možno člověku přetvořiti se – a alespoň 
přerodu by bylo třeba – k činu. Lidé se rodí k činu. Jsme kuličky na nakloněné ploše, které se řiti jen ještě jako důsledek 
velikého zřícení a jen proto, že myšlenkově a duchovně patříme ještě k světu, který se rozbořil. (Milena Jesenská. „Příčina nebo 
účinek?“（「原因あるいは結果？」）. Národní listy. 12.6.1923. s. 1.『シンプルへの道』収録 (s. 72-76.) 引用は、記事より) 





































459 Buďte opatrní, buďte nanejvýš opatrní s každým člověkem a uvědomte si, jak závratně daleko, jak nepřehledně daleko je od 
člověka k člověku. (MILENA. „Několik společenských zákonů.“（「社会的ルール」） Národní listy. 27.5.1923. s. 4.) 





























461 Umírněnost je však nejkomplikovanější vlastnost a nejtěžší ctnost, poněvadž k ní patří vnitřní jistota. Od přírody však nikdo 
není jistým, jistota je dobytá, krásná, záslužná a vykoupená věc a patří k ní především uvědomělé a správné ocenění všech 
hodnot. Nabývají jí lidé, kteří se naučili ztrácet, aniž by zoufali, kteří dovedou nabývat, aniž by se přejedli a aniž by dobytým 
vycpávali díry vlastní nenasytnosti. Lidé, kteří se naučili dělit se a kteří se konečně dozvěděli, že jistota člověka nespočívá 
v majetku předmětných hodnot, nýbrž v majetku široširého srdce. Široširé srdce vždycky se neomylně zastaví u pravého jádra 
a ve všech situacích, nepatrných i důležitých, dopátrává se nejhlubšího a nejprostšího základu. Čím hlouběji pátrá, tím se 
zužuje kruh poznání, a nakonec, jako magnetka zarazí se u toho, co je vlastně samozřejmé a jednoduché. (Milena Jesenská. 




第 2 節 女性の生き方 



























462 以下、本段落は、Jana Burešová. Proměny společenského postavení českých žen v první polovině 20. století. Olomouc: Univerzita 




























463 […] celý tento feuilleton je nejskromnější mínění chudé žurnalistky, kterou jsem a žádným příspěvkem k sociálnímu sporu [...] 
(Milena JESENSKÁ. „O té ženské emancipaci několik poznámek velice zaostalých.“（「女性解放についてのかなり遅れた記
述」）. Národní listy. 17.2.1923. s. 1.『シンプルへの道』収録 (s. 52-57)) 
464 Tedy o té rovnoprávnosti muže a ženy. Vždycky [...] mi to připadalo velice prosté: k rovnému či stejnému právu je třeba 
stejných výkonů. K možnosti stejných výkonů je třeba stejných schopností. Proti všem bojům a důkazům o schopnostech, 
které už byly v této záležitosti svedeny a podány, stojí veliký, nezměnitelný, strašlivě neproblematický, ohromný přírodní 
zákon, že žena potřebuje devět měsíců, aby zrodila dítě, a muž potřebuje několik okamžiků, aby zplodil dítě. Nemyslím, že by 
se věci tak základní a tak podstatné mohly jakýmkoli zařízením obejíti. (Ibid.) 































466 Nevím, kdo na světě by mohl rozhodovati o tom, je-li cennější muž, nebo žena, a jaké jsou to vůbec nesmysly, dělat takové 
soutěže. (Ibid.) 
467 Všem, které jsou toho mínění že zasluhuji bíti za tyto nepatrné řádky, prozrazuji, že bývám doma v sobotu od dvou do pěti. 






























468 Když se v generacích před námi namáhaly ženy o rovnoprávnost, stal se ten omyl. Samostatná žena vypadala tehdy jako 
strašidlo a domáhala se samostatnosti tím, že si skoro doslova oblekla kalhoty a zapálila dýmku, snažíc se ze všech sil státi se 
ještě nepůvabnější, než od přírody byla. [...] Nikdy nebudeme samostatné a nikdy nebudeme lidmi jako jsou muži, protože 
konvence představy samostatné ženy byla jednou zkreslena a sedí hluboko v lidských mozcích. (Milena. „Děvče u 





























469 Milena. „Dáma a ‚moderní‘ žena.“ Národní listy. 14.1.1926. s. 5. 
470 Pochvalné a úctyhodné slovo starého, solidního znění. (Ibid.) 
471 Řekne-li někdo: dáma, představím si ženy anglických obrázkových časopisů. (Ibid.) 
472 Hledíte na ni zamyšlené a víte s jistotou, že by se určitých věcí nikdy nedopustila: že by nikdy nešla tudy sama pozdě večer a 
že by si nikdy neoblékla nachově rudý klobouk, že by nikdy nevyslovila nadávku a že by s vrozenou a klidnou čistotou nikdy 





























473 Takovým ženám se nikdy nezdaří přiřadit se k vývoji světa. (Ibid.) 
474 Zapomínáte úplně na nový a opravdu moderní krásný typus [sic] ženy, který vám dospívá před očima, a ani o tom nevíte. Na 
ženy soběstačné, pracovité, pevné a statečné, které dovedou být muži druhem, kamarádem, pomocníkem a které dovedou žít 
na vlastní zodpovědnost a vlastní námahou. Které se nebojí a nelekají práce, stojí u nějakého pultu nebo pracovního stolečku 
nebo stroje právě tak trpělivě, zdatně a činně po celý den jako muži, které se dívají životu klidně do očí, jak je, a nepotřebují 
„pel ženství“ (totiž tu umělou skleníkovou a vychovanou nevědomost), aby zůstaly ženami hluboce citovými. Žena 
nepozbude své ženskosti ani když pracuje, ani když ví, co je to život. Naopak prohloubí ji z povrchní sentimentality v hluboký 





























475 Druhá námitka je mužská: že prý ztrácíme na ženskosti. Tomu by bylo třeba věnovat dlouhý článek: o tom, co je to ženskost, 
jaká vniterná a duchovní je to vlastnost, jaké fluidem nespočetných vlastností a jak je to směšné a uboze naivní tvrdit, že tyto 
vlastnosti závisí na délce copu. O tom, jak se mění svět a o tom, čemu se říká ženství a jak se to mění. O Rubensovských ženách, 
o ženách francouzské revoluce, o ženách reformace, o ženách dnešní doby. V tom, jak nemyslící a pohodlní jsou muži, kteří 
rozdělují ženy na „ženské“ a „neženské“ podle délky vlasů, zevnějšku, znalostí, zaměstnání atd. O tom, že tak zvaná „ženská 
naivnost“ a „čistota“ v tom smyslu, jak se o ní tak často mluvívá, není nic jiného, než lenost myšlení a affektovaný [sic] 















 1921 年のチェコスロヴァキアの国勢調査の結果を見ると、1921 年当時のチェコスロヴァ
キア全土における女性の就労率は約 28％である 477。ボヘミアでは 1910 年に比べ、その数
字は下がったのだが 478、女性の就労人口全体に占める事務職の割合は、1910 年の約 19%か
ら約 26%へと大きく増加した。その理由は、大量生産やサービス産業の拡大に伴い、女性
に限らず事務職およびサービス業が拡充したからである。そのため、特に都市部において
は、これらの職に就労する女性が増えた 479。  
 イェセンスカーは、自らの記事で「女性の場所は家庭と子どものそばにある 480」と述べ
てはいたが、就業する女性を批判していたわけではなく、むしろ応援した。当然、就業す








477 Sčítání lidu v republice československé ze dne 15. února 1921: II Díl (Povolání obyvatelstva) 4. část. (Československá republika). Praha: 
Státní úřad statistiky 1927, s. 12.（以下、Sčítání lidu）。事務職に就く女性の全体に占める割合については、半田幸子「ミレナ・
イェセンスカーの記事に見るモード記者の意義とその背景—チェコスロヴァキア共和国形成期において」『国際文化研究』
第21号、東北大学国際文化学会、2015年3月、61頁、表１参照。 
478 Sčítání lidu, s. 98. 
479 半田、「ミレナ・イェセンスカーの記事に見るモード記者の意義とその背景」、表2参照。 
480 Byla jsem nařčena ze zpátečnictví, když jsem tvrdila, že ženino místo je v domově a u děcka, a nikoli v parlamentě a ve 





























481 M.J. „Obleky pro pracující ženy“（「働く女性のためのスーツ」）. Tribuna, 20.3.1921. s. 8. 
482  Dnešní poměry usamozřejměly [sic] to, co dříve bylo tak řídké: ženu, zaměstnánu povoláním. Dnes jsou čelná místa 
sekretariátu, bank, závodů obsazena ženskými sílami, ženy sedí v redakcích, úřadech, pisárnách, obchodech, celý pracující 
zástup jich žije mezi námi, nikomu už nepřipadá podivným skloněná ženská postava nad psacím strojem anebo nad archy 
papíru a obchodními knihami. Vím dobře, že zde moda neplatí. (Ibid.) 
483 Rukávy brzy olešti, sukně se pomačká, jaká pak zde moda, zde se každý oblékne do nejstaršího oděvu, ve kterém by na světlo 
boží nevyšel. (Ibid.) 
484 A přece je spousta míst, kam není možno přijíti v ošumělých oblecích: jsou asistentky privátních lékařů, representantky a 
dohlížitelky obchodních závodů, učitelky soukromé i veřejné, společnice a vychovatelky, vesměs ženy dobrého původu, 







































た若い女性の身体にはこのような男性のものほど似合うものはない 486。  






















486 Nuže, předně si uvědomíme, co to je, anglická blůza. Nic víc a nic méně, než správná pánská košile V moderní době převzala 
dámská garderoba tolik z pánského, kolik jen možno. Košile, kravaty, vesty, pláště, boty, punčochy atd. Rozhodně to byl 
výborný nápad – není nic tak slušivého, jako tyto pánské věci na štíhlém, sportovně vychovaném dívčím těle. (Milena. 


































489 Vždycky mi připadá, že tyto ženy, které tak podceňují vařečku a prachovky, […] (Ibid.) 
490 Nejpraktičtější jsou moderní šaty, háčkované z vlny, lehko vlastnoručně zhotovitelné, velice teplé a opravdu pohodlné. Právě 
tak hezké jsou šaty z dvojstranného flanelu nebo ze sametu. Nejlépe úplně jednoduché s bílým límečkem a bílými manžetkami, 
které by se připínaly na spínátka, aby se dle potřeby lehko mohly měniti. (M. J. „Žena při práci a doma.“（「職場および家庭での
女性」）. Tribuna. Modní revue č. 32. 18.12.1921, s. 4.) 







いったい何が不幸なのか？  何に対して？  家事はすべて、したことを帳消しにされる





















v domácnosti. „Jak to mám, paní Mileno, udělat, kdybyste měla tušení, jakého mám ráno shonu, běhu a strastí, co všecko 
musím pořídit, vykonat, děti, muž uklid [sic], snídaně, nevím, kde mně hlava stojí“, vyprávějí mi maminky. (Milena. „Něco 
pro domácnost“（「家庭のためのもの」）. Národní listy, 29.7.1923. s. 5.) 
492  Nebudete se řídit podle pravidla, že „se zase ušpiníte a že to tedy za to nestojí oblékat se“, nýbrž upravíte se s tím 
předsevzetím, že se budete za tři hodiny mýt a upravovat podruhé. Nu, což to škodí? To není tak veliké zdržení a patří jen, 
opakuji to znovu, určitá dávka nelenosti k tomu, ale touto neleností, touto ochotou vzít na sebe nepohodlnost jste povinovány 



















 まず、イヴニングドレスには 2 つの種類があることがたびたび記されている。チェコ語
を直訳すると、「小さな」イヴニングドレスと「大きな」イヴニングドレスである。すでに












493 Milena J. „Večerní toalety.“, Tribuna. Modní revue č. 27, 13.11.1921. s. 1-2.   































495 Kapitola jen pro málo šťastných, ale i ta musí být vyřízena. Nemohu za to, že je drahá. Dostalo se mi však tolik dotazů po 
bálových a večerních toaletách, že neváhám vytasiti se jimi přes nebezpečí čtyřstránkových žalostných stížností na děravé 







持ちになりたくなければ、本物のイヴニングドレスを用意する必要があるのだ 496。  
 


















に、汚くみすぼらしく見えるのと同じである 497。  
 
496 Ohromná potřeba luxu posledních let, vyrostlá přímo, bezprostředně ze světa poválečné bídy, hladu a nouze naprosto 
nepochopitelná a neomluvitelná, vytvořila vyslovenou večerní toiletu [sic] pro ženy, které dříve nebývalo. Pěkná blůzička, 
nebo jednoduché šatečky stačily úplně do divadla i na nejlepší místa a pro večerní společnosti a k návštěvě kabaretu nebo baru 
nebylo třeba jiných šatů, než k návštěvě divadel a koncertů. Dnes je žena, nechce-li být Popelkou, a nechce-li míti trapný pocit 
nevhodnosti a nepatřičnosti nucena, aby si opatřila vyslovenou večerní toiletu [sic]; [...] (M. J. „Večerní toalety.“（「イヴニングド
レス」）. Tribuna, 23.1.1921. s. 6.) 
497 Večerní toilety [sic] je něco, co se u nás potřebuje poměrně zřídka. Jsou ženy, které za celý život nenajdou příležitosit, aby je 






























maloučko, ale vždy je to překrásná, drahá látka, kterou vyžadují. Večerní toilety [sic] z laciného materiálu vám ani neradím. 
Ani byste nevěřili, jak takový hadříček pak uboze vedle pyšných pávů vypadá. Asi právě tak, jako děvče s nenalíčeným 
obličejem vypadá večer ve společnosti nalíčených žen: špinavě a uboze. (Milena. „Večerní toilety [sic].“（「イヴニングドレス」）. 
Národní listy, 10.10.1926. s. 13.) 
498 Nemít nic naprosto není hanba, ale mít něco špatného je hanbou. (Milena. „Šaty zdobené kožešinou.“（「ファー飾り付きのドレ


























は、太陽が自然風景に光をあてるように、女性の美しさを引き立てることにある 500。  
 
499 Musíme dávat pozor, abychom docíliti co možná největšího efektu, poněvadž všechna účelnost těchto šatů není v ničem jiném, 
než abychom se líbily. Musíme znát přesně svoji postavu a vědět, která linie ji staví do nejlepšího světla a musíme vědět, která 
barva sluší naší pletí, vlasům a očím. Dovoleno je tady vše. Šaty nemusí být ani pohodlné, poněvadž v nich nikam nechodíme 
a o nějaké logičnosti provedení také není řeči, poněvadž jedinou jejich logičností je, že efektní je slušivé. Ostatně u moderních 
večerních toilet jeví se docela barbarská záliba v barevnosti, v prudkých barevných protivách, v nejrafinovanější efektnosti 
materiálu i linie. (Milena. „Večerní toilety“ Národní listy, 10.10.1926. s. 13.) 
500 O večerních toaletách by měl psáti básník a ne střízlivá módní referentka. Pro večerní toilety není vlastně módních předpisů a 
jediný účel, který mají naplniti, je krása ženy, kterou mají vyzdvihnouti, jako paprsek sluneční rozzařuje krajinu. (Milena. 














 好まずともイヴニングドレスに関しては、数は多くないが 1920 年代を通して、定期的に
書いたが、1929 年になると、中間層の女性もその対象に入った。  



























第 3 節 結語 























第 5 章 モード・ライフスタイル論（2）時代と流行 
 
 本章は、前章に引き続きイェセンスカーのモード・ライフスタイル論を考察する。とり




第 1 節 大量生産・大量消費社会における個性のあり方 
 イェセンスカーが、『論壇』に記事を書き始めたのが 1920 年、モードの特集ページを組







 「ロボット」という言葉を生み出したことで有名なカレル・チャペックの SF 劇『ロボ
ット R.U.R. (Rossum’s Universal Robots)』（1920）は、1921 年 1 月 25 日に行われた国民劇
場での上演が初演である。この戯曲の邦訳書には、ロボットという言葉の由来にまつわる










































503 Jet bez cíle až na končnou [sic] stanici? Málo osvětlený tunel, hukol [sic], plakáty, neznámí lidé. Vlak se chvílemi vynoří 
z hloubky, vypluje na povrch, přeřízne kus ulice, polapí trochu čerstvého vzduchu; […] (Milena JESENSKÁ. „Radosti do 




























504 Nyní je ve světě veliký strach: jak to bude s tím individualismem? Výroba kolektivních předmětů,  kolektivní výchova se 
vzmáhají, jak roste počet lidí, je nás stále víc, zezdola dorůstají lidé nahoru a seshora upadají lidé dolů, vyrovnává se to, panuje 
velkovýroba předmětů a myšlenek, tovární výroba chrlí tisíce stejných předmětů, máme dojem, že vše, co je naše, patří 
současně i jinému, nebo alespoň může patřit jinému, je dosažitelné pro mnohé, nemáme nikdy nic výlučně pro sebe a na nic 
nemůžeme ukázat a pravit, že to patří jen nám. ( „Individualismus a individualisté“（「個人主義と個人主義者」）. In: Milena. 
Cesta k jednoduchosti., s. 81. 記事の所在が確認されていないため、『シンプルへの道』での書き下ろしの可能性が高い。) 
505 Mám dojem, že to jsou upřílišněné strachy, a řekla bych, že jsou velice nedůležité. Předně myslím, že velmi přeceňujeme tak 
zvanou individuálnost. (Ibid.) 
506 Šaty se batikují a všelijak znetváří [sic], jsou pak nepohodlné a drahé, ale jsou podivné a nápadné. Jak malá individualita, která 
užívá takových prostředků, aby se uplatnila! (Ibid., s. 82.) 


























捉えていたと考えられる。それは、第 3 章第 3 節でも取り上げたチェコのことわざ「服が
人を作る」の流行と、イェセンスカーがそれを反転して多用した表現の関係性において示
 
508 Tvoří neobvyklé věci, dělá podivně svoji práci, má svůj způsob mluvy a svůj způsob jednání, všechno v něm ovládají jakési 
tajemné zákony, které ho vytvořily právě tak a ne jinak, a on opravdu nemůže jinak, je to vidět na všem, co činí. (Ibid, s. 82-83) 
509 Pokud je v modě jednoduchý střih, je dobře oblečena dáma z bohaté rodiny i děvče z obchodu a podíváte-li se dnes po ulici, 
najdete spoustu hezkých děvčat s krátkými nenapálenými vlásky, vkusnými šaty a jednoduchým kloboučkem. Dosáhli jsme 
toho systematickým zjednodušováním zevnějšku. Sice je skoro jedno děvče jako druhé a je to skoro uniforma, ale pokud je tak 
pěkná, zaplať pan Bůh za ni. Považujeme ji za největší kulturní pokrok zevnějšku. („Standardní oblékání nebo rozmarné 








































第 2 節 身体と衛生 
 1920 年代の文化の特徴には、大量生産や大量消費だけでなく、衛生観念が確立したこと
とスポーツの普及も挙げられる。イェセンスカーの記事においても、身体の手入れや換気






















512 Horké a sprchové lázně ve vlastním domově. (Elegantní Praha. 1.1924, č. 4, s. 1) 
513 Nový, zde sotva známý, avšak v pokročilé cizině ve statisících rodinách již osvědčený a pohodlný způsob koupací a ideální 
vodoléčebný domácí prostředek. Očistí, osvěží a ozdraví Vás, vypěstuje Vaše tělo, udrží Vám trvalé zdrav a prodlouží Vám 












ガンス」は、1923 年 1 月 28 日に『国民新聞』に掲載されたのだが、そのなかで、身体の
洗い方について、詳細に説明している。  
 













514 […] když někdo snese špínu na těle, snese ji i na duši – a kdo má špinavý krk a ruce – není nikdy čistý člověk – jen si všimněte 
– A žena – a špína – To nevím, jak jde dohromady. –（1915年春の手紙）(Wagnerová (ed.). Dopisy Mileny Jesenské, s. 29.) 
515 K mytí je zapotřebí nejméně půl hodiny. Půl hodiny času a dobrého mýdla, dobré toiletní vody, velikánské houby a tvrdého 
kartáče. Čím tvrdší je kartáč, kterým se myjete, tím jemnější se stává kůže. Kartáče s velikým držadlem, kterým doslovně 
odrhnete celé tělo po umytí studenou vodou, užívejte denně alespoň pět minut, chcete-li míti kůži pevnou a zdravou. 
Zacházejte s tělem alespoň tak obratně, opatrně a komplikovaně, jako s praním vzácných látek. Kůži je třeba mýdla, mnoha 
mýdla, masáže, pohybu, teplé i studené vody, vody a zase vody. Vody je vždycky málo. Tolik vody, že by škodila, vůbec 
neexistuje. (Milena Jesenská. „Koupelna, tělo a elegance“（「浴室、からだ、エレガンス」）. Národní listy, 28.1.1923, s. 4.『人が衣









カットし、1 日置きに洗える髪と、長い三つ編みをまとめ、そのお下げ髪は 2 週間に
1 回しか水に出会えず、頭のなかにピンや櫛などが入っている髪型との間にどれほど
の違いがあるかということを 516。  
 


















516 Není už myslím třeba propagovat ustřižené vlasy. Máme už je skorem všechny a vy, které jich nemáte, víte alespoň, jaké to má 
výhody, jaké to je čisté a úpravné a úhledné a jaký je rozdíl mít zastřižené, ob den koupané vlasy anebo mít dlouhé copy, které 
vidí vodu jednou za dva týdny a nosit v hlavě dráty, hřebeny a vložky a kdo ví, co ještě. (Milena. „Především to mikádo“（「な






























517 Fanaticky věřím v léčivou moc slané vody a slunce, a jsem přesvědčena, že vyhojí polovičku nemocí, poněvadž polovina všech 
nemocí pochází z naší nesprávné životosprávy, zavřených oken, těžké stravy, nedostatku pohybu, naprostém nedostatku 
otužování se. Slunce a slaná voda zázračně napravují, co jsme za rok zkazili městskou leností a skorem středověkými 
předsudky. Vyčistí plíce, proleptá kůži, napne nervy. (Milena. „Voda, zázrak Boží.“（「水、神の奇跡」）. Národní listy, 14.6.1925, 
s. 9.（『人が衣装を作る』にも収録されているが、タイトルと文章の一部が変更されている。 „Moře, zázrak Boží.“（「海、神





















DTJ (Dělnické tělocvičné jednoty)や、ドイツ系の団体もいくつか設立された。チェコでの
体育は、民族主義、民主教育および思想教育の一体化したものでもあったのである。  
 話を競技スポーツに戻すと、1890 年にはチェコオリンピック委員会が設立されている。
チェコでの競技スポーツの普及は比較的早かったと言える。1920 年代にはすでに 23 の競
技連盟が存在した 519。現在もチェコで人気のあるテニスやサッカー、アイスホッケーは、
単に人気があっただけでなく、世界的にもトップの実力を誇る選手もいた。イェセンスカ







519  Kárník, Malé dějiny československé (1867-1939), s. 19 
 
158 
してもヨーロッパ選手権を制し（1925 年）、さらにテニスでは全米オープンで 3 回（1929





























521 Uchalová, Czech Fashion 1918-1939, p. 14. 
522  Konečně, pravda, nejezdíme na výlety, abychom měli pohodlí. Jezdíme, abychom se poprali s povětřím, naplnili plíce 






















そうであるように 524。  
 







へ、山へ、スキーへ！」Do sněhu, na hory, na lyže!、1928年2月26日付『国民新聞』12面掲載「スキーを履いた少年たち」
Malí hoši na lyžích、1928年11月29日付『道標』181-182頁掲載「女性とスキー、あるいはあとどれくらい長く？」Žena a lyže, 




生するか」Voda s hůry čili jak vznikají idiosynkrasie） 
524 […]: položíte-li se na znak na vodu a díváte-li se vzhůru do nebe, kus modře, kus potrhaných oblaků, strašlivá výška, a slunce 
přímo v tváří, jste šťastni. Do cela primitivně, hloupě šťastni a všecky starosti a zmatky se jaksi organisují, urovnají do špalíru, 































pravidelně bušícího srdce, radost kůže, ponořené ve vlnách učiní vás fysiologicky moudrými, moudrými bez myšlenek a 
nápadů a rozumů, moudrými, jako je voda, země, vítr, květiny, zvířata. (Milena. „Do vody.“（「水のなかへ」）. Národní listy. 
8.5.1924, s. 5.) 
 
161 
























525 […] oblékání sportovní – ať jakékoli – musí být pohodlné, účelné a praktické. Všechna moda, modernost a paráda musí 
stranou. Sport není proto na světě, abychom se oblékaly. Ale oblékáme se, abychom pohodlně mohly vykonávat sport. Sport je 
pohyb, hygiena duše a těla. A oblek je k němu pouhým doprovodem. (Milena. „Oblékání ke sportu“（「スポーツ用の服装」）. 
Tribuna. Modní revue č. 52, 7.5.1922. s. 1.) 
526 A tím spíše můžete se oblékat sportovně správně, že všecky tyto praktické, polopánské [sic], sportovní věci jsou tak nesmírně 
krásné a slušivé, že opravdu není třeba násilí, aby se vám líbily. (Ibid.) 
527 Začneme od bot. Vysoké podpatky I na ulicích dohrávají svoji úlohu. Ve sportu ovšem nejsou pod žádnou podmínkou 
přípustny [sic]. K tenisu bílé plátěné k turistice a autu hnědé kožené ploché polobotky, skorem pánské s nízkými podpatky. 
(Ibid.) 
528 Aby noha ležela ploše, pohodlně. Aby se mohla pohybovat krokem, během, skorem, aniž by rovnováha těla vzala za své. 































529 K tenisu jsou nejkrásnější bílé obleky. Co byste řekly bílé vlněné sukni a bílé batistové blůze nebo jumperu? […] Na výlet kostým z anglické 
látky, hladký, rovný, pohodlný, s kapsami. […] Kabát dlouhý, reversy pánské, nízké, kapsy vysoké, kožený pas nad kapsami. Blůza 
s pánským límečkem ke krku. Vesta a kravata. […] K automobilu jenom, kůže. Kožená kazajka, zelená, hnědý, černý, červená, jaká krása! 































530 A přece, přece odjíždí denně z nádraží rychlík s ceduličkou „Paříž“ a jiný s „Berlín-Hamburk“, a přece jsou lidé, kteří se 
chystají na cestu do Ameriky, a jiní, kterým jest dopřáno, aby odjeli k moři. Sedím-li v kinu a vidím-li na plátně neznámá města 
malá, velká, divná, obyčejná – ale – bože můj – neznámá, neznámá, roztluče se mi srdce sladkou, bolnou touhou a steskem po 





























531 Na cestách se člověk mění: stává se jednak internacionálnějším, než ve svém domově a zároveň národnostnějším. Láska k 
cizině a lásak (引用注：láska?) k domovu – oba pocity se zesílí a zhustí. Nejen francouzského řidiče vidíš v konduktérovi, který 
přistoupí na hranicích, ale celou Francii, milovanou, drahou zemi, celou vůni historické výše, a při pohledu na jeho čapku 
uvědomíš si, že lidé této národnosti jednou za zvuku marseilaisy přestali býti malými a nízkými a obyčejnými, že jednou, 
jednou v životě nešli za penězi, ale k dobrotě, k volnosti, k světlu, že jednou touto písní zapomněli úzkost a hlad a bídu a stali 
se volnými lidmi, alespoň pro okamžik. A láska k domovu – to je ta zodpovědnost, kterou nese každý jednotlivec, odjíždí-li z 
domova, za všecko, co je doma. Je to už osud každého národa, že ne vždycky jeho nejvyšší, nejkultivovanější lidé jezdí za 




























532 Viděla jsem ve Vídni ženu, která byla tažena elektrikou a zemřela pod vozem, aniž by jí mohlo býti pomoženo. (A.X. NESSEY. 
„Melancholie v dešti.“（「雨のなかの憂鬱」）. Tribuna, 29.4.1921, s. 1.) 
533 Ve Vídni tančíval v Trocaderu starší muž, který vypadal, jako bankovní ředitel, manžel a otec rodiny – ve fraku, s cylindrem na 
hlavě, s maličkou Mulatkou, děvčetem jako ptáčkem, střevíčky na boso a sukničky krátké, půvabné, noc co noc moderní tance. 
(A.X.NESSEY. „A v potu tváře své chléb si dobývati budeš?“（「自分の顔の汗に生活の糧を見出すの？」）. Tribuna, 19.6. 1921, s. 
1.)  
534 Ve Vídně jsem měla příležitost poznati nový druh půjčovny knih a myslím, velice znamenitý. Vlastně to není půjčovna, nýbrž 
půjčovací knihkupectví a věc je taková: knihkupectví půjčuje nové knihy obecenstvu. (Milena. „Vazba knih.“（「製本」）. Národní 
listy, 12.6.1924, s. 5.)  
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535 Jak je možno, že moda světa přichází k nám o šest měsíců později a že město, jako třeba Vídeň, město a valutou o tolik horší, 
má modní výrobky o sto procent ušlechtilejší, decentnější, lepší, než máme my? (Milena. „Co je nového modním světě?“（「モ
ード界の新しいことは？」）. Národní listy, 7.2.1924, s. 5.)  
536 『国民新聞』の編集者、劇作家、小説家。女優でカレル・チャペックの妻としても有名なオルガ・シャインプフルゴヴァー
（Olga Scheinpflugová, 1902-1968）の父。（Wagnerová (ed.), Dopisy Mileny Jesenské, s. 260） 
537 Spíš o tom, jak netalentovaný je národ, který servíruje ke zmrzlině teplý čokoládový krém. Němci jsou prostě nepopsatelně 






























538 Nejstrašnější však jsou ti, kteří říkají člověku pravdu do oči. „To je proto, že jsi tak ošklivá,“ řeknou vám. […] Oni sami nikdy 
nelhali, nikdy nikoho nepovedli, nikdy nic neukradli, nikdy se neopozdili, nikdy nezmýlili; [...] jsou jako berlínské úřady: čistí, 
dochvilní, povinnosti dbali, hrubí a idiotští. Nikdy neudělali něco proti povinností. Ale nikdy by neudělali nejmenšího nad ni. 
(Milena. „O umění potěšiti.“（「喜ばせる術について」）. Národní listy, 14.9.1924, s. 10.) 
539 Je jen zlozvykem vídeňské a berlínské mody, chodí-li ženy v šatech na ulici. (M. J. „Šaty k různým příležitostem.“（「さまざまな































540 Nuže, hedvábné šaty na ulici je zlozvyk střední Evropy, nezpůsob provincialismu, který ztotožňuje eleganci s „parádou“, tedy 
dva pojmy protimyslné. (M. J. „Hedvábné šaty.“（「シルクのドレス」）. Tribuna, 24.4.1921, s. 9.)  











（Karel Hoch, 1884-1962）に宛てて 1924 年 3月に書かれた 2通の書簡で確認しておきたい。
1924 年 3 月は、イェセンスカーがまだウィーンに居住していた頃であるが、夫との関係は








プスで暮らしながら節約して、9 月と 10 月はシシリア、パレルモなどに行くのです。









542 […] přála bych si následující: předně neodvislost místa; redakci je jistě jedno, žiji-li ve Vídni nebo v Paříži. Ale já vůbec nevím 
kde budu žít. Vím jen, že nebudu žít ani v Praze, ani ve Vídni, ani v Berlíně, že budu buď v Paříži, nebo v Londýně, nebo v Římě 
nebo v Moskvě – to vše je fantazie asi. […] Představuji si, že budu žít léto v Alpách, a to tak skrovně, že pojedu na září, říjen do 





たな闘いが始まるでしょう 543。  
 
はっきりと「パリへ行きたい 544」と書かれていることからも、パリは住みたい場所のひと





















543 Otec si přeje, abych se odstěhovala do Prahy, přeje si to už léta a představuje si, že bychom žili spolu, že bych mu vedla 
domácnost atd. […] Ale až se otec dozví, že jdu od muže a že jdu do světa (do Paříže chci), začne nový boj. (Ibid., s. 81.)  
544 Otec si přeje, abych se odstěhovala do Prahy, přeje si to už léta a představuje si, že bychom žili spolu, že bych mu vedla 
domácnost atd. […] Ale až se otec dozví, že jdu od muže a že jdu do světa (do Paříže chci), začne nový boj. (Ibid.) 
545 Doufám, že jste opáleny jako mulatky. Nuže, není nic hezčího nad snědé, opálené nohy, oblečené na boso ve střevících, věřte 
mi. Pařížské dámy tak chodí v městě i v lázních, protože je to moderní. Já tak chodím v létě neustále, už dávno, proto, že je to 
pohodlné. A hezké. Ale na letním bytě nositi punčochy je nepochopitelný nesmysl. (Milena J. „Šaty na venkov.“（「田舎でのド






























546 Každá přicházející moda je groteskní. Tato snad více, než jiné, poněvadž je náhlejší. Ale uvykneme si. A letošní modní journaly 
budou nám za rok nestvůrnými. […] Prý je to pěkné. Věřím. Nesmyslně drahé. Ovšem. Koupíme si něco jiného a bude to 
stejně pěkné. (Milena. „Poslední moda Paříže.“（「最近のパリモード」）. Tribuna. Modní revue č. 19, 18.9.1921, s. 1.) 
547 Pan Poiret v Paříži nevymýšlí novou modu každou sezonu z estetické potřeby, nýbrž z velice obchodnické potřeby, [...] 
(Milena. „Standardní oblékání nebo rozmarné modní novinky.“（「標準的な着こなしあるいは気まぐれな新作」）. Člověk dělá 




























548 V Paříži se nosí tyto bluzy bez rukávů. Vůbec se prý v Paříži nosí všecko bez rukávů i jumpery. Bezrukávová moda tím 
dostupuje nebezpečné popularity, která vždycky věští blízký konec. Čím více se něco nosí, tím kratší dobu se to bude ještě 
nosit. Proto vám k bluzám bez rukávů vlastně neradím. (Milena. „Moda: Ruské bluzy.“（「モード：ロシアのブラウス」）. 
Národní listy, 3.1.1924, s. 4.) 
549 V Paříži a Římě najdete boty s podpatky tak vysokými, že noha se dotýká země sotva špičkou palce. (...) Jako všecko, co 
přichází z Anglie, je i anglická bota solidní až k nudnosti, nepikantní, nedráždivá, správná a naprosto ušlechtilá, nefiligránská a 
nekoketní. Všechny kladné vlastnosti těchto záporů má pařížská bota. Ale pařížská bota skrývá zkřivené prsty, kuří oka, 
omrzliny a boule a přenechávám vám ráda rozhodnutí, co je lepší, užitečnější a hezčí. (Milena. „Boty a střevíce.“（「靴とパンプ



























































550 Na gumové a cover-coatové pláště bude už zima, až uhodí deště. Je třeba něčeho pevnějšího. A tu je nejlépe anglická, pevná 
látka. Anglická látky nemívají vyslovených barev. Jsou to látky z nití různých odstínů, takže celek dociluje jakéhosi barevného 
tnu a nikoli barvy celé. A právě tato neurčitost zbarvení hodí se tak znamenitě ke plášti do deště. Kromě toho jsou anglické 
látky nejtrvanlivější látky světa. (Milena J. „Oděvy do deště.“（「雨の日の服」）. Tribuna. Modní revue č. 23, 16.10.1921, s. 1.) 
551 [...] Anglický kostým z kostkované látky, opatřený hlubokými kapsami hodí se výborně k obstarávkám a pochůzkám a 
nákupu. Takový kostým, neodvislý od mody, radila bych každé ženě. Vydrží leta a je to nejpraktičtější na světě a upotřebitelný 
ve všech ročních dobách. Může se použíti i k vycházkám, výletům a s pěknou blůzou i k návštěvám, k cestování ve vlaku, 
prostě je všude možný, nikde nevhodný a při jistých příležitostech nezbytný. (M.J. „Žena při práci a doma.“（「職場と家庭での


























552 Bojím se, že naše mládež v krásné horlivosti sportovní zapomíná a zanedbává dnes svoje intelektuelné vzdělání. Bojím se, že 
nám vyroste nová generace krásných zdravých lidí, takových jako jsou Anglosasové: každé děvče jako prut, každý hoch jako 





リカを好意的に捉え、アメリカの子どもを世界中で最も美しく最もたくましい子どもと述べている。[Maminky a lékaři se 
nebojí, že se dětská tělíčka skřiví, naopak tvrdí, že malý človíček potřebuje zrovna tolik vzduchu jako starší; ostatně nejlepším 
potvrzením jejich teorie jsou americké děti, které, myslím, jsou nejhezčí a nejsilnější z dětí celého světa.] ［訳：（訳注：アメリカ
の）ママたちや医者たちは、子どもの身体が曲がってしまうことを心配しない。それどころか反対に、小さい子どもたちは大
人と同じだけの空気を必要としていると主張する。彼らの理論で他に最も良い証拠となるものは、アメリカの子どもたちであ
る。私が思うに彼らは、世界中の子どもたちのなかでも最も美しく、最もたくましい。］(Jarmila Mayerová-Payne-ová, „Všelicos 





























555 Zaslala nám pí. Jarmila Majerová Payneeová [sic] z Washingtonu. Obkreslili jsme je a tady je máte. Je to velice jednoduchý 
nápad, ale jako každý dobrý nápad připadá jednoduchým až teprve tehdy, když ho už někdo jiný vynalezl. Děti, hlavně 
holčičky, nosí pod šatičky z letních laciných hadříků kalhotky z téže látky. Je to o kousek látky víc a ušetří se prádélko a 
vypadá to velmi pěkně a upraveně. […] Pí. Majerová nám slíbila, že nám bude posílat více amerických praktických drobnosti, 
kterými se přiučíme hezkým a praktickým nápadům. (Milena. „Americké obrázky dětských šatiček.“（「アメリカの子ども用ワ
ンピースのイラスト」）. Národní listy, 12. 6.1924, s. 5.) 




























557 Přede mnou leží několik amerických fotografií ženských tenisových championů: říkejte, co chcete, Američanky jsou daleko 
kultivovanější nás. Američanka dovede spojit dvě věci, které my neumíme, přesvědčila jsem se o tom za svých častých návštěv 
slunečních lázní: eleganci obleku a zároveň krásu těla. Na veliké střeše mezi sty nahými ženskými těly hledala jsem, plná 
deprimovanosti, těla opravdu půvabná; nalezla jsem až k pláči málo. […] Nuže, Američanky nemají této ubohé, chorobné 
elegance našich podživených [sic] měst. Jejich pružná, pevná, tvrdá těla jsou štíhlá zdravou štíhlosti, a jejich vždycky volný, 
vždycky prostý a ozdob prázdný šat splývá s přejiskřivou [sic] eleganci a odhaluje zdravé, nohy, zdravé paže, zdravé krky. Jak 
úžasný dar pro život, toto vláčné, svižné zdraví! A jak málo děje se pro naše ženy, jako málo péče a kultivovanosti – i tělu i 
obleku – věnují naše děvčata. Jak hříšně často pletou se zde pojmy „paráda“ a pojmy „elegance“. (Milena J. „Na tenis.“ （「テニ

























































































とが大前提としてある。その上で、流行には 3 つの欠点があるという。1 つ目が価格の高









560 Být modní znamená být každým rokem jiný, znamená okrasnost a proměnlivost v estetickém slova smyslu. Moda si vymýšlí 
každého roku nové tvary a každého roku nám tvrdí, že jsou krásné. Nikdy však už letos nejsou krásné tvary z loňska a 
opravdu nevím, proč tak slepě uvěříme, že ty z letošku jsou krásné, ač víme, že se nám smějí líbit jen po saisonu. Když už 
přehlížíme jeden nedostatek mody, totiž že je drahá, nechceme přece přehlížet druhý, totiž že je nelogická, a třetí, že je obtížná. 
Je nelogické uvěřit, že je neúčelná věc pěkná. Příčí se to dnešní výchově a dnešnímu názoru na svět, zdravému rozumu, 
ekonomičnosti myšlení a jednání. Je obtížné nositi neúčelné věci, když mohu nositi účelné. (Milena. „Moda a standardní 
ideal.“（「モードと標準的な理想」）. Národní listy, 13.12.1925, s. 17.『人が衣装を作る』収録（s. 47-48.）） 
































































563 Moda je jen symbolem doby a už výslednicí všelijakých důležitějších a aktuálnějších požadavků času. (Milena. „Hubená a 











































































 以下、各章の構成に従って、内容を整理し、本論文の考察の成果をまとめたい。  






































ものとなった。第 5 節では、本論文の分析の対象には入らないが、約 20 年間にわたる彼女




















































を実は持論の展開に活用していたことを提示した。以上第 1 節から第 3 節については、第
4 章において論じた「シンプル」の理想が、具体例として反映されたものであることも指
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1896 年  8/10 0 歳  
オーストリア=ハンガリー帝国内ボヘミア領首都プラハにて、
父ヤン母ミレナの第一子として誕生。  
1899 年   3 歳  弟ヤンが誕生するが、生後数か月で他界。  
1907 年   11 歳  
ミネルヴァ（中欧初の女子ギムナジウム 1890 年 9 月創立）に
入学。  
1913 年   16 歳  母ミレナ病死。  
1915 年  夏  18 歳  ミネルヴァ卒業。  
1915 年  秋  
19 歳  
父の勧めでカレル大学医学部進学。  
1917 年  
夏  4 学期修了後、医学部退学。音楽学校に入学するもすぐに退学。 
6 月  20 歳  
ユダヤ人銀行家兼文芸評論家ポラック（1886-1947）との交際
を父に反対され、精神病院に強制入院させられる。  
1918 年  3 月  21 歳  精神病院を退院後、ポラックと結婚。ウィーンへ転居。  
1919 年  
9月頃  







12/30 『論壇』に、初エッセイ「ウィーン」寄稿。  
1923 年  1 月  27 歳  
1921 年 9 月から不定期でエッセイ等を寄稿していた『国民新
聞』の専属記者として執筆開始。  
1925 年  4 月  29 歳  
ポラックと離婚。ドレスデンに数か月滞在後、帰国。  
『国民新聞』で読者に呼びかけて集まったレシピをまとめ、『ミ
レナのレシピ集』Mileniny recepty を編集し、出版。  
1926 年   30 歳  
『国民新聞』の記事の一部をまとめて編集した、初のエッセイ
集『シンプルへの道』Cesta k jednoduchosti 出版。  
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グラフ誌『鮮やかな週』Pestrý týden の創刊に尽力。1927 年
の終わりまで編集を務める。  
1927 年   31 歳  
チェコ人のモダニズム建築家クレイツァル（1895-1949）と再
婚。  
エッセイ集第 2 作『人が衣装をつくる』Člověk dělá šaty 出版。 
1928 年  8 月  
32 歳  
長女ヤナ（1928-1981）出産。妊娠中に患った右膝の痛み止め
に使用したモルヒネ依存に陥る。以後、9 年間罹患。  
1929 年  
3 月  『国民新聞』との契約解除。  
4 月  『人民新聞』と契約。  
1930 年  6 月  33 歳  同紙との契約解除。  
1934 年  10 月  38 歳  クレイツァルと離婚。  
1937 年  
10 月
頃  
41 歳  
モルヒネ依存症、離脱成功。  
独立系雑誌『現在』Přítomnost と契約。政治的ルポに転向。  




1940 年  10 月  44 歳  
マルガレーテ・ブーバー=ノイマン（1901-1989）と収容所内で
知り合う。  
1944 年  5 月  47 歳  収容所内で病死。  




資料 2. 日本国内でのイェセンスカーに関する論文等一覧 
 
1. 鈴本達哉「プラハを照らした灯⑴—ミレナ小伝」『外国文学研究』第 5 号、駒澤大学、
1969 年 3 月、97-111 頁。  
2. 鈴本達哉「プラハを照らした灯⑵—ミレナ小伝」『外国文学研究』第 6 号、駒澤大学、
1970 年 3 月、103-115 頁。  
3. 谷口茂「カフカの『ミレナへの手紙』について -前 -」『明治学院論集』第 177 号、明治
学院大学、1971 年 3 月、1-40 頁。  
4. 谷口茂「カフカの『ミレナへの手紙』について -2 完 -」『明治学院論集』第 181 号、明
治学院大学、1971 年 7 月、1-38 頁。  
5. 立花健吾「フランツ・カフカの『ミレナへの手紙』について」『福岡大学人文論集』第
3 巻、第 3 号、福岡大学研究推進部、1972 年 1 月、607-646 頁。  
6. 宮井登代「カフカにおける『ミレナ体験』」『大阪商業大学論集』第 37 号、大阪商業大
学商経学会、1973 年 11 月、72-91 頁。  
7. 飯島周「第三のミレナ像」『月間百科』第 178 号、平凡社、1977 年 7 月、44-45 頁。  
8. 中沢英雄「『ミレナへの手紙』の新しい日付と 1920 年代後半のカフカ」『外国語学科研
究紀要』第 41 巻、第 1 号、東京大学教養学部外国語学科、1993 年、27-74 頁。  
9. 石光輝子「プラハとウィーンのあいだ—カフカとミレナのあいだ」『ドイツ文学論集』
第 23 号、1994 年、1-21 頁。  
10. 有村隆弘「『城』における伝記的背景⑴：カフカとミレナ」『独仏文学研究』第 45 号、
九州大学、1995 年、49-68 頁。  
11. 鷲巣由美子「海外文化ニュース—＜カフカの恋人＞からミレナ・イェセンスカーへ」
『みすず』第 38 巻、第 12 号、みすず書房、1996 年 12 月、130-136 頁。  
12. 阿部賢一「ミレナからの手紙」（リレーエッセイ第 28 回）成文社ウェブサイト、2002
年（http://www.seibunsha.net/essay/essay28.html）（2016 年 9 月 12 日最終閲覧）。  
13. 鈴本達哉「ミレナ・イェセンスカ小伝—特にドイツ軍のチェコ占領以後に重点をお
いて」『鴨台史学』第 3 号、2002 年 3 月、27-41 頁。  
14. 池内紀「フランツ・カフカの生涯（第 28 回）ミレナへの手紙」『大航海』第 43 号、新
書館、2002 年、234-245 頁。  
15. 芳野昇「カフカの『城』に関する試論（22）フリーダの願望と訣別をめぐる覚書—カ
 203 
フカとミレナの葛藤」『日本歯科大学紀要：一般教育系』第 32 号、2003 年 3 月、1-4
頁。  
16. 井上正篤「カフカ：『ミレナへの手紙』考—インテリ恋の挫折」『言語文化論叢』第 8
号、東京工業大学外国語研究教育センター、2003 年、23-38 頁。  
17. 阿久戸光歩「カフカの女性像—ミレナを中心に」『文化学研究』第 15 号、日本女子
文学文化学会、2006 年、25-44 頁。  
18. 半田幸子「ミレナ・イェセンスカーがモードに託したメッセージ (1)モード・エッセイ
集『人が衣装をつくる』Člověk dělá šaty (1927)と初出記事との比較から」『スラヴ学論
集』日本スラヴ学研究会、2014 年、151-180 頁。  
19. 半田幸子「ミレナ・イェセンスカーが想定した読者：1920 年代のモード記事において」
『国際文化研究』第 20 号、東北大学国際文化学会、2014 年 3 月、173-186 頁。  
20. 半田幸子「ミレナ・イェセンスカーの文章にみる親近性とカリスマ性：エッセイ『シ
ンプルへの道』を題材に」『比較文化研究』第 111 号、日本比較文化学会、2014 年 4
月、289-299 頁。  
21. 米田綱路「絡めとられない言葉：ミレナ・イェセンスカーのこと」『図書』第 786 号、
2014 年 8 月、19-23 頁。  
22. 佐々木博康「カフカとミレナの関わり：ウィーンの森とグミュントで起こったこと」
『大分大学教育福祉科学部研究紀要』第 36 巻、第 2 号、2014 年 10 月、119-133 頁。  
23. 半田幸子「ミレナ・イェセンスカーの記事にみるモード記者の意義とその背景：チェ
コスロヴァキア共和国形成期において」『国際文化研究』第 21 号、東北大学国際文化
学会、2015 年 3 月、59-71 頁。  
24. 佐々木博康「カフカの『ある犬の探究』：歌う犬とミレナ」『大分大学教育福祉科学部
研究紀要』第 37 巻、第 1 号、2015 年 4 月、43-58 頁。  
25. 佐々木博康「カフカの『ある犬の探究』⑷狩人犬のと出会いとその後」『大分大学教育
学部研究紀要』第 39 巻、第 1 号、2017 年 9 月、1-15 頁。  
26. 半田幸子「ミレナ・イェセンスカーの男女観に関する一考察：ダブルスタンダード擁
護に焦点を当てて」『スラヴ学論集』第 21 号、2018 年、112-128 頁。  
27. 半田幸子「ミレナ・イェセンスカーのモード論⑴服装編：1920 年代チェコに関する文
化論的考察」『ヨーロッパ研究』第 13 号、2019 年 3 月、49-72 頁。  
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資料 3. チェコスロヴァキア第一共和国期の議席獲得数（率）（1920-1935） 
 
政党  
1920 1925 1929 1935 
議席  % 議席  % 議席  % 議席  % 
チェコスロヴァキア共産党  - - 41 13.2 30 10.2 30 10.3 
チェコスロヴァキア社会民主労
働者党  74 25.7 29 8.9 39 13.0 38 12.6 
チェコスロヴァキア人民勤労社
会党  3 0.9 - - - - - - 
チェコスロヴァキア国民社会党  24 8.1 28 8.6 32 10.4 28 9.2 
チェコスロヴァキア人民党  21 7.5 31 9.7 25 8.4 22 7.5 
チェコスロヴァキア商工中産党  6 2.0 13 4.0 12 3.9 17 5.4 
農業党会派（農民党・スロヴァキ
ア国民共和農民党）  40 13.6 46 13.7 46 15.0 45 14.3 
チェコスロヴァキア国民民主党  19 6.3 14 5.0 15 4.9 17 5.6 
反拘束名簿連盟  - - - - 3 0.9 - - 
国民ファシスト共同体  - - - - - - 6 2.0 
フリンカ・スロヴァキア人民党  12 3.8 23 6.9 19 5.7 22 6.9 
ドイツ社会民主労働者党  31 11.1 17 5.8 21 6.9 11 3.6 
ドイツ民主自由党  2 0.5 - - - - - - 
ドイツキリスト教社会党  9 2.5 13 4.4 14 4.7 6 2.0 
ドイツ農業者同盟  13 3.9 24 8.0 16 5.4 5 1.7 
ドイツ連合党   - 2.1 - - - - - - 
ドイツ国民党  12 - 10 3.4 7 2.6 - - 
ドイツ国民社会主義労働者党  5 - 7 2.4 8 2.8 - - 
ドイツ選挙連合  - 5.3 - - - - - - 
ズデーテンドイツ党  - - - - - - 44 15.2 
ハンガリー・ドイツ社会民主党  4 1.8 - - - - - - 
ハンガリー農業党  1 0.4 - - - - - - 
ハンガリーキリスト教社会党  5 2.2 4 1.4 4 - 4 - 
ハンガリー国民党  - - - - 1 - 1 - 
スピシェ・ドイツ党  - - - - 1 - 1 - 
ハンガリー会派およびスピシ
ェ・ドイツ党  - - - - - 3.5 - 3.5 
ポーランド党とユダヤ党の選挙
連合  - - - - 4 1.4 - - 
その他  - 2.3 - 4.6 - 0.3 - 0.2 
Beránková, Dějiny československé žurnalistiky III., s. 14-15 に掲載の表を一部編集し、政党
名を日本語に訳した。また、主要 5 政党を明示する目的で網掛けをした。  
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資料 4. チェコで発行されたモード雑誌一覧（1861-1948） 
 
  雑誌名 出版地：出版社 創刊 廃刊 
1 Lada: belletristický a modní časopis Praha: A. Körschnerová 1861 1865 
2 Bazar Praha: E. Grégr 1869 1929 
3 Modní svět: ilustrovaný časopis pro 
dámy 
M.B: K. Vačlena 1879 1927 
4 Nové mody Praha: A. Hynek 1888 1894 
5 Nové pařížské mody: list paní a dívek 
českých 
Praha: A. Hynek 1895 1916 
6 Dámské akademické modní listy: orgán 
první modní Akademie Pražské ku 
pěstování mod a umění střihačského 
Praha: Kratina 1899 1942 
7 Dámské modní listy Praha: J. Kratina 1901 1924 
8 Pařížský modní týden Praha: V. Sperakusová 1906 1907 
9 Pražské mody Praha: V. Sperakus 1907 1909 
10 České mody: jediný český list modní Praha: K. Ločák 1910 1932 
11 Kalendář nových pařížských modního 
listu paní a dívek českých 
Praha: A. Hynek 1911 1913 
12 Dámský modní obzor Praha: J. Kratina 1911 1913 
13 Elegantní svět: revue deseti tisíc, list 
pro krásu a chic 
Praha: Kmínek a Bureš 1913 1913 
14 Nové mody Praha: A. Hynek 1916 1919 
15 Pražský modní obzor: časopis 
moderních úborů 
Praha: Odborná 
krejčovská škola střihu 
1916 1922 
16 Dvacetičtyřhaléřové modní noviny: 
obrazová revue mod 
Praha: I. Bělohlavová 1917 1917 
17 Moda a vkus Praha: A. Hynek 1919 1920 
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18 Československý svéráz: rodinný list 
pro svéráznou modu: původní výšivky: 
umělecký průmysl 
České Budějovice, 
Praha: J. Svátek 
1919 1926 
19 Nové pařížské mody: list paní a dívek 
českých 
Praha: A. Hynek 1919 1941 
20 Modní revue Praha: Středočeská 
knihtiskárna 
1921 1931 
21 Pařížský vkus: modní list pro dámy Písek: J. Burian 1921 1938 
22 Elegantní Praha Praha: J. Svoboda 1922 1925 
23 Salon: Společnost - Sport - Divadlo - 
Film - Moda - Výtvarné umění 
Brno: J. Hamáček 1922 1943 
24 Pražská móda: Pánské vydání Praha: Spolek Pražská 
móda 
1923 1948 
25 Pražská modní přehlídka Praha: atelier Bachwitz 1924 1925 
26 Gentleman: revue moderního muže Praha: J. Hladík 1924 1929 
27 Modný týden: list pro moderní ženu a 
domácnost 
Praha: Š. Kellner 1925 1925 
28 Galerie krásy=Galerie de 
beauté=Galerie plastischer 
「Schönheit=Gallery of Beauty 
Praha: L. Vácha 1925 1929 
29 Krejčí: informativní, reklamní časopis 
věnovaný živnosti krejčovské firmou 
Prkop a Čáp, velkoobchod sukny a 
podšívkami 
Praha: J. Prokop a J. Čáp 1926 1931 
30 ABC: módní a rodinný list paní a dívek 
českých a slovenských: československý 
svéráz 
Praha: J. Svátek 1927 1928 
31 Modistka: odborný časopis a obchodní 
rádce pro modistky a příbuzná odvětví 
Praha: J. Flanderková 1927 1948 
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32 Hartvichova služba zákaznictvu: 
rodinný, poučný, splečenský a modní 
rádce věnovaný zdarma zákaznictvu 
Hartvichových závodů i celé veřejnosti 
Dobruška: Dobrušské 
tetilný závody J. 
Hartvich 
1928 1930 
33 Šatna: časopis věnovaný otázkám 
odvu, módy a společnosti 
Humpolec: F. Hezina 1930 1934 
34 Elegantní pán: měsíčník pro pásnký 
svět 
Praha: V. Schüssler 1931 1933 
35 Elegantní dáma: měsíční magazin pro 
kulturu a modu 
Praha: V. Schüssler 1931 1939 
36 Vkus: módní list elegantních žen Praha: Melantrich 1934 1944 







資料 5. チェコ語モード雑誌刊行点数の推移 
 
 






























































1. Jesenská, Milena. Mileniny recepty. Praha: Pražská akciová tiskárna, 1925. 
2. Milena. Cesta k jednoduchosti. Praha: F. Topič, 1926. 
3. Milena. Člověk dělá šaty. Praha: F. Topič, 1927. 
 
共著・寄稿 
1. Hoffmeister, A., Ma-Fa, Mollenda, M., Eiselt, J., Marot-Otumanský, J., Milena. 
Šťastnou cestu. Praha: F. Topič, 1927.［共著および編集］  
2. Milena. „Mají svobodnou vůli, ale šatů nemají! – Sie haben freien Willen, aber keine 
Kleider!“ In: Horneková, B., Vaněk, J., Rossmann, Z. etc. Civilisovaná žena: jak se má 
kultivovaná žena oblékati: Zivilisierte Frau: wie sich eine kultivierte Frau ankleiden soll. 




1. Wilde, Oskar. Slavík a růže. Praha: J. Otto, 1919. 
2. Frank, Leonhard. Příčina. Praha: Tribuna, 1922. 
3. Stevenson, Robert Louis. Rytíř z Ballantrae. Praha: Pražská akc. tisk., 1925. 
4. Elvestad, Sven. Zmizení otce Motrosa: román. Praha: Fr. Borový, 1928. 
5. Rühle, Otto. Jak zacházeti s dětmi. Praha: F. Topič, 1928. 
6. Huyn, Ludwig, Kalmer, Josef. Habeš, země afrického neklidu. Praha: Václav Petr, 1935. 
7. Erman, Herman. Modrý prach. Praha: Sfinx, 1936. 
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資料 7. イェセンスカーによる翻訳記事データ一覧 
凡例 
l 当時の印刷には、現在のチェコ語の表記法と異なるものや印字ミス等散見されるが、当時の表記のままとしている。  
l これまでの伝記および著作集において、所在等その存在について一度も言及されていないものについて、網掛けで示した。  






YR Date Day Publications Page Author Title Pen Name 
1 1 1919 11 9 Sun Tribuna 10-11 Francise Jammese Ráj M. P. 
2 2 1919 11 13 Thu Tribuna 1 Roman ROLLAND Věčná Antigona M. P. 
3 3 1919 11 25 Tue Tribuna 1-3 Charles Péguy Jaurès M. P. 
4 4 1919 11 30 Sun Tribuna 4-5 Charles Péguy Clemenceau M. P. 
5 5 1919 12 13 Sat Tribuna 1 Francis JAMMES Malá černoška - 
6 6 1919 12 14 Sun Tribuna 10 Francise Jammese Cesta života M. P. 
7 7 1919 12 21 Sun Tribuna 9-10 Franz Welfel Blasfemie blázna M. P. 
8 8 1919 12 28 Sun Tribuna 11 Francis JAMMES Dobrota milého Pána 
Boha 
M. P. 
9 1 1920 1 6 Tue Tribuna 1-2 Walt Whitman Z denníku M. P. 
10 2 1920 2 22 Sun Tribuna 1-2 Charles Louis 
Philippe 
Smrt chudých M. P. 
11 3 1920 2 24 Thu Kmen 7-10 
(571-
574) 
Maxim Gorkii Vzpomínky na Lva 
Nikolajeviče Tolstého 
- 
12 4 1920 3 1 Mon Tribuna 2 - Fragmenty M. P. 
13 5 1920 3 2 Tue Tribuna 1-2 Charles Louis 
Philippe 
Po zločinu M. P. 





YR Date Day Publications Page Author Title Pen Name 
15 7 1920 5 1 Sat Tribuna 6 Jules Laforgue Na venkově M. J. 
16 8 1920 6 9 Wed Tribuna 1-3 Gustav Meyrink Čirrakarua, ušlechtilý 
velbloud 
Milena Jesenská 
17 9 1920 6 15 Tue Tribuna 1-2 Gustav Meyrink Kletba ropuchy Milena Jesenská 
18 10 1920 6 17 Thu Kmen 7-8 
(163-
164) 
Gustav Schulz Zítra nebo již dnes Milena Jesenská 
19 11 1920 6 24 Thu Kmen 3-7 
(169-
173) 
Upton Sinclair Úryvek z románu -
>Jimmie Higgins< 
Milena Jesenská 
20 12 1920 7 1 Thu Kmen 1-5 
(183-
187) 
Upton Sinclair Úryvek z románu - 
>Jimmie Higgins< 
Milena Jesenská 
21 13 1920 7 8 Thu Tribuna 1-2 Paul CLAUDEL A. Rimbaud M. J. 
22 14 1920 7 16 Fri Tribuna 1-2 FR. KAFKA Nešťastný Milena Jesenská 
23 15 1920 7 20 Tue Tribuna 4-5 Jules Laforgue Srpnová noc M. J. 
24 16 1920 7 25 Sun Tribuna 6 Jonathan SWIFT Skromný návrh (jak se 
může dětem chudých 
zabrániti, aby byly 
zemi a rodičům na 
obtíž, a jak se 
mnohem spíše mohou 
státi dobrodiním 
veřejnosti.) 
M. J.  





YR Date Day Publications Page Author Title Pen Name 






Individualita Milena Jesenská 
27 19 1920 8 13 Fri Tribuna 5 Heinrich Mann Chceme pracovati. M. J. 
28 20 1920 8 15 Sun Národní listy 7 Charles Luis 
PHILPPE 
Poslední vůle M. P. 
29 21 1920 8 19 Thu Kmen 5-11 
(269-
275) 
Gustav Landauer Friedrich Hölderlin Milena Jesenská 
30 22 1920 8 26 Thu Kmen 7-11 
(283-
287) 
Gustav Landauer Friedrich Hölderlin Milena Jesenská 
31 23 1920 9 2 Thu Kmen 1-4 
(289-
292) 
Lev Tolstoji Cizinec a mužík Milena Jesenská 
32 24 1920 9 2 Thu Kmen 7-9 
(295-
297) 
Gustav Landauer Friedrich Hölderlin Milena Jesenská 
33 25 1920 9 3 Fri Cesta 153-156 Jules LAFORGUE Dva holoubci M. J. 
34 26 1920 9 9 Thu Kmen 3-7 
(304-
308) 
Franz Werfel Den z chlapectví Milena Jesenská 





YR Date Day Publications Page Author Title Pen Name 





Návrat Milena Jesenská 
37 29 1920 9 19 Sun Národní listy 9-10 Charles Louis 
PHILIPPE 
Vrah M. P. 
38 30 1920 9 26 Sun Tribuna 1-4 Franz Kafka Zpráva pro Akademii M. Jesenská 





Duše ruské literatury Milena Jesenská 





Duše ruské literatury Milena Jesenská 
41 33 1920 11 25 Thu Kmen 1-5 
(433-
437) 




42 34 1920 11 25 Thu Kmen 5-9 
(437-
441) 
Charles Péguy Bída M. J. 
43 35 1920 11 26 Fri Tribuna 4-5 Maxim Gorkij Bolešil M. J. 
44 36 1920 12 2 Thu Kmen 9-11 
(453-
455) 
Charles Péguy Bída M. J. 
45 37 1920 12 16 Thu Kmen 8-10  Franz Jung Cesta přes horu – 
Padesáté narozeniny 
Milena Jesenská 
46 38 1920 12 30 Thu Kmen 4-7 
(472-
475) 







YR Date Day Publications Page Author Title Pen Name 
47 1 1921 1 27 Thu Kmen 7-10 
(523-
526) 




48 2 1921 3 3 Thu Kmen 5-7 
(581-
583) 
Franz Werfel Blasfemie blázna Milena Jesenská 
49 3 1921 3 6 Sun Tribuna 1-2 Henri Barbusse Hlídač M. J. 
50 4 1921 3 13 Sun Tribuna 5 ANDRÉ GIDE O dada. M. J. 
51 5 1921 3 17 Thu Kmen 3-7 
(603-
307) 




52 6 1921 4 24 Sun Tribuna 8 Octave Mirbeau Interview M. J. 
53 7 1921 5 12  Červen 81-84 Carl Sternheim Napoleon Milena Jesenská 
54 8 1921 5 20  Červen 100-101 Carl Sternheim Napoleon Milena Jesenská 
55 9 1921 5 26  Červen 113-116 Carl Sternheim Napoleon Milena Jesenská 
56 10 1921 6 2  Červen 129-131 Carl Sternheim Napoleon Milena Jesenská 
57 11 1921 8 17  Červen 27-28 Rosa 
Luxemburgová 
Dopisy z vězení Soni 
Liebknechtové 
Milena Jesenská 
58 12 1921 8 18  Červen 29-32 Rosa 
Luxemburgová 
Dopisy z vězení Soni 
Liebknechtové 
Milena Jesenská 
59 13 1921 9 1  Červen 33-36 Rosa 
Luxemburgová 
Dopisy z vězení Soni 
Liebknechtové 
Milena Jesenská 
60 14 1921 9 15  Červen 37-42 Rosa 
Luxemburgová 
Dopisy z vězení Soni 
Liebknechtové 
Milena Jesenská 
61 15 1921 10 7 Fri Cesta 252-255 Maxim Gorkij Příběh jednoho 






YR Date Day Publications Page Author Title Pen Name 
62 16 1921 10 14 Fri Cesta 269-272 Maxim Gorkij Příběh jednoho 
zločinu III.IV. 
M. J. 
63 17 1921 10 28 Fri Cesta 287-289 Maxim Gorkij Příběh jednoho 
zločinu V. VI. 
M. J. 
64 18 1921 11 4 Fri Cesta 301-304 Maxim Gorkij Příběh jednoho 
zločinu VII. VIII. 
M. J. 
65 19 1921 11 20  Tribuna – 
MR č. 28 
2-3 Brillat-Savarin O čokoládě M. J. 
66 1 1922 1 1 Sun Tribuna 8 Leonhard Frank Příčina (1) Milena Jesenská 
67 2 1922 1 5 Thu Tribuna 7 Leonhard Frank Příčina (2) Milena Jesenská 
68 3 1922 1 6 Fri Tribuna 7 Leonhart Frank Příčina (3) Milena Jesenská 
69 4 1922 1 7 Sat Tribuna 6 Leonhart Frank Příčina (4) Milena Jesenská 
70 5 1922 1 8 Sun Tribuna 8 Leonhart Frank Příčina (5) Milena Jesenská 
71 6 1922 1 9 Mon Tribuna 8 Leonhart Frank Příčina (6) Milena Jesenská 
72 7 1922 1 13 Fri Tribuna 7 Leonhart Frank Příčina (7) Milena Jesenská 
73 8 1922 1 14 Sat Tribuna 7 Leonhart Frank Příčina (8) Milena Jesenská 
74 9 1922 1 15 Sun Tribuna 9 Leonhart Frank Příčina (9) Milena Jesenská 
75 10 1922 1 17 Tue Tribuna 7 Leonhart Frank Příčina (10) Milena Jesenská 
76 11 1922 1 18 Wed Tribuna 7 Leonhart Frank Příčina (11) Milena Jesenská 
77 12 1922 1 20 Fri Tribuna 7 Leonhart Frank Příčina (12) Milena Jesenská 
78 13 1922 1 22 Sun Tribuna 8 Leonhart Frank Příčina (13) Milena Jesenská 
79 14 1922 1 25 Wed Tribuna 8 Leonhart Frank Příčina (14) Milena Jesenská 
80 15 1922 1 26 Thu Tribuna 7 Leonhart Frank Příčina (15) Milena Jesenská 
81 16 1922 1 28 Sat Tribuna 7 Leonhard Frank Příčina (16) Milena Jesenská 
82 17 1922 1 29 Sun Tribuna 6 Leonhard Frank Příčina (17) Milena Jesenská 
83 18 1922 1 31 Tue Tribuna 7 Leonhard Frank Příčina (18) Milena Jesenská 





YR Date Day Publications Page Author Title Pen Name 
85 20 1922 2 4 Sat Tribuna 7 Leonhard Frank Příčina (20) Milena Jesenská 
86 21 1922 2 5 Sun Tribuna 6 Leonhard Frank Příčina (21) Milena Jesenská 
87 22 1922 2 7 Tue Tribuna 7 Leonhard Frank Příčina (22) Milena Jesenská 
88 23 1922 2 9 Thu Tribuna 7 Leonhard Frank Příčina (23) Milena Jesenská 
89 24 1922 2 10 Fri Tribuna 7 Leonhard Frank Příčina (24) Milena Jesenská 
90 25 1922 2 12 Sun Tribuna 11 Leonhard Frank Příčina (25) Milena Jesenská 
91 26 1922 2 14 Tue Tribuna 12 Leonhard Frank Příčina (26) Milena Jesenská 
92 27 1922 2 16 Thu Tribuna 13 Leonhard Frank Příčina (27) Milena Jesenská 
93 28 1922 2 18 Sat Tribuna 14 Leonhard Frank Příčina (28) Milena Jesenská 
94 29 1922 2 19 Sun Tribuna 6 Leonhard Frank Příčina (29) Milena Jesenská 
95 30 1922 7 5 Wed Tribuna 3 Arkadij Averčenko Lidé M. J. 
96 31 1922 7 12  Tribuna 5 H. Siemsen Francouzské divadlo A. X. N. 
97 32 1922 8 6  Tribuna 4-5 G. K. Chesterton Obhajoba ošklivosti Milena 
98 33 1922 8 4 Fri Cesta 81-84 R. L. Stevenson Will z mlýna Milena Jesenská 
99 34 1922 8 18 Fri Cesta 103-106 R. L. Stevenson Will z mlýna: 
Farářova maleen 
Milena Jesenská 
100 35 1922 8 25 Fri Cesta 124-126 R. L. Stevenson Will z mlýna: Smrt Milena Jesenská 
101 36 1922 8 27 Sun Národní listy 1-2 PAUL WIEGLER Kuchaři M. J. 
102 37 1922 9 4 Thu Cesta 81-84 R. L. Stevenson Will z mlýna: Rovina 
a hvězdy 
Milena Jesenská 
103 38 1922 10 6 Fri Cesta 196-197 G. K. Chesterton Obhajoba detektivních 
románů 
M. J.  
104 39 1922 10 20 Fri Cesta 220-223 Gustav Flaubert Posedlý knihomol Milena Jesenská 
105 40 1922 10 27 Fri Cesta 241-244 Gustav Flaubert Posedlý knihomol Milena Jesenská 
106 41 1922 12 22 Fri Cesta 354-355 G. K. Chesterton Obhajoba planet Milena Jesenská 







YR Date Day Publications Page Author Title Pen Name 
108 43 1922 12 22 Fri Cesta 369-372 Franz Kafka Soud Milena Jesenská 
109 44 1922 12 24 Sun Tribuna 8 Andersen Uspavač Milena Jesenská 
110 1 1923 1 6 Sat Národní listy 9-10 Charles G. D. 
ROBERTS 
Jak přišel "plukovník" 
ke Callagherovi 
A. X. N. 
111 2 1923 4 8 Sun Národní listy 9 CH. G. D. 
ROBERTS 
"Červenka" a Mac 
Tavish 
A. F. N. 
112 3 1923 4 20 Fri Cesta 582-584 Brillat-Savarin Labužníci M. J. 
113 4 1923 4 27 Fri Cesta 608-609 Brillat-Savarin Labužníci Milena Jesenská 
114 5 1923 6 3 Sun Národní listy 9-10 Charles Louis 
PHILLIPE 
Prostá srdce A. X. N. 
115 6 1923 7 15 Sun Národní listy 10 Charles Louis 
PHILIPPE 
Setkání A. X. 
116 7 1923 10 5 Fri Cesta 165-168 E. A. Poe Láska na první pohled A. X. N. 
117 8 1923 10 19 Fri Cesta 181-183 E. A. Poe Láska na první pohled A. X. N. 
118 9 1923 10 26 Fri Cesta 199-202 E. A. Poe Láska na první pohled A. X. N. 
119 10 1923 11 21 Wed Národní listy 1 Robert Louis 
STEVENSON 
Rytíř z Ballantrae Milena 
JESENSKÁ 
120 11 1923 11 22 Thu Národní listy 3 Robert Louis 
STEVENSON 
Rytíř z Ballantrae 2 Milena 
JESENSKÁ 
121 12 1923 11 23 Fri Národní listy 3 Robert Louis 
STEVENSON 
Rytíř z Ballantrae 3 Milena 
JESENSKÁ 
122 13 1923 11 24 Sat Národní listy 3 Robert Louis 
STEVENSON 
Rytíř z Ballantrae 4 Milena 
JESENSKÁ 
123 14 1923 11 27 Tue Národní listy 3 Robert Louis 
STEVENSON 
Rytíř z Ballantrae 5 Milena 
JESENSKÁ 
124 15 1923 11 29 Thu Národní listy 3 Robert Louis 
STEVENSON 






YR Date Day Publications Page Author Title Pen Name 
125 16 1923 11 30 Fri Národní listy 3 Robert Louis 
STEVENSON 
Rytíř z Ballantrae 7 Milena 
JESENSKÁ 
126 17 1923 12 4 Tue Národní listy 3 Robert Louis 
STEVENSON 
Rytíř z Ballantrae 8 Milena 
JESENSKÁ 
127 18 1923 12 5 Wed Národní listy 3 Robert Louis 
STEVENSON 
Rytíř z Ballantrae 9 Milena 
JESENSKÁ 
128 19 1923 12 6 Thu Národní listy 3 Robert Louis 
STEVENSON 
Rytíř z Ballantrae 10 Milena 
JESENSKÁ 
129 20 1923 12 7 Fri Národní listy 4 Robert Louis 
STEVENSON 
Rytíř z Ballantrae 11 Milena Jesenská 
130 21 1923 12 11 Tue Národní listy 3 Robert Louis 
STEVENSON 
Rytíř z Ballantrae 12 Milena 
JESENSKÁ 
131 22 1923 12 12 Wed Národní listy 3 Robert Louis 
STEVENSON 
Rytíř z Ballantrae 13 Milena 
JESENSKÁ 
132 23 1923 12 13 Thu Národní listy 3 Robert Louis 
STEVENSON 
Rytíř z Ballantrae 14 Milena 
JESENSKÁ 
133 24 1923 12 14 Fri Národní listy 3 Robert Louis 
STEVENSON 
Rytíř z Ballantrae 15 Milena 
JESENSKÁ 
134 25 1923 12 15 Sat Národní listy 3 Robert Louis 
STEVENSON 
Rytíř z Ballantrae 16 Milena 
JESENSKÁ 
135 26 1923 12 18 Tue Národní listy 3 Robert Louis 
STEVENSON 
Rytíř z Ballantrae 17 Milena 
JESENSKÁ 
136 27 1923 12 19 Wed Národní listy 3 Robert Louis 
STEVENSON 
Rytíř z Ballantrae 18 Milena 
JESENSKÁ 
137 28 1923 12 21 Fri Národní listy 3 Robert Louis 
STEVENSON 






YR Date Day Publications Page Author Title Pen Name 
138 29 1923 12 28 Fri Národní listy 3 Robert Louis 
STEVENSON 
Rytíř z Ballantrae 20 Milena 
JESENSKÁ 
139 30 1923 12 29 Sat Národní listy 3 Robert Louis 
STEVENSON 
Rytíř z Ballantrae 21 Milena 
JESENSKÁ 
140 1 1924 1 2 Wed Národní listy 3 Robert Louis 
STEVENSON 
Rytíř z Ballantrae 22 Milena 
JESENSKÁ 
141 2 1924 1 3 Thu Národní listy 3 Robert Louis 
STEVENSON 
Rytíř z Ballantrae 23 Milena 
JESENSKÁ 
142 3 1924 1 4 Fri Národní listy 3 Robert Louis 
STEVENSON 
Rytíř z Ballantrae 24 Milena 
JESENSKÁ 
143 4 1924 1 5 Sat Národní listy 3 Robert Louis 
STEVENSON 
Rytíř z Ballantrae 25 Milena 
JESENSKÁ 
144 5 1924 1 8 Tue Národní listy 3 Robert Louis 
STEVENSON 
Rytíř z Ballantrae 26 Milena 
JESENSKÁ 
145 6 1924 1 9 Wed Národní listy 3 Robert Louis 
STEVENSON 
Rytíř z Ballantrae 27 Milena 
JESENSKÁ 
146 7 1924 1 10 Thu Národní listy 3 Robert Louis 
STEVENSON 
Rytíř z Ballantrae 28 Milena 
JESENSKÁ 
147 8 1924 1 11 Fri Národní listy 3 Robert Louis 
STEVENSON 
Rytíř z Ballantrae 29 Milena 
JESENSKÁ 
148 9 1924 1 12 Sat Národní listy 3 Robert Louis 
STEVENSON 
Rytíř z Ballantrae 30 Milena 
JESENSKÁ 
149 10 1924 1 15 Tue Národní listy 3 Robert Louis 
STEVENSON 
Rytíř z Ballantrae 31 Milena 
JESENSKÁ 
150 11 1924 1 16 Wed Národní listy 3 Robert Louis 
STEVENSON 






YR Date Day Publications Page Author Title Pen Name 
151 12 1924 1 17 Thu Národní listy 3 Robert Louis 
STEVENSON 
Rytíř z Ballantrae 33 Milena 
JESENSKÁ 
152 13 1924 1 18 Fri Národní listy 3 Robert Louis 
STEVENSON 
Rytíř z Ballantrae 34 Milena 
JESENSKÁ 
153 14 1924 1 19 Sat Národní listy 3 Robert Louis 
STEVENSON 
Rytíř z Ballantrae 35 Milena 
JESENSKÁ 
154 15 1924 1 22 Tue Národní listy 3 Robert Louis 
STEVENSON 
Rytíř z Ballantrae 36 Milena 
JESENSKÁ 
155 16 1924 1 23 Wed Národní listy 3 Robert Louis 
STEVENSON 
Rytíř z Ballantrae 37 Milena 
JESENSKÁ 
156 17 1924 1 24 Thu Národní listy 3 Robert Louis 
STEVENSON 
Rytíř z Ballantrae 38 Milena 
JESENSKÁ 
157 18 1924 1 26 Sat Národní listy 3 Robert Louis 
STEVENSON 
Rytíř z Ballantrae 39 Milena 
JESENSKÁ 
158 19 1924 1 29 Tue Národní listy 3 Robert Louis 
STEVENSON 
Rytíř z Ballantrae 40 Milena 
JESENSKÁ 
159 20 1924 1 30 Wed Národní listy 3 Robert Louis 
STEVENSON 
Rytíř z Ballantrae 41 Milena 
JESENSKÁ 
160 21 1924 1 31 Thu Národní listy 3 Robert Louis 
STEVENSON 
Rytíř z Ballantrae 42 Milena 
JESENSKÁ 
161 22 1924 2 1 Fri Národní listy 3 Robert Louis 
STEVENSON 
Rytíř z Ballantrae 43 Milena 
JESENSKÁ 
162 23 1924 2 5 Tue Národní listy 3 Robert Louis 
STEVENSON 
Rytíř z Ballantrae 44 Milena 
JESENSKÁ 
163 24 1924 2 6 Wed Národní listy 3 Robert Louis 
STEVENSON 






YR Date Day Publications Page Author Title Pen Name 
164 25 1924 2 7 Thu Národní listy 3 Robert Louis 
STEVENSON 
Rytíř z Ballantrae 46 Milena 
JESENSKÁ 
165 26 1924 2 8 Fri Národní listy 3 Robert Louis 
STEVENSON 
Rytíř z Ballantrae 4  Milena 
JESENSKÁ 
166 27 1924 2 9 Sat Národní listy 3 Robert Louis 
STEVENSON 
Rytíř z Ballantrae 48 Milena 
JESENSKÁ 
167 28 1924 2 12 Tue Národní listy 3 Robert Louis 
STEVENSON 
Rytíř z Ballantrae 49 Milena 
JESENSKÁ 
168 29 1924 2 13 Wed Národní listy 3 Robert Louis 
STEVENSON 
Rytíř z Ballantrae 50 Milena 
JESENSKÁ 
169 30 1924 2 14 Thu Národní listy 3 Robert Louis 
STEVENSON 
Rytíř z Ballantrae 51 Milena 
JESENSKÁ 
170 31 1924 2 15 Fri Národní listy 3 Robert Louis 
STEVENSON 
Rytíř z Ballantrae 52 Milena Jesenská 
171 32 1924 2 16 Sat Národní listy 3 Robert Louis 
STEVENSON 
Rytíř z Ballantrae 53 Milena Jesenská 
172 33 1924 2 19 Tue Národní listy 3 Robert Louis 
STEVENSON 
Rytíř z Ballantrae 54 Milena Jesenská 
173 34 1924 2 20 Wed Národní listy 3 Robert Louis 
STEVENSON 
Rytíř z Ballantrae 55 Milena Jesenská 
174 35 1924 2 21 Thu Národní listy 3 Robert Louis 
STEVENSON 
Rytíř z Ballantrae 56 Milena Jesenská 
175 36 1924 2 22 Fri Národní listy 3 Robert Louis 
STEVENSON 
Rytíř z Ballantrae 57 Milena Jesenská 
176 37 1924 2 23 Sat Národní listy 3 Robert Louis 
STEVENSON 





YR Date Day Publications Page Author Title Pen Name 
177 38 1924 2 26 Tue Národní listy 3 Robert Louis 
STEVENSON 
Rytíř z Ballantrae 59 Milena Jesenská 
178 39 1924 2 27 Wed Národní listy 3 Robert Louis 
STEVENSON 
Rytíř z Ballantrae 60 Milena Jesenská 
179 40 1924 2 28 Thu Národní listy 3 Robert Louis 
STEVENSON 
Rytíř z Ballantrae 61 Milena 
JESENSKÁ 
180 41 1924 2 29 Fri Národní listy 3 Robert Louis 
STEVENSON 
Rytíř z Ballantrae 62 Milena Jesenská 
181 42 1924 3 1 Sat Národní listy 3 Robert Louis 
STEVENSON 
Rytíř z Ballantrae 63 Milena Jesenská 
182 43 1924 3 4 Tue Národní listy 4 Robert Louis 
STEVENSON 
Rytíř z Ballantrae 64 Milena Jesenská 
183 44 1924 3 5 Wed Národní listy 4 Robert Louis 
STEVENSON 
Rytíř z Ballantrae 65 Milena Jesenská 
184 45 1924 3 6 Thu Národní listy 4 Robert Louis 
STEVENSON 
Rytíř z Ballantrae 66 Milena Jesenská 
185 46 1924 3 7 Fri Národní listy 4 Robert Louis 
STEVENSON 
Rytíř z Ballantrae 67 Milena Jesenská 
186 47 1924 3 8 Sat Národní listy 4 Robert Louis 
STEVENSON 
Rytíř z Ballantrae 67 
(上と内容別 ) 
Milena Jesenská 
187 48 1924 3 11 Tue Národní listy 4 Robert Louis 
STEVENSON 
Rytíř z Ballantrae 68 Milena Jesenská 
188 49 1924 3 12 Wed Národní listy 3 Robert Louis 
STEVENSON 
Rytíř z Ballantrae 69 Milena 
JESENSKÁ 
189 50 1924 3 13 Thu Národní listy 3 Robert Louis 
STEVENSON 






YR Date Day Publications Page Author Title Pen Name 
190 51 1924 3 14 Fri Národní listy 4 Robert Louis 
STEVENSON 
Rytíř z Ballantrae 71 Milena Jesenská 
191 52 1924 3 15 Sat Národní listy 4 Robert Louis 
STEVENSON 
Rytíř z Ballantrae (fin) Milena 
JESENSKÁ 
192 53 1924 6 22 Sun Národní listy 2 Charles Louis 
PHILIPPE 
Almužna A. X. N. 
193 1 1925 1 9 Fri Cesta 292-294 Stendhal Žid M. J. 
194 2 1925 1 16 Fri Cesta 308-312 Stendhal Žid M. J. 
195 3 1925 1 18 Sun Národní listy 13 Robert Louis 
STEVENSON 
Markheim M. J. 
196 4 1925 1 25 Sun Národní listy 11 Robert Louis 
STEVENSON 
Markheim M. J. 
197 5 1925 2 5 Thu Národní listy 13 Robert Louis 
STEVENSON 
Markheim M. J. 
198 6 1925 9 1 Tue Národní listy 4 Leonhard Frank Raubíři (Román) Milena Jesenská 
199 7 1925 9 2 Wed Národní listy 4 Leonhard Frank Raubíři (Román) Milena Jesenská 
200 8 1925 9 3 Thu Národní listy 4 Leonhard Frank Raubíři (Román) Milena Jesenská 
201 9 1925 9 4 Fri Národní listy 4 Leonhard Frank Raubíři (Román) Milena Jesenská 
202 10 1925 9 5 Sat Národní listy 5 Leonhard Frank Raubíři (Román) Milena Jesenská 
203 11 1925 9 8 Tue Národní listy 5 Leonhard Frank Raubíři (Román) Milena Jesenská 
204 12 1925 9 9 Wed Národní listy 5 Leonhard Frank Raubíři (Román) Milena Jesenská 
205 13 1925 9 10 Thu Národní listy 4 Leonhard Frank Raubíři (Román) Milena Jesenská 
206 14 1925 9 11 Fri Národní listy 4 Leonhard Frank Raubíři (Román) Milena Jesenská 
207 15 1925 9 12 Sat Národní listy 4 Leonhard Frank Raubíři (Román) Milena Jesenská 
208 16 1925 9 13 Sun Národní listy 4 Leonhard Frank Raubíři (Román) Milena Jesenská 
209 17 1925 9 15 Tue Národní listy 4 Leonhard Frank Raubíři (Román) Milena Jesenská 





YR Date Day Publications Page Author Title Pen Name 
211 19 1925 9 17 Thu Národní listy 4 Leonhard Frank Raubíři (Román) Milena Jesenská 
212 20 1925 9 19 Sat Národní listy 4 Leonhard Frank Raubíři (Román) Milena Jesenská 
213 21 1925 9 23 Wed Národní listy 4 Leonhard Frank Raubíři (Román) Milena Jesenská 
214 22 1925 9 24 Thu Národní listy 4 Leonhard Frank Raubíři (Román) Milena Jesenská 
215 23 1925 9 25 Fri Národní listy 10 Leonhard Frank Raubíři (Román) Milena Jesenská 
216 24 1925 9 26 Sat Národní listy 9 Leonhard Frank Raubíři (Román) Milena Jesenská 
217 25 1925 9 30 Wed Národní listy 5 Leonhard Frank Raubíři (Román) Milena Jesenská 
218 26 1925 10 1 Thu Národní listy 9 Leonhard Frank Raubíři (Román) Milena Jesenská 
219 27 1925 10 2 Fri Národní listy 4 Leonhard Frank Raubíři (Román) Milena Jesenská 
220 28 1925 10 3 Sat Národní listy 5 Leonhard Frank Raubíři (Román) Milena Jesenská 
221 29 1925 10 7 Wed Národní listy 4 Leonhard Frank Raubíři (Román) Milena Jesenská 
222 30 1925 10 8 Thu Národní listy 4 Leonhard Frank Raubíři (Román) Milena Jesenská 
223 31 1925 10 9 Fri Národní listy 4 Leonhard Frank Raubíři (Román) Milena Jesenská 
224 32 1925 10 10 Sat Národní listy 4 Leonhard Frank Raubíři (Román) Milena Jesenská 
225 33 1925 10 13 Tue Národní listy 9 Leonhard Frank Raubíři (Román) Milena Jesenská 
226 34 1925 10 14 Wed Národní listy 14 Leonhard Frank Raubíři (Román) Milena Jesenská 
227 35 1925 10 15 Thu Národní listy 9 Leonhard Frank Raubíři (Román) Milena Jesenská 
228 36 1925 10 16 Fri Národní listy 4 Leonhard Frank Raubíři (Román) Milena Jesenská 
229 37 1925 10 17 Sat Národní listy 4 Leonhard Frank Raubíři (Román) Milena Jesenská 
230 38 1925 10 20 Tue Národní listy 9 Leonhard Frank Raubíři (Román) Milena Jesenská 
231 39 1925 10 21 Wed Národní listy 5 Leonhard Frank Raubíři (Román) Milena Jesenská 
232 40 1925 10 22 Thu Národní listy 9 Leonhard Frank Raubíři (Román) Milena Jesenská 
233 41 1925 10 24 Sat Národní listy 4 Leonhard Frank Raubíři (Román) Milena Jesenská 
234 42 1925 10 28 Wed Národní listy 9 Leonhard Frank Raubíři (Román) Milena Jesenská 
235 43 1925 11 4 Wed Národní listy 5 Leonhard Frank Raubíři (Román) Milena Jesenská 
236 44 1925 11 5 Thu Národní listy 4 Leonhard Frank Raubíři (Román) Milena Jesenská 





YR Date Day Publications Page Author Title Pen Name 
238 46 1925 11 7 Sat Národní listy 5 Leonhard Frank Raubíři (Román) Milena Jesenská 
239 47 1925 11 10 Tue Národní listy 3 Leonhard Frank Raubíři (Román) Milena Jesenská 
240 48 1925 11 12 Thu Národní listy 4 Leonhard Frank Raubíři (Román) Milena Jesenská 
241 49 1925 11 15 Sun Národní listy 9 Leonhard Frank Raubíři (Román) Milena Jesenská 
242 50 1925 11 17 Tue Národní listy 3 Leonhard Frank Raubíři (Román) Milena Jesenská 
243 51 1925 11 18 Wed Národní listy 4 Leonhard Frank Raubíři (Román) Milena Jesenská 
244 52 1925 11 19 Thu Národní listy 3 Leonhard Frank Raubíři (Román) Milena Jesenská 
245 53 1925 11 20 Fri Národní listy 3 Leonhard Frank Raubíři (Román) Milena Jesenská 
246 54 1925 11 21 Sat Národní listy 4 Leonhard Frank Raubíři (Román) Milena Jesenská 
247 55 1925 11 22 Sun Národní listy 3 Leonhard Frank Raubíři (Román) Milena Jesenská 
248 56 1925 11 25 Wed Národní listy 9 Leonhard Frank Raubíři (Román) Milena Jesenská 
249 57 1925 11 26 Thu Národní listy 3 Leonhard Frank Raubíři (Román) Milena Jesenská 
250 58 1925 11 28 Sat Národní listy 9 Leonhard Frank Raubíři (Román) Milena Jesenská 
251 59 1925 11 29 Sun Národní listy 9 Leonhard Frank Raubíři (Román) Milena Jesenská 
252 60 1925 12 1 Tue Národní listy 9 Leonhard Frank Raubíři (Román) Milena Jesenská 
253 61 1925 12 2 Wed Národní listy 3 Leonhard Frank Raubíři (Román) Milena Jesenská 
254 62 1925 12 3 Thu Národní listy 9 Leonhard Frank Raubíři (Román) Milena Jesenská 
255 63 1925 12 5 Sat Národní listy 9 Leonhard Frank Raubíři (Román) Milena Jesenská 
256 64 1925 12 6 Sun Národní listy 9 Leonhard Frank Raubíři (Román) Milena Jesenská 
257 65 1925 12 8 Tue Národní listy 3 Leonhard Frank Raubíři (Román) Milena Jesenská 
258 66 1925 12 9 Wed Národní listy 4 Leonhard Frank Raubíři (Román) Milena Jesenská 
259 67 1925 12 11 Fri Národní listy 9 Leonhard Frank Raubíři (Román) Milena Jesenská 
260 68 1925 12 12 Sat Národní listy 9 Leonhard Frank Raubíři (Román) Milena Jesenská 
261 69 1925 12 15 Tue Národní listy 4 Leonhard Frank Raubíři (Román) Milena Jesenská 







YR Date Day Publications Page Author Title Pen Name 
263 1 1928 1 7 Sat Pestrý Týden 12 Sven Elvestad Zmizení otce 
montrosa 
Milena 
264 2 1928 1 14 Sat Pestrý Týden 11 Sven Elvestad Zmizení otce 
montrosa 
Milena 
265 3 1928 1 28 Sat Pestrý Týden 12 Sven Elvestad Zmizení otce 
montrosa 
Milena Jesenská 
266 4 1928 2 4 Sat Pestrý Týden 10 Sven Elvestad Zmizení otce 
montrosa 
Milena Jesenská 
267 5 1928 2 11 Sat Pestrý Týden 10 Sven Elvestad Zmizení otce 
montrosa 
Milena Jesenská 
268 6 1928 2 18 Sat Pestrý Týden 10 Sven Elvestad Zmizení otce 
montrosa 
Milena Jesenská 
269 7 1928 2 25 Sat Pestrý Týden 10 Sven Elvestad Zmizení otce 
montrosa 
Milena Jesenská 
270 8 1928 3 3 Sat Pestrý Týden 10 Sven Elvestad Zmizení otce 
montrosa 
Milena Jesenská 
271 9 1928 3 10 Sat Pestrý Týden 12 Sven Elvestad Zmizení otce 
montrosa 
Milena Jesenská 
272 10 1928 3 17 Sat Pestrý Týden 10 Sven Elvestad Zmizení otce 
montrosa 
Milena Jesenská 
273 11 1928 3 24 Sat Pestrý Týden 12 Sven Elvestad Zmizení otce 
montrosa 
Milena Jesenská 
274 12 1928 3 31 Sat Pestrý Týden 10 Sven Elvestad Zmizení otce 
montrosa 
Milena Jesenská 







YR Date Day Publications Page Author Title Pen Name 
276 14 1928 4 14 Sat Pestrý Týden 14 Sven Elvestad Zmizení otce 
montrosa 
Milena Jesenská 
277 15 1928 4 21 Sat Pestrý Týden 10 Sven Elvestad Zmizení otce 
montrosa 
Milena Jesenská 
278 16 1928 4 28 Sat Pestrý Týden 10 Sven Elvestad Zmizení otce 
montrosa 
Milena Jesenská 
279 17 1928 5 5 Sat Pestrý Týden 10 Sven Elvestad Zmizení otce 
montrosa 
Milena Jesenská 
280 18 1928 5 12 Sat Pestrý Týden 10 Sven Elvestad Zmizení otce 
montrosa 
Milena Jesenská 
281 19 1928 5 19 Sat Pestrý Týden 10 Sven Elvestad Zmizení otce 
montrosa 
Milena Jesenská 
282 20 1928 5 26 Sat Pestrý Týden 10 Sven Elvestad Zmizení otce 
montrosa 
Milena Jesenská 
283 21 1928 6 2 Sat Pestrý Týden 10 Sven Elvestad Zmizení otce 
montrosa 
Milena Jesenská 
284 22 1928 6 9 Sat Pestrý Týden 8 Sven Elvestad Zmizení otce 
montrosa 
Milena Jesenská 
285 23 1928 6 16 Sat Pestrý Týden 10 Sven Elvestad Zmizení otce 
montrosa 
Milena Jesenská 
286 24 1928 6 23 Sat Pestrý Týden 10 Sven Elvestad Zmizení otce 
montrosa 
Milena Jesenská 
287 25 1928 6 30 Sat Pestrý Týden 10 Sven Elvestad Zmizení otce 
montrosa 
Milena Jesenská 
288 1 1929 6 29 Sat Lidové 
noviny 





YR Date Day Publications Page Author Title Pen Name 
289 1 1930 9 11 Thu Tvorba 574-575 Hannes MEYER Moje vyhození z 
Bauhausu. (Otevřený 
dopis panu starostovi 
Hesse – Dessava) 
Milena Jesenská 
290 1 1932 4   
 
Žijeme 15 Alfréd Polgar Krise a soukromý 
život 
M. K. 
291 1 1933 3 1  Tvorba 136-137 Theodor Balk Plyn m. K. 
292 2 1933 3 1  Tvorba 136-137 Ilja Ehrenburg Ledek m. K. 
293 3 1933 3 23 Thu Tvorba 176-177 Sidney Webb Demokracie a svoboda 
ve SSSR 
m. k. 
294 4 1933 3 23 Thu Tvorba 182-183 Doc. Dr. h. H. 
Hecht a Theodor 
Balk 
Zánik lidstva plynem m. k. 





296 6 1933 4 20  Tvorba 242-243 Ilja Ehrenburg Horst Wessel, hrdina a 
světec hitlerismu 
m. k. 

















YR Date Day Publications Page Author Title Pen Name 
301 2 1934 8 3  Tvorba 179-181 H. Vasilkovskij Vyšší zákon životní 
(něco o ruském 
nacionalismu) 
O-Kmk 
302 3 1934 8 17  Tvorba 210-211 Valerian Polanský Anton Pavlovič 
Čechov (K 30. Výročí 
jeho smrti 15. 7. 1904 – 
15. 7. 1934) 
Kmk a Vlčková 
303 1 1935 6 20  Tvorba 415-416 Bert Brecht Pět obtíží při psaní 
pravdy 
mk a zb. 
304 2 1935 6 27  Tvorba 432-433 Bert Brecht Pět obtíží při psaní 
pravdy 
mk a zb. 
305 3 1935 7 4  Tvorba 448-449 Bert Brecht Pět obtíží při psaní 
pravdy 
mk a zb. 







資料 8. イェセンスカーの記事データ一覧 
凡例・注記 
l Suppl., Columm（別刷 /欄 /号数 /連載）： 新聞・雑誌に掲載された欄、別刷（斜字で表示）及びその号数で、特筆すべきもの。
[DZ: Denní zprávy, DMS: Domov – móda – společnost, DSP: Dětem Svět práce, F: Feuilleton, MR: Modní revue, MS: Móda – 
společnost, NL Dětem: Národní listy Dětem, ŽDR: Žena, domácnost a rodina] 
l 書籍収録： イェセンスカーの当該記事が収録された、イェセンスカーが生前に出版した著書及び没後出版された著作集。  
Ø イェセンスカー著書  [C: Cesta k jednoduchosti (1926), Č: Člověk dělá šaty (1927), Š: Šťastnou cestu (1927)] 
Ø 著作集  [A: Alles ist Leben (1984), A‘: Alles ist Leben (2008), M: Mýtus Milena (1993), Z: Zvenčí a zevnitř (1996), N: Nad 
naše síly (1997), J: The Journalism of Milena Jesenská (2003), ｷ:『ミレナ  記事と手紙』 (2009), K: Milena Jesenská: 
Křižovatky (Výbor z díla) (2016)] 
l これまでの著作集に収録されていないもの、および伝記等でも引用ないし言及されていないものについて、網掛けで示した。 
l 当時の印刷には、現在のチェコ語の表記法と異なるものや印字ミス等散見されるが、当時の表記のままとしている。  
l 以下の記事は同一のものであり、リストには掲載するが、重複して数えないものとする。  
Ø 1922 年 4 月 8 日  „Hračky“：翌年 10 月 1 日掲載同名記事  
Ø 1925 年 12 月 13 日  „Ženám k Ježíšku.“および „Co dáme k Ježíšku dětem?“：同年 12 月 20 日掲載同名記事  











Articles Pen Name 
1 1 1919 12 30 Tue Tribuna F 1-2 A/M/ｷ/K Vídeň M. P. 
2 1 1920 1 15 Thu Tribuna F 1-2 A/K Kino M. P. 
3 2 1920 1 27 Tue Tribuna F 1-2 J/K Jak se ve Vídni lidé 
živí 
M. P. 
4 3 1920 2 22 Sun Tribuna  8  Masopust ve Vídni M. P. 
5 4 1920 3 11 Thu Tribuna F 1 K Život ve Vídni M. P. 
6 5 1920 3 14 Sun Tribuna Moda 10-11  Elegance M. P. 
7 6 1920 3 25 Thu Tribuna  1-2 K Děti ve Vídni M. J. 











Articles Pen Name 
9 8 1920 3 30 Tue Tribuna F 1-2 K Žena doma M. J. 
10 9 1920 4 4 Sun Tribuna Moda 15  Nutná jarní 
garderoba 
M. J. 
11 10 1920 5 5 Wed Tribuna Besídka 4  Jaro ve Vídni a v 
okolí 
Milena Jesenská 
12 11 1920 5 7 Fri Tribuna F 1  Velkoměstská 
vozidla 
Milena Jesenská 
13 12 1920 5 20 Thu Tribuna F 1-2 K V Pratru Milena Jesenská 
14 13 1920 5 23 Sun Tribuna Moda 9-10 K "Fešná" Vídeňačka M. J. 
15 14 1920 5 30 Sun Tribuna Besídka 7-8 K Vídeňské trhy Milena Jesenská 
16 15 1920 5 30 Sun Tribuna Moda 10  Prádlo M. J. 
17 16 1920 6 27 Sun Tribuna Moda 8  Modní "událost" M. J. 
18 17 1920 7 2 Fri Tribuna F 1-2 J/K Nový velkoměstský 
typus 
Milena Jesenská 
19 18 1920 7 4 Sun Tribuna Moda 7  Dětské šatečky M. J. 
20 19 1920 7 18 Sun Tribuna Moda 7  Cestování  
21 20 1920 7 25 Sun Tribuna Moda 7-8  Letní oděv M. J. 
22 21 1920 7 29 Thu Tribuna Besídka 5-6 K Mládež M. Jesenská 
23 22 1920 8 1 Sun Tribuna Moda 6 J Plavky M. J. 
24 23 1920 8 5 Thu Tribuna F 1  Velkoměsto v 
srpnu. 
M. Jesenská 
25 24 1920 8 7 Sat Tribuna F 1-2 J/K Nový velkoměstský 
typus. II. 
M. Jesenská 
26 25 1920 8 8 Sun Tribuna Moda 5  Oblek do deště M. 
27 26 1920 8 10 Tue Tribuna F 1-2 J/K Kavárna js- 













Articles Pen Name 
30 29 1920 8 15 Sun Tribuna Moda 6-7 K Modní výstavy M. J. 
31 30 1920 8 21 Sat Tribuna F 1-2 J Výkladní skříně M. J. 
32 31 1920 8 22 Sun Tribuna Moda 6 K Moda a sport M. J. 
33 32 1920 8 29 Sun Tribuna  6 K Malované šaty M. J. 
34 33 1920 9 14 Tue Tribuna Moda 4 K Kapsy a kabelky M. J. 
35 34 1920 9 18 Sat Tribuna F 1-2 K Břicho měst Milena Jesenská 
36 35 1920 9 19 Sun Tribuna F 1-2 K Život v horách M. J. 
37 36 1920 9 25 Sat Tribuna F 1-2 K Podunajsko – kraj 
Nibelungů 
M. J. 
38 37 1920 10 3 Sun Tribuna Moda 7-8  Nová moda pro 
zimu 
M. J. 
39 38 1920 10 10 Sun Tribuna Moda 6  Vlněné ozdoby M. J. 
40 39 1920 10 17 Sun Tribuna Moda 5-6  Vlněné prádlo – 
Vlněné rukavice a 
punčochy – Účesy 
s vlnou 
M. J. 
41 40 1920 10 24 Sun Tribuna Moda 5-6 J Domácnost a 
overall 
M. J. 




43 42 1920 10 31 Sun Tribuna F 1-2 K Nová krása Milena Jesenská 
44 43 1920 10 31 Sun Tribuna Moda 5  Šaty a výchova M. J. 
45 44 1920 11 5 Fri Tribuna F 1-2 J/K Tanec nad propastí A. X. Nessey 
46 45 1920 11 7 Sun Tribuna Moda 10  Obleky pro školení 
dětí 
 











Articles Pen Name 




49 48 1920 11 21 Sun Tribuna Moda 5  Dnešní pohostinství M. J. 
50 49 1920 11 28 Sun Tribuna Moda 7  Maličkosti M. J. 
51 50 1920 11 30 Tue Tribuna F 1-2 K Bývalá idyla – 
dnešní drama 
A. X. Nessey 
52 51 1920 12 5 Sun Tribuna Moda 6 K Dáma dnes a včera M. J. 
53 52 1920 12 9 Thu Tribuna F 1-3 K Cibulička almužnou A. X. Nessey 
54 53 1920 12 12 Sun Tribuna F 1-2 K Reklama A. X. Nessey 
55 54 1920 12 12 Sun Tribuna Moda 3-4  Šperky M. J. 
56 55 1920 12 18 Sat Tribuna F 1-2  Jaké hračky? A. X. Nessey 
57 56 1920 12 22 Wed Tribuna F 1-2  Vánoční dárky M. J: 
58 1 1921 1 1 Sat Tribuna Moda 16 K Ruční práce M. J. 
59 2 1921 1 1 Sat Tribuna DZ 18  Novoroční přání A. X. NESSEY 
60 3 1921 1 9 Sun Tribuna F 1 J/K Děti  - 
61 4 1921 1 23 Sun Tribuna Moda 6  Večerní toalety M. J. 
62 5 1921 1 27 Thu Tribuna F 1-3 A/J/ｷ/K Moje přítelkyně A. X. NESSEY 
63 6 1921 2 2 Wed Tribuna Moda 5  Nové bluzy k jaru M. J. 
64 7 1921 2 3 Thu Tribuna F 1-2 K Ti nahoře a ti dole A. X. NESSEY 
65 8 1921 2 6 Sun Tribuna Moda 6 K Maškarní plesy a 
redouty 
M. J. 
66 9 1921 2 11 Fri Tribuna F 1-2 K Filmový feuilleton A. X. NESSEY 
67 10 1921 2 13 Sun Tribuna Moda 7  Dopisy a 
navštívenky 
M. J. 
68 11 1921 2 15 Tue Tribuna F 1-2 K Útěk k bezmocným A. X. NESSEY 











Articles Pen Name 
70 13 1921 2 25 Fri Tribuna F 1-2 A/J/ｷ/K Tajemná vykoupení A. X. NESSEY 
71 14 1921 2 27 Sun Tribuna Moda 9   Pyjama M. J. 
72 15 1921 3 3 Thu Tribuna F 1-2 A/K Případ Jiřího 
Kaisera. 
A. X. NESSEY 
73 16 1921 3 11 Fri Tribuna F 1-2 K Kyč A. X. Nesey 
74 17 1921 3 13 Sun Tribuna Moda 5-6  Kostym a blůza M. J. 
75 18 1921 3 19 Sat Tribuna DZ 4  Práce a únava A. X. Nessey 
76 19 1921 3 20 Sun Tribuna Moda 8  Modní revue - 
77 20 1921 3 20 Sun Tribuna Moda 8  Obleky pro 
pracující ženy 
M. J. 
78 21 1921 3 26 Sat Tribuna F 1-2 K Všem drobným 
jarním kytičkám 
A. X. NESSEY 
79 22 1921 3 27 Sun Tribuna  11  Prádlo, klobouky, 
boty, rukavice 
M. J. 
80 23 1921 4 3 Sun Tribuna  5-6  Jarní pláště M. J. 
81 24 1921 4 10 Sun Tribuna  11  Maličkosti M. J. 
82 25 1921 4 16 Sat Tribuna F 1 A‘/ｷ Strašidlo svého 
zaměstnání 
A. X. NESSEY 
83 26 1921 4 16 Sat Tribuna F 2  Život a dílo Anatola 
France. 
A. X. NESSEY 
84 27 1921 4 17 Sun Tribuna  9  Vycházkové oděvy - 
85 28 1921 4 24 Sun Tribuna  9  Hedvábné šaty M. J. 
86 29 1921 4 29 Fri Tribuna F 1-2 J/K Melancholie v dešti A. X. NESSEY 
87 30 1921 4 29 Fri Tribuna F 2 A/K Reklama bídy A. X. NESSEY 
88 31 1921 5 3 Tue Tribuna  9-10  Letní šaty M. J. 
89 32 1921 5 8 Sun Tribuna  6  Cestování obleky - 











Articles Pen Name 
91 34 1921 5 29 Sun Tribuna MR č. 3 1  Tajemství malé 
kabelky 
- 
92 35 1921 5 29 Sun Tribuna MR č. 3 2  Šaty k různým 
příležitostem 
M. J. 
93 36 1921 5 29 Sun Tribuna MR č. 3 3-4  Na naše poměry M. J. 
94 37 1921 6 14 Tue Tribuna DZ 3 A/K Sen. Any where – 
out of the world 
A. X. NESSEY 
95 38 1921 6 19 Sun Tribuna Nedělní 
besídka 
5 A/K A v potu tváře své 
chléb si dobývali 
budeš 
A. X. NESSEY 
96 39 1921 6 22 Wed Tribuna F 1-2 K O všelijaké muzice A. X. NESSEY 




98 41 1921 6 26 Sun Tribuna MR č. 7 1-2  Školačky M. J. 
99 42 1921 7 3 Sun Tribuna MR č. 8 1-2  Dětské pokoje M. J. 
100 43 1921 7 3 Sun Tribuna MR č. 8 2  Obleky pro mladé 
maminky 
M. J. 
101 44 1921 7 10 Sun Tribuna MR č. 9 2-3  Moderní průmysl Milena J. 
102 45 1921 7 31 Sun Tribuna F 1-2 K Filozofie jídla A. X. Nessey 
103 46 1921 7 31 Sun Tribuna MR č. 12 2  Novinky v 
podzimní modě 
M. J. 
104 47 1921 8 7 Sun Tribuna MR č. 13 2  Pěstění těla v létě M. Y. 
105 48 1921 8 14 Sun Tribuna MR č. 14 1 K Něco o modě, 
ješitnosti a ženské 
povinnosti 
Milena J. 













Articles Pen Name 
107 50 1921 8 17 Wed Tribuna F 1-2 A/K Loučení, loučení A. X. Nessey 
108 51 1921 8 21 Sun Tribuna MR č. 15 2  Letní večer pod 
stromy 
Milena J. 
109 52 1921 8 21 Sun Tribuna MR č. 15 2-3  Šaty na venkov M. J. 
110 53 1921 8 28 Sun Tribuna MR č. 16 1-2  Obleky pro 
plachetní loďku 
Milena J. 
111 54 1921 9 11 Sun Tribuna MR č. 18 1  Na tenis Milena J. 
112 55 1921 9 11 Sun Tribuna MR č. 18 2 K Výchova sportem M. J. 
113 56 1921 9 18 Sun Tribuna MR č. 19 1  Poslední moda 
Paříže 
Milena 
114 57 1921 9 18 Sun Tribuna MR č. 19 3 K Výchova sportem II. Milena J. 
115 58 1921 9 25 Sun Tribuna MR č. 20 1-2  Účesy Milena J. 
116 59 1921 9 27 Tue Národní listy F 1-2 A/ｷ/K Okno Milena 
117 60 1921 10 9 Sun Tribuna MR č. 22 1 K Podzim v horách Milena J. 
118 61 1921 10 9 Sun Tribuna MR č. 22 2-3  Něco o bytech Milena J. 
119 62 1921 10 14 Fri Tribuna DZ 3 A Jak se dělá reklama A. X. Nessey 
120 63 1921 10 16 Sun Tribuna MR č. 23 1  Oděvy do deště Milena J. 
121 64 1921 10 16 Sun Tribuna MR č. 23 4  Rukavice Milena J. 
122 65 1921 10 23 Sun Tribuna MR č. 24 1-2  Co se nosí M. J. 
123 66 1921 10 23 Sun Tribuna MR č. 24 2-3  Límce Milena J. 
124 67 1921 10 25 Tue Tribuna F 3-4  První číslo A. X. Nessey 
125 68 1921 10 30 Sun Tribuna MR č. 25 1  Dětské kabátky Milena J. 
126 69 1921 10 30 Sun Tribuna MR č. 25 2  Květiny v pokoji Milena J. 
127 70 1921 10 30 Sun Tribuna MR č. 25 3  Jaké boty se hodí ke 
kterému obleku? 
Milena J. 
128 71 1921 11 3 Thu Tribuna F 3-4 K Tři šestnáctileté A. X. Nessey 











Articles Pen Name 
130 73 1921 11 6 Sun Tribuna MR č. 26 2  Jak se zdobí ruka Milena J. 
131 74 1921 11 6 Sun Tribuna MR č. 26 3  Před spaním Milena J. 
132 75 1921 11 6 Sun Tribuna MR č. 26 3  Ranní a večerní 
domácí čepečky 
Milena J. 
133 76 1921 11 12 Sat Tribuna Denní 
Zprávy 
3 K Co jen ty lidi vod 
něj chtějí? 
A. X. N. 
134 77 1921 11 13 Sun Tribuna MR č. 27 1  Kožešinové ozdoby Milena J. 
135 78 1921 11 13 Sun Tribuna MR č. 27 1-2  Večerní toalety Milena J. 
136 79 1921 11 20 Sun Tribuna MR č. 28 1-2  Odpolední čaj Milena J. 
137 80 1921 11 20 Sun Tribuna MR č. 28 2  Co se vyšívá Milena J. 




139 82 1921 11 27 Sun Tribuna MR č. 29 1  Co ke kostymu Milena J. 
140 83 1921 11 27 Sun Tribuna MR č. 29 2-4  Jak šetřiti šatů? Milena J. 
141 84 1921 12 4 Sun Tribuna MR č. 30 1  Dětem k Mikuláši M. J. 
142 85 1921 12 11 Sun Tribuna MR č. 31 3-4  Pláště Milena J. 
143 86 1921 12 18 Sun Tribuna MR č. 32 1-2  Ženin úkol 
v domácnosti 
Milena J. 
144 87 1921 12 18 Sun Tribuna MR č. 32 4  Žena při práci a 
doma 
M. J. 
145 88 1921 12 25 Sun Tribuna MR č. 33 1  Vánoční dárky a 
moda 
Milena J. 
146 89 1921 12 25 Sun Tribuna MR č. 33 2  Domácí střevíčky Milena J. 
147 1 1922 1 1 Sun Tribuna MR č. 34 1  Muž v modním 
zrcadle 
Milena J. 











Articles Pen Name 
149 3 1922 1 8 Sun Tribuna MR č. 35 1  Obleky ke sportu Milena J. 
150 4 1922 1 22 Sun Tribuna MR č. 37 3-4  Ruční práce M. J. 
151 5 1922 1 29 Sun Tribuna MR č. 38 1  Hračky velikých 
dětí 
Milena J. 
152 6 1922 2 4 Sat Tribuna F 4-5 K Slečna Čička Milena 
153 7 1922 2 5 Sun Tribuna MR č. 39 2-3  Jarní kostymy Milena 




155 9 1922 2 11 Sat Tribuna F 3  Raxalpa A. X. NESSEY 
156 10 1922 2 12 Sun Tribuna MR č. 40 1  Paříž a New-York Milena J. 
157 11 1922 2 12 Sun Tribuna MR č. 40 1-2  Vlněná jarní moda Milena J. 
158 12 1922 2 12 Sun Tribuna MR č. 40 2-3  Co a z čeho? Milena J. 
159 13 1922 2 19 Sun Tribuna MR č. 41 2-3  Doma na jaře Milena J. 
160 14 1922 2 19 Sun Tribuna MR č. 41 3-4  Nové ozdoby 
jarních a letních 
obleků 
Milena J. 
161 15 1922 2 26 Sun Tribuna MR č. 42 1  Moderní pasy Milena 
162 16 1922 3 4 Sat Tribuna F 4 K Vulgární literatura A. X. NESSEY 
163 17 1922 3 5 Sun Tribuna MR č. 43 1  Kabáty Milena 
164 18 1922 3 5 Sun Tribuna MR č. 43 3-4  Punčochy a 
podvazky 
Milena J. 
165 19 1922 3 12 Sun Tribuna MR č. 44 2-3  Obleky do deště Milena 
166 20 1922 3 12 Sun Tribuna MR č. 44 4-5  Důležitost pěstění 
těla 
Milena J. 
167 21 1922 3 12 Sun Tribuna MR č. 44 5-7  Kapesníky Milena 











Articles Pen Name 
169 23 1922 3 19 Sun Tribuna MR č. 45 1-2  Slunečník Milena J. 
170 24 1922 3 19 Sun Tribuna MR č. 45 2  Kostýmy Milena 
171 25 1922 3 19 Sun Tribuna MR č. 45 4-5  Obuv Milena 
172 26 1922 4 2 Sun Tribuna MR č. 47 1-2  Klobouky na jaro. 
Dopis z Vídně 
Milena 
173 27 1922 4 2 Sun Tribuna MR č. 47 3-4  Vycházkové obleky. 
Dopis z Vídně 
Milena 
174 28 1922 4 2 Sun Tribuna MR č. 47 5-7  Velkoměstské 
zlozvyky 
M. J. 
175 29 1922 4 4 Tue Tribuna DZ 3-4 A/ｷ Vídeň A. X. NESSEY 
176 30 1922 4 8 Sat Národní listy F 1-2  Hračky Milena Jesenská 
177 31 1922 4 9 Sun Tribuna MR č. 48 1-2  Prádlo Milena 
178 32 1922 4 16 Sun Tribuna MR č. 49 4-5  Úplná garderoba 
pro ženu, která 
nemá mnoho peněz 
Milena 
179 33 1922 4 23 Sun Tribuna MR č. 50 3-4  Na dostihy Milena J. 
180 34 1922 4 23 Sun Tribuna MR č. 50 5-7  Kabelky Milena 




182 36 1922 4 30 Sun Tribuna MR č. 51 4-5  Rukavice na jaro a 
léto 
Milena 
183 37 1922 5 7 Sun Tribuna MR č. 52 1-2  O oblékání ke 
sportu 
Milena 
184 38 1922 5 14 Sun Tribuna MR č. 53 3  Dopis z Vídně Milena  













Articles Pen Name 
186 40 1922 5 28 Sun Tribuna MR č. 55 3-4  Zástěry do práce Milena 
187 41 1922 6 11 Sun Tribuna MR č. 57 2-3  V lázních Milena 
188 42 1922 6 17 Sat Tribuna F 3 J/K Povrchní povídání 
o vážném předmětě 
A. X. Nessey 
189 43 1922 6 25 Sun Tribuna MR č. 59 1  Jak se zdobí prádlo 
v Paříži 
Milena 
190 44 1922 6 25 Sun Tribuna MR č. 59 2-3  Dětské šaty pro 
velké 
Milena 
191 45 1922 6 25 Sun Tribuna MR č. 59 4-5  Kravaty a bluzy Milena 
192 46 1922 7 2 Sun Tribuna MR č. 60 1  Co si máme vzít s 
sebou? 
Milena 
193 47 1922 7 2 Sun Tribuna MR č. 60 5  Přepychové prádlo Milena 
194 48 1922 7 9 Sun Tribuna MR č. 61 1-2  Do zahrady Milena 
195 49 1922 7 9 Sun Tribuna MR č. 61 3  Úprava vlasů Milena 
196 50 1922 7 9 Sun Tribuna MR č. 61 3  Co bude nového Milena 
197 51 1922 7 9 Sun Tribuna MR č. 61 4  Na venek Milena  
198 52 1922 7 20 Thu Národní listy F 1-2 K Charlie Chaplin Milena 
JESENSKÁ 
199 53 1922 7 28 Fri Tribuna DZ 3 A/K Chvála kyče! A. X. Nessey 
200 54 1922 7 30 Sun Národní listy F 2 J/K K psychologii nové 
společnost 
Milena Jesenská 
201 55 1922 7 30 Sun Tribuna MR č. 62 1  Letní kostýmy Milena 
202 56 1922 8 6 Sun Tribuna MR č. 63 1-2  Aristokratická 
nemodernost 
Milena 
203 57 1922 8 13 Sun Tribuna MR č. 64 1  Večer před spaním Milena 
204 58 1922 8 20 Sun Tribuna MR č. 65 1-2  Toiletní stolek Milena 











Articles Pen Name 
206 60 1922 8 20 Sun Tribuna MR č. 65 3  Stuhy a stužky Milena 
207 61 1922 8 27 Sun Tribuna MR č. 66 1  Ještě vlna - 
208 62 1922 8 27 Sun Tribuna MR č. 66 1-2  Podzimní klobouky Milena 
209 63 1922 8 27 Sun Tribuna MR č. 66 2-3  Boty a punčochy Milena 
210 64 1922 9 3 Sun Národní listy F 2-3 K Výkladní skříně. Milena 
JESENSKÁ 
211 65 1922 9 3 Sun Tribuna F 2  Milionářem snadno 
a rychle čili 
Kocourkov XX. 
století 
A. X. NESSEY 
212 66 1922 9 3 Sun Tribuna MR č. 67 2-3  Bluzy Milena 
213 67 1922 9 3 Sun Tribuna MR č. 67 4-5  Novinky 1922 Milena 
214 68 1922 9 17 Sun Tribuna MR č. 67 5  Sukně Milena 
215 69 1922 9 24 Sun Tribuna MR č. 70 3-4  Prádlo Milena 
216 70 1922 9 24 Sun Tribuna MR č. 70 1-2  Pánské drobnosti Milena 
217 71 1922 9 24 Sun Tribuna MR č. 70 2-3  Zástěry Milena 
218 72 1922 9 24 Sun Tribuna MR č. 70 3-4  Pozdravy Milena 
219 73 1922 10 1 Sun Tribuna MR č. 71 1  Na koně Milena  
220 74 1922 10 1 Sun Tribuna MR č. 71 2-3  Kabely a kabelky Milena  
221 75 1922 10 1 Sun Tribuna MR č. 71 3  Malé večerní šaty Milena  
222 76 1922 10 15 Sun Tribuna MR č. 73 3  Ruční práce Milena 
223 77 1922 10 15 Sun Tribuna MR č. 73 5  Živá petit-poins Milena 
224 78 1922 10 22 Sun Tribuna MR č. 74 1  Moda a materiál Milena 
225 79 1922 10 22 Sun Tribuna MR č. 74 1-2  Krátké kožíšky Milena 
226 80 1922 10 22 Sun Tribuna MR č. 74 5  A ještě matelasé Milena 











Articles Pen Name 




229 83 1922 10 29 Sun Tribuna MR č. 75 2  Šály Milena 
230 84 1922 10 29 Sun Tribuna MR č. 75 2-3  Límečky a límce Milena 
231 85 1922 10 29 Sun Tribuna MR č. 75 3-4  Kabáty Milena 
232 86 1922 10 29 Sun Tribuna MR č. 75 5-7  Šperky Milena 
233 87 1922 11 5 Sun Národní listy F 2 K Paříž nebo Londýn X. X. X. 
234 88 1922 11 5 Sun Tribuna MR č. 76 2-3  Klobouky a závoje Milena 
235 89 1922 11 5 Sun Tribuna MR č. 76 6-7  Listárna redakce Milena 
236 90 1922 11 12 Sun Tribuna MR č. 77 1-2  Odpolední obleky Milena 
237 91 1922 11 12 Sun Tribuna MR č. 77 2  Kožešinové ozdoby Milena 
238 92 1922 11 19 Sun Tribuna MR č. 78 2  Vlna Milena 
239 93 1922 11 23 Thu Národní listy F 1 A/ｷ/K Mládí Milena 
JESENSKÁ 





241 95 1922 12 3 Sun Tribuna MR č. 80 2-3  Večerní toilety a 
pláště 
Milena 
242 96 1922 12 3 Sun Tribuna MR č. 80 5  Rukavice Milena 
243 97 1922 12 5 Tue Národní listy  3  Svátek dětí  X. 
244 98 1922 12 14 Thu Národní listy Moda 3 K Dáma X. 
245 99 1922 12 15 Fri Národní listy F 1 K Der blaue Vogel Milena 
JESENSKÁ 
246 100 1922 12 17 Sun Tribuna MR č. 82 3 K Něco nového, co my 
nositi nebudeme 
Milena 











Articles Pen Name 
248 102 1922 12 17 Sun Národní listy  12 K Dáreček od srdce X. 
249 103 1922 12 20 Wed Národní listy F 1 K Dvě kobylky na 
ulici 
F. X. Nessey 
250 104 1922 12 24 Sun Národní listy Moda 2  Moderní ozdoby 
obleků 
X. 
251 105 1922 12 24 Sun Národní listy  5  Stromeček X. 
252 106 1922 12 24 Sun Tribuna MR č. 83 5  Francouzské 
kostymy 
Milena 
253 107 1922 12 29 Fri Národní listy  3  Obuv do bláta X. 
254 108 1922 12 31 Sun Tribuna MR č. 84 4  Dlouhé kožichy Milena 
255 1 1923 1 4 Thu Národní listy  3 K Zajímaví lidé. A. X. Nessey 
256 2 1923 1 11 Thu Národní listy Moda 4  Do sněhu. X. 
257 3 1923 1 14 Sun Národní listy  5 K Novinky v 
modenním světě. 
X. 
258 4 1923 1 18 Thu Národní listy F 1-2 C5./A/J/ｷ
/K 
‘Ďábel u krbu’ Milena 
JESENSKÁ 
259 5 1923 1 20 Sat Národní listy  3 A/K Osudové sensace? A. X. Nessey 
260 6 1923 1 21 Sun Národní listy Moda 3   Moderní punčochy. Milena 
261 7 1923 1 25 Thu Národní listy  4 Č17./K Kůže. MILENA 
262 8 1923 1 28 Sun Národní listy  4 Č1./J/K Koupelna, tělo a 
elegance 
Milena Jesenská 
263 9 1923 2 1 Thu Národní listy  4  Vlna. MILENA 
264 10 1923 2 4 Sun Národní listy  4 Č19./K Límečky. MILENA 
265 11 1923 2 8 Thu Národní listy  3 K Drobnosti, které 
rozveselí příbytek. 
MILENA 
266 12 1923 2 11 Sun Národní listy  4  Maličkosti a velké 












Articles Pen Name 
267 13 1923 2 15 Thu Národní listy  4  Bluzy. MILENA 





269 15 1923 2 25 Sun Národní listy  4   Rozprávka o 
barvách o modě. 
MILENA 




271 17 1923 3 4 Sun Národní listy  4  Ty slibné kostymy. Milena 
272 18 1923 3 8 Thu Národní listy  4 K Dopisy MILENA 
273 19 1923 3 13 Tue Národní listy  5 K Klobouky Milena 
274 20 1923 3 15 Thu Národní listy  4  K Intimní světlo MILENA 
275 21 1923 3 18 Sun Národní listy  5 K Košilky. MILENA 
276 22 1923 3 22 Thu Národní listy Moda 3-4  K Kniha a knihovna. MILENA 
277 23 1923 3 24 Sat Národní listy F 1-2 K Výkřik zmučeného 
člověka 
A. X. NESSEY 
278 24 1923 3 25 Sun Národní listy  4 Č15./K Do deště. Milena 
279 25 1923 3 29 Thu Národní listy  4  Květiny ve váze MILENA 
280 26 1923 4 5 Thu Národní listy  4  Monogramy. Milena 




282 28 1923 4 8 Sun Národní listy  5  Děti na jaře. Milena 
283 29 1923 4 15 Sun Národní listy  10  Prádlo. MILENA 
284 30 1923 4 19 Thu Národní listy  4  Moderní cape. MILENA 











Articles Pen Name 
286 32 1923 4 26 Thu Národní listy  4  Několik výbav do 
různých koutů. K 
moři. 
MILENA 
287 33 1923 4 29 Sun Národní listy  10  Do lázní. MILENA 
288 34 1923 5 3 Thu Národní listy  4  Pro muže, aby 
neřekli 
MILENA 
289 35 1923 5 6 Sun Národní listy Moda 3   Vhodné a 
nevhodné. 
MILENA 
290 36 1923 5 10 Thu Národní listy  4 Č21./K Pro sport. MILENA 
291 37 1923 5 13 Sun Národní listy  11  Vycházkové obleky. Milena 




293 39 1923 5 20 Sun Národní listy F 2   V poledne na 
Příkopech 
A. X. NESSEY 
294 40 1923 5 20 Sun Národní listy  9  Pro sport na 
trávníku 
Milena 




296 42 1923 5 31 Thu Národní listy  3  Vzduch a volnost 
dětem. 
MILENA 
297 43 1923 6 3 Sun Národní listy  4  Šperky. MILENA 
298 44 1923 6 7 Thu Národní listy Moda 4 Č20./K Pro večer a ráno Milena 











Articles Pen Name 






301 47 1923 6 12 Tue Národní listy F 1  C15./M/K Příčina nebo 
účinek?  
Milena Jesenská 
302 48 1923 6 14 Thu Národní listy Moda 3   Hadříky na letní 
byt. 
Mileny 
303 49 1923 6 17 Sun Národní listy F 2 K Dávejte žebrákům! A. X. Nessey 
304 50 1923 6 17 Sun Národní listy  3  Co si počneme? Milena 
305 51 1923 6 21 Thu Národní listy  4  Do vody Milena 
306 52 1923 6 24 Sun Národní listy Moda 4   Devět párů bot a 
botek. 
Mileny 
307 53 1923 7 1 Sun Národní listy Moda 4   Jaké šaty bychom 
nosily, kdyby bylo 
slunečno. 
MILENA 
308 54 1923 7 5 Thu Národní listy Moda 4   Stolečku, prostři se. Milena 
309 55 1923 7 5 Thu Národní listy Moda 5   Moje milé čtenářky! Milena 
310 56 1923 7 8 Sun Národní listy Moda 3   Do zahrady. Milena 
311 57 1923 7 12 Thu Národní listy Moda 3   Plissé. Milena 
312 58 1923 7 15 Sun Národní listy Moda 4   Sklo a porculán. Milena 
313 59 1923 7 19 Thu Národní listy Moda 3   Účesy. Milena 
314 60 1923 7 22 Sun Národní listy Moda 3   Švihák a elegán. Milena 
315 61 1923 7 25 Wed Národní listy F 1  Dobrý plakát Milena Jesenská 













Articles Pen Name 
317 63 1923 7 29 Sun Národní listy Moda 5   Něco pro 
domácnosti. 
Milena 
318 64 1923 8 2 Thu Národní listy Moda 2   Pěstění těla. Milena 
319 65 1923 8 5 Sun Národní listy Moda 5   Bluzy pro pozdní 
léto. 
Milena 
320 66 1923 8 9 Thu Národní listy Moda 3   Klobouky na 
podzim. 
Milena 




322 68 1923 8 12 Sun Národní listy Moda 3   Něco, co snad ani k 
modě nepatří. 
Milena 
323 69 1923 8 16 Thu Národní listy Moda 3   Hedvábné šaty. Milena 
324 70 1923 8 19 Sun Národní listy Moda 4   Smutečný úbory. Milena 
325 71 1923 8 23 Thu Národní listy Moda 4 C9./K Kavalír. Milena 
326 72 1923 8 26 Sun Národní listy Moda 4   Župany a něco pro 
doma. 
Milena 
327 73 1923 9 2 Sun Národní listy  13  Kabátky na podzim. Milena 
328 74 1923 9 6 Thu Národní listy Moda 4  Něco o prádle. Milena 
329 75 1923 9 8 Sat Národní listy  13  Polodlouhé kabáty. Milena 
330 76 1923 9 13 Thu Národní listy Moda 3   Podzimní kostymy. Milena 
331 77 1923 9 16 Sun Národní listy  10  Šaty zdobené 
kožešinou. 
Milena 
332 78 1923 9 20 Thu Národní listy Moda 4-5  Nová služebná. Milena 















Articles Pen Name 
335 81 1923 9 28 Fri Národní listy  2 K Nepřítel A. X. Nessey 
336 82 1923 9 30 Sun Národní listy  4  Moda výstřihu. Milena 
- - 1923 10 1 Mon Eva č. 10-11 293-
295 
 Hračky. Milena Jesenská 
337 83 1923 10 4 Thu Národní listy Moda 3   Na svatbu! Milena 
338 84 1923 10 7 Sun Národní listy  5  Mladým 
maminkám. Bebe 
Milena 
339 85 1923 10 11 Thu Národní listy  5  Kolébky Milena 
340 86 1923 10 14 Sun Národní listy  13  Prostřený stůl Milena 
341 87 1923 10 18 Thu Národní listy  5  Taneční hodiny. Milena 
342 88 1923 10 21 Sun Národní listy  10  Mamince k Ježíšku! Milena 
343 89 1923 10 23 Tue Národní listy F 1-2 Š/A/ｷ/K Srdce na zkušené Milena Jesenská 
344 90 1923 10 25 Thu Národní listy Moda 4   Podzimní 
strakatosti. 
Milena 
345 91 1923 10 28 Sun Národní listy  9  Zařízení bytu. Milena 
346 92 1923 10 28 Sun Národní listy  9  - (P. S.) - 
347 93 1923 11 1 Thu Národní listy Moda 9   Nová linie. Milena 
348 94 1923 11 4 Sun Národní listy  5  Schovám ti to 
chlapečku, až budeš 
velký. 
Milena 
349 95 1923 11 8 Thu Národní listy  5  Co zdobí kuchyň? 
Všecko možné. 
Milena 
350 96 1923 11 11 Sun Národní listy  4-5  Mužům do výbavy Milena 
351 97 1923 11 15 Thu Národní listy  5  Zimní kostýmy. Milena 
352 98 1923 11 18 Sun Národní listy  5  Krátké kožichy, čili 
chvála psům, 












Articles Pen Name 




354 100 1923 11 22 Thu Národní listy  4 C8./J/K Thema, které k 
modě nepatří 
Milena 
355 101 1923 11 25 Sun Národní listy  5  Co k ježíšku? Milena 
356 102 1923 11 29 Thu Národní listy  5 J/K Krásná žena Milena 
357 103 1923 12 2 Sun Národní listy  4 K Dobrou knihu 
dětem 
Milena 
358 104 1923 12 2 Sun Národní listy  13  K předvánočnímu 
generálnímu 
uklízení – Co zdobí 
kuchyň? 
Milena 
359 105 1923 12 4 Tue Národní listy  9  Dětská svačina Milena 
360 106 1923 12 6 Thu Národní listy  5 Č11./K Na lyže. Milena 
361 107 1923 12 13 Thu Národní listy  4  Pláště  Milena 
362 108 1923 12 16 Sun Národní listy  13  Vánoční stromeček Milena 
363 109 1923 12 20 Thu Národní listy  4  Boty na vybranou. Milena 
364 110 1923 12 23 Sun Národní listy Moda 5  Večerní toilety. Milena 
365 111 1923 12 25 Tue Národní listy  13  Dobrá hospodyně Milena 
366 112 1923 12 30 Sun Národní listy  10  Moderní praktický 
nábytek. 
Milena 
367 1 1924 1 3 Thu Národní listy Moda 4  Ruské bluzy. Milena 
368 2 1924 1 6 Sun Národní listy  10 Č13./K O výbavě do sněhu 
pro hořejších deset 
tisíc. 
Milena 













Articles Pen Name 
370 4 1924 1 12 Sat Národní listy F 1-2 J/K Od člověka 
k člověku. 
Milena 
371 5 1924 1 13 Sun Národní listy  10  Hodiny. Milena 
372 6 1924 1 17 Thu Národní listy  5 K Masopust. Milena 
373 7 1924 1 20 Sun Národní listy  10  Podušky. Vlnou a 
taky něco nového. 
Milena 
374 8 1924 1 24 Thu Národní listy  4 K Děti a rodiče. Milena 
375 9 1924 1 27 Sun Národní listy  5  Malby stěn. Milena 
376 10 1924 1 31 Thu Národní listy  5  Záclony. Ruční 
práce. 
Milena 
377 11 1924 2 2 Sat Národní listy DZ 2-3  Zimní květiny Milena 
378 12 1924 2 2 Sat Národní listy Anketa 10  Dětem od desíti do 
dvaceti let – 
Výsledek soutěže 
Milena 
379 13 1924 2 2 Sat Národní listy Nová 
soutěž 
(Anketa) 





380 14 1924 2 7 Thu Národní listy  5  Co je nového v 
modním světě? 
Milena 
381 15 1924 2 10 Sun Národní listy  5 K Dětské zástěrky Milena 
382 16 1924 2 14 Thu Národní listy  4  Moderní tance Milena 
383 17 1924 2 17 Sun Národní listy  5  Něco pro pány. Milena 
384 18 1924 2 17 Sun Národní listy Listárna 
redakce. 
5  Švadlena do domu! Milena 











Articles Pen Name 
386 20 1924 2 21 Thu Národní listy  5  Českým kreslířům a 
kreslířkám 
Milena Jesenská 
387 21 1924 2 22 Fri Národní listy Večerní v. 
/ F 
1  A/ｷ/K Chaplinova 
Pařížská maitressa 
A. X. Nessey 
388 22 1924 2 24 Sun Národní listy  10  Jaké budeme 
potřebovat látky na 
jaro? 
Milena 
389 23 1924 2 28 Thu Národní listy  5  Do trhu Milena 
390 24 1924 3 2 Sun Národní listy  11  Moderní šátky Milena 
391 25 1924 3 2 Sun Národní listy  11  Dětem do dvaceti 
let. 
Milena 
392 26 1924 3 6 Thu Národní listy  5 Š/K Sluníčku vstříc! Milena 
393 27 1924 3 9 Sun Národní listy Anketa 10  Co byste dělali, 
kdybyste měli 




394 28 1924 3 9 Sun Národní listy Anketa 10  Třetí anketa: Co 
jsem udělal na světě 
nejhezčího a co 
nejošklivějšího? 
- 
395 29 1924 3 13 Thu Národní listy  5 Š/K Omnia mea mecum 
porto 
Milena 
396 30 1924 3 16 Sun Národní listy  13  Anglické kostymy Milena 
397 31 1924 3 20 Thu Národní listy  5  Jarní klobouky. Milena 
398 32 1924 3 23 Sun Národní listy  5 Č23./K Budoucí maminky Milena 











Articles Pen Name 
400 34 1924 3 30 Sun Národní listy  10  Francouzské 
kostymy 
Milena 
401 35 1924 4 3 Thu Národní listy  5  Prádýlko pro děti Milena 
402 36 1924 4 6 Sun Národní listy  10 Č16./K Boty a střevíce Milena 
403 37 1924 4 10 Thu Národní listy Moda 5  Novinky ze všech 
koutů světa sebrané 
Milena 
404 38 1924 4 13 Sun Národní listy  10  Účes 1924 Milena 
405 39 1924 4 17 Thu Národní listy  5  O moderních 
barvách 
Milena 
406 40 1924 4 20 Sun Národní listy  10  Na tenis Milena 
407 41 1924 4 20 Sun Národní listy  13-16 K Povídka o opici 
Bimbě a slonu 
Džimi 
Milena Jesenská 
408 42 1924 4 24 Thu Národní listy  5  Trestání dětí Milena 
409 43 1924 4 27 Sun Národní listy Anketa 10  Naše třetí anketa. Milena 
410 44 1924 4 27 Sun Národní listy Anketa 10  Čtvrtá anketa. Milena 
411 45 1924 5 1 Thu Národní listy  9 Č27./K Všeho s měrou Milena 
412 46 1924 5 4 Sun Národní listy  10  Život v lázních Milena 
413 47 1924 5 8 Thu Národní listy  12  Dětem pro léto Milena 
414 48 1924 5 8 Thu Národní listy  5 Č14./K Do vody Milena 
415 49 1924 5 11 Sun Národní listy  10  Stolek, jenž je 
současně lampou. 
Milena 
416 50 1924 5 15 Thu Národní listy  5  K moři čili "Paní 
Mileno, co si mám 
vzít s sebou?" 
Milena 













Articles Pen Name 
418 52 1924 5 20 Tue Národní listy F 1-2  Neznámí známí Milena Jesenská 
419 53 1924 5 22 Thu Národní listy  5  Ložní prádlo do 
výbavy. 
Milena 
420 54 1924 5 22 Thu Národní listy  5  Našim 
hospodyňkám! 
Milena 
421 55 1924 5 25 Sun Národní listy  10 Č32./K Na venek Milena 
422 56 1924 5 25 Sun Národní listy  10  Monogramy Milena 




424 58 1924 5 28 Wed Národní listy Ze dne 3  Posedlí A. X. N. 
425 59 1924 5 29 Thu Národní listy  5  Revoluci parapleti! Milena 
426 60 1924 5 29 Thu Národní listy  5  Co s vejci? Milena 
427 61 1924 6 1 Sun Národní listy Ze dne 3  Kam s ním? A. X. N: 
428 62 1924 6 1 Sun Národní listy  10  Pro starší dámy. Milena 
429 63 1924 6 1 Sun Národní listy  10  Naše děti. Milena 
430 64 1924 6 1 Sun Národní listy  10  Recepty Milena 
431 65 1924 6 4 Wed Národní listy Ze dne 3  Kam se poděly (ty 




432 66 1924 6 5 Thu Národní listy  5 K Po světě s rancem 
na zádech 
Milena 
433 67 1924 6 5 Thu Národní listy  5  Recepty Milena 
434 68 1924 6 6 Fri Národní listy  5 A/Z/ｷ/K Franz Kafka Milena Jesenská 
435 69 1924 6 8 Sun Národní listy Ze dne 3  Dvě hádanky pro 
dobré psychology 











Articles Pen Name 
436 70 1924 6 8 Sun Národní listy  13 Č7./K Přes hory a doly, 
nohy mne nebolí 
Milena 




438 72 1924 6 11 Wed Národní listy Ze dne 2  Mah jongg A. X. N. 
439 73 1924 6 12 Thu Národní listy  5 K Vazba knih. Milena 
440 74 1924 6 12 Thu Národní listy  5  Americké obrázky 
dětských šatiček 
Milena 
441 75 1924 6 12 Thu Národní listy  5  Recepty Milena 
442 76 1924 6 15 Sun Národní listy  10  Auto, motocykl, 
kolo. 
Milena 
443 77 1924 6 19 Thu Národní listy  5 K Košíček na šití. Milena 
444 78 1924 6 22 Sun Národní listy  5  Na koně. Milena 
445 79 1924 6 26 Thu Národní listy  5  O umění chutného 
podání jídla. 
Milena 
446 80 1924 6 29 Sun Národní listy  10  K vodě. Milena 
447 81 1924 6 29 Sun Národní listy  10  Hospodyňky! Milena 
448 82 1924 7 3 Thu Národní listy  5  Něco pěkného do 
kuchyně. 
Milena 
449 83 1924 7 6 Sun Národní listy  5  Záclony Milka / Milena 











Articles Pen Name 
451 85 1924 7 13 Sun Národní listy  5 K O zmrzlině, 
vytrhnutém zubu – 
a takto varování 
všem malým dětem, 
aby se nedaly 
napáliti. 
Milena 
452 86 1924 7 17 Thu Národní listy  4  Veselá výzdoba 
dětského pokoje 
Milena 
453 87 1924 7 20 Sun Národní listy  10  Muži na pláži. Milena 
454 88 1924 7 24 Thu Národní listy  3 K Ex libris  Milena 
455 89 1924 7 27 Sun Národní listy  6  Dečky. Milena 
456 90 1924 7 31 Thu Národní listy  4  První starost 
podzimu. 
Milena 
457 91 1924 9 4 Thu Národní listy  5  Moderní malba 
pokojů. 
Milena 
458 92 1924 9 4 Thu Národní listy  5  Všem Milena 
459 93 1924 9 7 Sun Národní listy  10  Hospodyňkám. Milena 
460 94 1924 9 11 Thu Národní listy  5  To nešťastné 
mikado 
Milena 
461 95 1924 9 14 Sun Národní listy  10 C14./K O umění potěšiti. Milena 
462 96 1924 9 18 Thu Národní listy  5  Babí léto Milena 
463 97 1924 9 21 Sun Národní listy  10  Kabáty na zimu. Milena 
464 98 1924 9 25 Thu Národní listy (Anketa) 5 K O zdvořilosti Milena 
465 99 1924 9 28 Sun Národní listy  10  Kostymy. Milena 
466 100 1924 10 2 Thu Národní listy  5  Kabátky pro děti. Milena 
467 101 1924 10 5 Sun Národní listy  10  Klobouky. Milena 











Articles Pen Name 
469 103 1924 10 9 Thu Národní listy Anketa 5  K anketě o 
zdvořilosti 
- 
470 104 1924 10 12 Sun Národní listy  10  Garderoba také 
důležitá. 
Milena 
471 105 1924 10 12 Sun Národní listy Anketa 10  Anketa pro děti. Milena 
472 106 1924 10 16 Thu Národní listy  5  Pohádky a děti. Milena 
473 107 1924 10 17 Fri Národní listy Ze dne 3  Památce hrdinově M. 
474 108 1924 10 19 Sun Národní listy  10  Mamince Milena 
475 109 1924 10 19 Sun Národní listy  10  Čokoláda s 
česnekem. 
Milena 
476 110 1924 10 23 Thu Národní listy  5  Kabelky. Milena 
477 111 1924 10 26 Sun Národní listy  5  Dárky k Ježíšku. Milena 
478 112 1924 10 30 Thu Národní listy  9  Plesové toilety. Milena 
479 113 1924 11 1 Sat Národní listy  10  Otoman Milena 
480 114 1924 11 1 Sat Národní listy  10 K Otevřený dopis 
malíři Ladovi! 
Milena Jesenská 
481 115 1924 11 6 Thu Národní listy  5  Kožichy a kožešiny Milena 
482 116 1924 11 9 Sun Národní listy  10  Střevíce a sněhovky Milena 
483 117 1924 11 13 Thu Národní listy  5  Komoda po babičce. Milena 
484 118 1924 11 16 Sun Národní listy  10  Čaje. Milena 
485 119 1924 11 20 Thu Národní listy  5-6 Č28./K Moderní prádlo a 
moderní jeho vyšití. 
- 














Articles Pen Name 




488 122 1924 11 27 Thu Národní listy  6  Na lyže. Milena 
489 123 1924 11 30 Sun Národní listy  10  Kredenc, ó kredenc Milena Jesenská 




491 125 1924 12 4 Thu Národní listy  5  Prokopova čarovná 
kuchyně. 
Milena 
492 126 1924 12 7 Sun Národní listy  11  Americká žena M. J. 
493 127 1924 12 7 Sun Národní listy  10  První dojmy z 
obydlí 
Milena 
494 128 1924 12 14 Sun Národní listy  14  Dorůstající dívky Milena 
495 129 1924 12 18 Thu Národní listy  5 K Verbujeme, bum, 
bum, bum! 
Milena 
496 130 1924 12 21 Sun Národní listy  15  Dřevěné hračky. Milena 
497 131 1924 12 21 Sun Národní listy  15  Cizojazyčné knihy 
dětem. 
Milena 
498 132 1924 12 21 Sun Národní listy  15  Bonboniery k tomu. Milena 
499 133 1924 12 24 Wed Národní listy  14-16 K Semafor Milena Jesenská 
500 134 1924 12 25 Thu Národní listy Anketa 12  Letošní poslední 
anketa a nová pro 
další rok! 
Milena 
501 1 1925 1 1 Thu Národní listy  19  První Vánoce. 













Articles Pen Name 
502 2 1925 1 4 Sun Národní listy  12 K Slabým a chudým 
dětem na pomoc 
Milena 
503 3 1925 1 8 Thu Národní listy  5  Dětský ples. Milena 
504 4 1925 1 11 Sun Národní listy  10  Čaj v 5h. Milena 
505 5 1925 1 15 Thu Národní listy  5  Župany. Milena 
506 6 1925 1 18 Sun Národní listy  12  Lampy do velikých 
pokojů 
Milena 
507 7 1925 1 22 Thu Národní listy  5  Zrcadla a obrazy. Milena 
508 8 1925 1 25 Sun Národní listy  10 K Knihovny Milena 
509 9 1925 1 29 Thu Národní listy  5  Tlouštíci. Milena 
510 10 1925 2 1 Sun Národní listy Anketa 12  První anketa 1925. Teta Milena 
511 11 1925 2 5 Thu Národní listy F 1  A/M/K Přímý vůz Praha – 
Vídeň 
A. X. N. 
512 12 1925 2 5 Thu Národní listy  5  Pro zábavu: Hry, 
říkání a zábavy 
Milena 
513 13 1925 2 5 Thu Národní listy  5  Nová řada receptů Milena 
514 14 1925 2 8 Sun Národní listy  12 Č30./K Chvála Anglie Milena 
515 15 1925 2 12 Thu Národní listy  5-6  Šaty z kashy čili 
konec blůzy. 
Milena 
516 16 1925 2 13 Fri Národní listy F 1-2 C10./A/K Dva dopisy Milena 
JESENSKÁ 
517 17 1925 2 15 Sun Národní listy  12 Š/K Trench-coat čili Ten 
in one 
Milena 
518 18 1925 2 19 Thu Národní listy F 1-2  Styky s bohy v 
Americe 
M. J. 
519 19 1925 2 19 Thu Národní listy  5  Na jih. Milena 











Articles Pen Name 
521 21 1925 2 26 Thu Národní listy  5 Š/K Alespoň sen! Milena 




523 23 1925 3 1 Sun Národní listy  12 K Jak zacházeti s 
dětmi. I. 
- 
524 24 1925 3 5 Thu Národní listy  5  Praktický nábytek. Milena 
525 25 1925 3 8 Sun Národní listy  12  Probuzení. Čepečky Milena 
526 26 1925 3 8 Sun Národní listy  12  Jak zacházet 
s dětmi? II. Hry a 
zábavy 
- 




528 28 1925 3 15 Sun Národní listy  3  Jaká rozkoš, když 
druhý puká zlostí 
M. J. 
529 29 1925 3 15 Sun Národní listy  12  Co si vezmeme s 
sebou na různé 
cestyza hranice 
Milena 
530 30 1925 3 15 Sun Národní listy  12  Jak zacházeti s 
dětmi. II. Hry a 
zábavy 
- 
531 31 1925 3 19 Thu Národní listy  5  Princip vestičky. Milena 
532 32 1925 3 22 Sun Národní listy  12  Jak zacházeti 
s dětmi? III. 













Articles Pen Name 
533 33 1925 3 22 Sun Národní listy  12  Nejdelší anebo 
nejhezčí cesta 
Milena 
534 34 1925 3 26 Thu Národní listy Ze dne 2  Chudoba cti 
netratí? 
M. J. 
535 35 1925 3 26 Thu Národní listy  5  Dobrá bota. Milena 
536 36 1925 3 29 Sun Národní listy  12  Klobouky Milena 
537 37 1925 3 29 Sun Národní listy  12  Jak zacházet 




538 38 1925 3 29 Sun Národní listy Anketa 12  Nová anketa pro 
malíře.: Děti, 
dávejte pozor! 
Vaše teta Milena 




540 40 1925 4 2 Thu Národní listy  5  Na stůl do kuchyně. Milena 
541 41 1925 4 5 Sun Národní listy  10  Na dětskou 
postýlku 
Milena 
542 42 1925 4 5 Sun Národní listy  10  Jak zacházeti s 
dětmi. Pozor na 
dětskou citlivost. 
- 
543 43 1925 4 5 Sun Národní listy  10 K Paní Zoše 
Dvořáčkové-Čacké 
Milena Jesenská 
544 44 1925 4 7 Tue Národní listy  4 K Půjčovné 
knihkupectví 
M. J. 











Articles Pen Name 
546 46 1925 4 12 Sun Národní listy NL Dětem 1-2  Hromada písku Milena 
547 47 1925 4 12 Sun Národní listy NL Dětem 2-4  K našim obrázkům Milena 
548 48 1925 4 15 Wed Národní listy  3  Kolik noh má 
vídeňský šiml? 
M. J. 
549 49 1925 4 16 Thu Národní listy  5  Dobrá kůže. Milena 
550 50 1925 4 19 Sun Národní listy  14 Č25./K Maminko, buď 
hezká 
Milena 




552 52 1925 4 24 Fri Národní listy Ze dne 3  Ubozí muži M. J. 
553 53 1925 4 26 Sun Národní listy Ze dne 4  Zkouška na 
gentlemana 
M. J. 
554 54 1925 4 26 Sun Národní listy  12 Č29./K Cetky a tretky Milena 
555 55 1925 4 28 Tue Národní listy Ze dne 3 K K čemu jsou 
kavárny? 
M. J. 
556 56 1925 4 30 Thu Národní listy  5  Múc. Milena 
557 57 1925 5 3 Sun Národní listy  12 Č6./M/K Hubená a štíhlá. Milena 
558 58 1925 5 7 Thu Národní listy  5 Č2./K Stanovisko k modě Milena 
559 59 1925 5 10 Sun Národní listy  12 Š/K O pohodlném 
cestování. 
Milena 
560 60 1925 5 14 Thu Národní listy  5  Linie dobrá a linie 
špatná. 
Milena 
561 61 1925 5 17 Sun Národní listy  12  Hadříky pro léto. Milena 
562 62 1925 5 21 Thu Národní listy  5 Č3./M/K Co dělá tělo, a co 
dělá švadlena. 
Milena 











Articles Pen Name 
564 64 1925 5 24 Sun Národní listy  12  Jak zacházeti s 
dětmi. Konec 
Milena 
565 65 1925 5 28 Thu Národní listy  5  O půvabu, 
drobnostech jak to 
souvisí. 
Milena 
566 66 1925 5 31 Sun Národní listy Anketa 14  Dětská kreslířská 
anketa 
Milena 
567 67 1925 5 31 Sun Národní listy Anketa 14  Anketa: Zaměstnání 
samostatné ženy 
Milena 
568 68 1925 5 31 Sun Národní listy  14  Chvála slavnosti 
večera. 
Milena 




Scotta k jižní točně) 
Milena 
JESENSKÁ 
570 70 1925 6 4 Thu Národní listy  6  Něco, co nám patří 
všem. 
Milena 
571 71 1925 6 7 Sun Národní listy  12  Sport opalovat se. Milena 
572 72 1925 6 11 Thu Národní listy  5  Na hory. Milena 
573 73 1925 6 14 Sun Národní listy  9 Č9./K Voda, zázrak Boží. Milena 
574 74 1925 6 18 Thu Národní listy  5  Správná halenka. Milena 
575 75 1925 6 21 Sun Národní listy  9  Zahradničit. Milena 
576 76 1925 6 25 Thu Národní listy  5 Č8./K Moderní uzlíček 
pro moderního 













Articles Pen Name 
577 77 1925 6 28 Sun Národní listy Listy ze 
Zapadlé 
Lhoty 
9 K Les Milena 
578 78 1925 6 28 Sun Národní listy  9  Samostatná 
zaměstnání 
- 
579 79 1925 7 2 Thu Národní listy Listy ze 
Zapadlé 
Lhoty 
4 K Pole. Milena 
580 80 1925 7 5 Sun Národní listy Listy ze 
Zapadlé 
Lhoty 
12 K Sousedé ze 
zvířecího světa. 
Milena 
581 81 1925 7 9 Thu Národní listy Listy ze 
Zapadlé 
Lhoty 
6 K Rybník Milena 
582 82 1925 7 12 Sun Národní listy Listy ze 
Zapadlé 
Lhoty 
10 K Stromy s divnou 
tváří 
Milena 
583 83 1925 7 12 Sun Národní listy Samostatn
á ženská 
zaměstnání 
10 K Doma. Milena 
584 84 1925 7 16 Thu Národní listy Listy ze 
Zapadlé 
Lhoty 
4 K Zlatá Hodina Milena 
585 85 1925 7 19 Sun Národní listy Listy ze 
Zapadlé 
Lhoty 











Articles Pen Name 
586 86 1925 7 19 Sun Národní listy Samostatn
á 
zaměstnání 




587 87 1925 7 23 Thu Národní listy Listy ze 
zapadlé 
Lhoty 
4 K Noce. Milena 
588 88 1925 7 26 Sun Národní listy Listy ze 
Zapadlé 
Lhoty 
10 K Prší. Milena 
589 89 1925 7 30 Thu Národní listy Listy ze 
Zapadlé 
Lhoty 
4 K Sprostý kytičky. Milena 
590 90 1925 8 29 Sat Národní listy F 1  K Leonhard Frank Milena 
JESENSKÁ 
591 91 1925 9 3 Thu Národní listy  5  Sláva 
jednoduchosti! 
Milena 
592 92 1925 9 6 Sun Národní listy  10 Č24./K Především to 
mikádo 
Milena 
593 93 1925 9 10 Thu Národní listy  5 Č18./K Pro denní potřeby Milena 
594 94 1925 9 13 Sun Národní listy  10 Č26./K Pull-over a co k 
němu patří. 
Milena 




596 96 1925 9 16 Wed Národní listy Ze dne 3  Až moc ochoty A. X. N. 













Articles Pen Name 




599 99 1925 9 20 Sun Národní listy Anketa 10  Anketa pro 
zahradníky. 
Milena 
600 100 1925 9 24 Thu Národní listy  5  Přehlídka drobností 
a doplňků toilet. 
Milena 
601 101 1925 9 27 Sun Národní listy  10  Pro odpoledne Milena 
602 102 1925 10 1 Thu Národní listy  6 C2./Z/K Zvenčí a uvnitř Milena 
JESENSKÁ 
603 103 1925 10 4 Sun Národní listy  10  - M. 
604 104 1925 10 4 Sun Národní listy  10  Boty Milena 
605 105 1925 10 8 Thu Národní listy  5  Kožešiny. Milena 
606 106 1925 10 11 Sun Národní listy  10 Č22./K Umění dobře 
nakoupit. 
Milena 
607 107 1925 10 11 Sun Národní listy  10  Šaty pro mladé 
dívky. 
- 
608 108 1925 10 15 Thu Národní listy  6  Po prvé zatopeno. Milena 
609 109 1925 10 18 Sun Národní listy  10 C13./K Dekorativní 
předmět? 
Milena 
610 110 1925 10 18 Sun Národní listy  10  Dopisy z 
obecenstva 
Milena 
611 111 1925 10 18 Sun Národní listy  10  Střihy a popisy 
pulloverů 
Milena 
612 112 1925 10 18 Sun Národní listy  10  Malé večerní talety 
z hedvábí 
- 











Articles Pen Name 
614 114 1925 10 25 Sun Národní listy  10  Okna a záclony Milena 
615 115 1925 10 25 Sun Národní listy Anketa 10  Dětská anketa vaše teta Milena 
616 116 1925 10 28 Wed Národní listy Ze dne 3  Ruce na ulici A. X. N. 
617 117 1925 11 1 Sun Národní listy  12  Šaty z velourového 
sametu. 
- 
618 118 1925 11 1 Sun Národní listy  12  Sportovní bota. Milena 
619 119 1925 11 5 Thu Národní listy Pěšinkami 
všedního 
života 
5 K I. Sladkosti ve 
velkém. 
Milena 
620 120 1925 11 6 Fri Topičův 
sborník 
č. 1.  35-37 C1./Z/K Cesta k 
jednoduchosti      
Milena Jesenská 
621 121 1925 11 7 Sat Národní listy Muž – 
gentleman 
10  Pánské prádlo M. 
622 122 1925 11 7 Sat Národní listy Muž – 
gentleman 
10  Nepromokavý plášť M. 
623 123 1925 11 7 Sat Národní listy Muž – 
gentleman 
10  Společenský úbor M. 
624 124 1925 11 7 Sat Národní listy Muž – 
gentleman 
10  Kravaty M. 




626 126 1925 11 8 Sun Národní listy  12  Ažurované a 
barevné záclony 
Milena 













Articles Pen Name 
628 128 1925 11 12 Thu Národní listy Pěšinkami 
všedního 
života 
5-6 K II. Chléb, dárek 
boží, a nějakou tu 
houstičku k tomu. 
Milena 
629 129 1925 11 15 Sun Národní listy  11  Šaty z anglické 
látky 
M. 
630 130 1925 11 15 Sun Národní listy  11 Č4./K Estetické předsudky Milena 
631 131 1925 11 19 Thu Národní listy Pěšinkami 
denního 
života 
5 K III. Na porážce. Milena 
632 132 1925 11 22 Sun Národní listy  11  Ještě, nebo už zase? Milena 
633 133 1925 11 22 Sun Národní listy  11  Studený buffet. Milena 
634 134 1925 11 22 Sun Národní listy  11  Záclonky do 
kuchyně. 
M. 
635 135 1925 11 26 Thu Národní listy Pěšinkami 
všedního 
života 
5 K IV. Párky a 
jaterníčky. 
Milena 
636 136 1925 11 29 Sun Národní listy  11 K Ruská 
společenskost 
Milena 
637 137 1925 11 29 Sun Národní listy  11  Teplé župany M. 
638 138 1925 12 3 Thu Národní listy Pěšinky 
všedního 
života 
4 K V. Elektrický mlýn. Milena 
639 139 1925 12 6 Sun Národní listy  11  Hadrová panenka – 
Vánoce 
M. 
640 140 1925 12 6 Sun Národní listy  11  Skleník pro živé 
rostlinky 
Milena 











Articles Pen Name 
642 142 1925 12 6 Sun Národní listy  11  Milá Marcelo... Milena 
643 143 1925 12 6 Sun Národní listy  11  Relata refero M. 
644 144 1925 12 10 Thu Národní listy Pěšinkami 
všedního 
života 
5 K VI. Cukrovar. Milena 
645 145 1925 12 13 Sun Národní listy Naše 
Vánoce 
9  Ženám k Ježíšku M. 
646 146 1925 12 13 Sun Národní listy Naše 
Vánoce 
9  Co dáme k Ježíšku 
dětem? 
M. 
647 147 1925 12 13 Sun Národní listy Naše 
Vánoce 
11  Nevěstám pod 
stromeček 
M. 
648 148 1925 12 13 Sun Národní listy  17 Č10./K Raději sám nebo 
houfem 
Milena 
649 149 1925 12 13 Sun Národní listy  17  Lyžařská výbava M. 
650 150 1925 12 13 Sun Národní listy  17 Č12./K Moda a standardní 
ideal 
Milena 
651 151 1925 12 17 Thu Národní listy Pěšinkami 
všedního 
života 
5 K VII. Čokoláda 
Orion. 
Milena 
- - 1925 12 20 Sun Národní listy Naše 
Vánoce 
10  Ženám k Ježíšku. M. 
- - 1925 12 20 Sun Národní listy Naše 
Vánoce 
10  Co dáme k Ježíšku 
dětem? 
M. 
652 152 1925 12 20 Sun Národní listy Naše 
Vánoce 
12  Úprava dárků. Milena 
653 153 1925 12 20 Sun Národní listy Naše 
Vánoce 













Articles Pen Name 
654 154 1925 12 20 Sun Národní listy  15  Plisované šaty M. 
655 155 1925 12 20 Sun Národní listy  15  Kožené pláště Milena 
656 156 1925 12 24 Thu Národní listy Ze dne 3  Výhoda bydliti za 
mostem 
X. N. 
657 157 1925 12 25 Fri Národní listy Anketa 13  Dětská anketa o 
mamince. 
- 
658 158 1925 12 25 Fri Národní listy  14  O vlivu a 
originalitě. 
Milena 
659 159 1925 12 25 Fri Národní listy  14  Vlněné šatičky pro 
děti. 
M. 
660 160 1925 12 29 Tue Národní listy Ze dne 14  Zima na Valašsku M. 
661 161 1925 12 31 Thu Národní listy  5  Konvence na ruby Milena 
662 1 1926 1 3 Sun Národní listy  13  Dobrý a špatný 
porculán 
Milena 
663 2 1926 1 7 Thu Národní listy Pěšinky 
všedního 
života 
5 K VIII.  Milena 
664 3 1926 1 10 Sun Národní listy  13 K Jaká je Amerika. Milena 
665 4 1926 1 10 Sun Národní listy  13  O moderním tanci. Milena 
666 5 1926 1 14 Thu Národní listy  5 C4./K Dáma a 'moderní' 
žena 
Milena 
667 6 1926 1 17 Sun Národní listy  13 K Bezvadnost, opora 
nejistoty 
Milena 
668 7 1926 1 19 Tue Národní listy  4  Ludvík Očenášek, 
elektrotechnická 












Articles Pen Name 
669 8 1926 1 21 Thu Národní listy  5 C16./K Training svalů a 
training vlastnosti. 
Milena 
670 9 1926 1 24 Sun Národní listy  13 C3./K Zrcadlo, které se v 
nás vzhlíží. 
Milena 
671 10 1926 1 28 Thu Národní listy  5 K Maškary. Milena 
672 11 1926 1 31 Sun Národní listy  10  Bílé týdny. Milena 
673 12 1926 1   Rozpravy 
Aventina 
  K Taškent chlebové 
město 
Milena Jesenská 
674 13 1926 2 4 Thu Národní listy  5 K Světla nad Prahou Milena 
675 14 1926 2 7 Sun Národní listy  13  Crepegeorgetové 
šaty. 
Milena 
676 15 1926 2 11 Thu Národní listy  5 K Moda jarní ulice. Milena 
677 16 1926 2 14 Sun Národní listy  13  Na jih. Milena 
678 17 1926 2 18 Thu Národní listy Pěšinky 
všedního 
života 
5 K Kuchyně na 
automobily. 
Milena 
679 18 1926 2 21 Sun Národní listy  13 K Moderní bydlení. Milena 
680 19 1926 2 25 Thu Národní listy Pěšinky 
všedního 
života 
6 K Ocelárny Milena 
681 20 1926 2 28 Sun Národní listy  13 K O lidech, kteří 
nedovedou přijít a 
nedovedou odejít. 
Milena 
682 21 1926 2 28 Sun Národní listy  13  Okno a světlo. X. 
683 22 1926 3 4 Thu Národní listy  5  Několik věcných 













Articles Pen Name 
684 23 1926 3 7 Sun Národní listy  13  Co se nenosí. Milena 
685 24 1926 3 11 Thu Národní listy  5 K Malá strana s 
druhého hlediska 
Milena 
686 25 1926 3 14 Sun Národní listy  13  Letní kostym a 
kabát a jejich 
určení. 
Milena 
687 26 1926 3 18 Thu Národní listy  5 K Zvuky z okolí. Milena 
688 27 1926 3 21 Sun Národní listy  11  O barvách a 
materiálu pro 
letošní jarní a letní 
sezonu. 
Milena 




690 29 1926 3 25 Thu Národní listy  5  Modní událost. M. 
691 30 1926 3 28 Sun Národní listy  13  Kabáty jak mají být. M. 
692 31 1926 3 28 Sun Národní listy  13  Deminutiva. Milena 
693 32 1926 4 1 Thu Národní listy  5 K Obhajoba koček. Milena 
694 33 1926 4 4 Sun Národní listy  17  O radosti radit 
někomu 
Milena 
695 34 1926 4 8 Thu Národní listy  5  Lenost nebo životní 
netalentovanost? 
Milena 
696 35 1926 4 11 Sun Národní listy  13 K O smíchu. Milena 
697 36 1926 4 15 Thu Národní listy  5 K Poslední útulek. Milena 













Articles Pen Name 
699 38 1926 4 22 Thu Národní listy  5 Š/K O cestovních 
kancelářích. 
Milena 
700 39 1926 4 25 Sun Národní listy  13  Inteligence a 
mechanická práce. 
Milena 
701 40 1926 4 29 Thu Národní listy  5 K Prakse v prohlížení 
časopisů. 
Milena 
702 41 1926 5 1 Sat Národní listy  13 K Za humny. Milena 
703 42 1926 5 6 Thu Národní listy  5  Zase jednou něco o 
modě. 
Milena 
704 43 1926 5 9 Sun Národní listy  15 K Žena a mužův 
kamarád. 
Milena 
705 44 1926 5 13 Thu Národní listy  5  Potměšilost 
předmětů. 
Milena 
706 45 1926 5 16 Sun Národní listy  14  Pro letní období. Milena 
707 46 1926 5 20 Thu Národní listy  5 K Neděle, příroda a 
naše společné právo 
na obojí. 
Milena 
708 47 1926 5 23 Sun Národní listy  14  Klobouky pro léto Milena 
709 48 1926 5 27 Thu Národní listy Pěšinky 
všedního 
života 
6 K Ochrana matek a 
dětí. 
Milena 
710 49 1926 5 30 Sun Národní listy 14 K Boty a střevíce. Milena 
711 50 1926 6 3 Thu Národní listy  4  Kytky v pokoji. Milena 
712 51 1926 6 6 Sun Národní listy  11  Puntíkové šaty. M. 
713 52 1926 6 6 Sun Národní listy  11  Na venek. Milena 











Articles Pen Name 




716 55 1926 6 13 Sun Národní listy  15  Letní moda. M. 
717 56 1926 6 13 Sun Národní listy  16  Máte doma 
aquarium? 
M. 
718 57 1926 6 17 Thu Národní listy  5  O pohostinství. Milena 







1  Naše soutěž - 
720 59 1926 6 19 Sat Národní listy 1  Obyčejný den Milena 
721 60 1926 6 19 Sat Národní listy 2  Ráno Milena 
722 61 1926 6 19 Sat Národní listy 4  Poledne M. 
723 62 1926 6 19 Sat Národní listy 4  U Neffa M. 
724 63 1926 6 19 Sat Národní listy 5-6  Rychlé a chutné 
občerstvení 
M. 
725 64 1926 6 19 Sat Národní listy 6  O mlsání M. 
726 65 1926 6 19 Sat Národní listy 7-8  Večer M. 
727 66 1926 6 20 Sun Národní listy  15 K Modní a moderní Milena 
728 67 1926 6 24 Thu Národní listy  6 K Pár pokynů pro 
slaměné vdovce. 
Milena 
729 68 1926 6 27 Sun Národní listy  12 K K sletovým dnům. Milena 
730 69 1926 7 1 Thu Národní listy  5 Z Slovíčka Milena 
731 70 1926 7 4 Sun Národní listy  13  Ruční práce a 
moderní textilie. 
Milena 
732 71 1926 7 8 Thu Národní listy  5  Praha Milena 
733 72 1926 7 11 Sun Národní listy  13 K Co je to vlastně: 
moderní člověk 
Milena 











Articles Pen Name 
735 74 1926 8 15 Sun Národní listy Anketa 10 K Anketa pro velké i 




736 75 1926 8 15 Sun Národní listy  16  Bled Milena 
737 76 1926 8 19 Thu Národní listy  6 K Svana. Milena 
738 77 1926 8 22 Sun Národní listy  10 A/Z Není dobře těšiti se 
na něco 
Milena 
739 78 1926 8 26 Thu Národní listy  3  Ještě máme září! Milena 
740 79 1926 8 29 Sun Národní listy  10  Tak zase jednou od 
počátku. 
Milena 
741 80 1926 9 2 Thu Národní listy  4 K Lokální 
patriotismus 
Milena 
742 81 1926 9 5 Sun Národní listy  10  Nedáme se Milena 
743 82 1926 9 9 Thu Národní listy  3  Podzimní neděle na 
venku. 
Milena 
744 83 1926 9 12 Sun Národní listy  10  Modní novinky. Milena 
745 84 1926 9 16 Thu Národní listy  5  Kostym nebo kabát? Milena 
746 85 1926 9 19 Sun Národní listy  16  Klobouk a účes Milena 
747 86 1926 9 23 Thu Národní listy  5  Materiál na šaty pro 
práci. 
Milena 
748 87 1926 9 26 Sun Národní listy  10  Blůza zase důležitý 
činitel. 
Milena 
749 88 1926 9 26 Sun Národní listy  10  Zástěra do školy. M. 
750 89 1926 9 26 Sun Národní listy  10  Zdraví – šaty – 













Articles Pen Name 
751 90 1926 9 30 Thu Národní listy  5  Naše čaje. Milena 
752 91 1926 10 3 Sun Národní listy  10  Vesty a pullovery. Milena 
753 92 1926 10 3 Sun Národní listy  10  Kabátky pro děti. - 
754 93 1926 10 3 Sun Národní listy  10  Dítě si hraje. - 
755 94 1926 10 7 Thu Národní listy  5  O poklonách. Milena 
756 95 1926 10 7 Thu Národní listy  5  Přehlídka u pí. 
Kreisingerové 
Milena 
757 96 1926 10 10 Sun Národní listy  13  Večerní toilety. Milena 
758 97 1926 10 14 Thu Národní listy  5  Umění lacino 
nakupovati. 
Milena 
759 98 1926 10 17 Sun Národní listy  13  Moderní dívčí 
výchova 
Milena 
760 99 1926 10 21 Thu Národní listy  9  Do práce. Milena 
761 100 1926 10 24 Sun Národní listy  13  Jak je to s tou 
dekorací 
Milena 
762 101 1926 10 24 Sun Národní listy  13  Střevíčky k 
letošním toiletám 
M. 
763 102 1926 10 28 Thu Národní listy  9  Odpolední toilety Milena 
764 103 1926 10 31 Sun Národní listy  13 K Ještě ta 
samostatnost 
Milena 




766 105 1926 11 2 Tue Pestrý Týden  4-5  O primadonství Milena 
767 106 1926 11 2 Tue Pestrý Týden  10  Moderní domácnost - 











Articles Pen Name 




770 109 1926 11 9 Tue Pestrý Týden  3 Č31./K Sportovní ráz 
oblékání 
Milena 
771 110 1926 11 9 Tue Pestrý Týden Anketa 4  Jak si 
představujeme 
ideální školy pro 
své děti v 
budoucnosti? 
Milena 




773 112 1926 11 11 Thu Národní listy  5  Večerní pláště. M. 
774 113 1926 11 11 Thu Národní listy  5 K O umění odejíti. Milena 
775 114 1926 11 14 Sun Národní listy Anketa 11  Anketa o dívčí 
výchově.  
Milena 
776 115 1926 11 14 Sun Národní listy  11  Direktiva v té 
samostatnosti. 
Milena 




778 117 1926 11 18 Thu Národní listy  5  Kožichy. Milena 
779 128 1926 11 21 Sun Národní listy  10 K Nenahraditelnost  Milena 
780 129 1926 11 24 Wed Pestrý Týden  5  Odpoledne. Milena 
781 130 1926 11 24 Wed Pestrý Týden  5  Večer. Milena 











Articles Pen Name 




784 133 1926 12 2 Thu Národní listy  2-3  Vánoce na ulici Milena 




786 135 1926 12 5 Sun Národní listy  13  Lyžařský závodní 
klub 
Milena 
787 136 1926 12 9 Thu Národní listy  3  Jaký význam mají 
sportovní vlaky? 
Milena Jesenská 
788 137 1926 12 12 Sun Národní listy  13  Návrh na nové 
zaměstnání. 
Milena 
789 138 1926 12 12 Sun Národní listy  13  Zádruha M. 
790 139 1926 12 15 Wed Pestrý Týden  5  Kdy stárneme? Milena 
791 140 1926 12 16 Thu Národní listy  3  Času dost! Milena 
792 141 1926 12 19 Sun Národní listy  13  Lidé se smyslem 
pro výhodičky. 
Milena 
793 142 1926 12 19 Sun Národní listy  13  Medvídek 
krasavička – Pyjama 
medvídek. 
 
794 143 1926 12 19 Sun Národní listy  13  Moderní zástěry. M. 
795 144 1926 12 19 Sun Národní listy  14  Správné pěstění úst. M. 
796 145 1926 12 22 Wed Národní listy  3  Novinky zimní 
mody 
M. 













Articles Pen Name 
798 147 1926 12 22 Wed Pestrý týden Novodobá 
domácnost 
7  Kuchyňské náčiní 
od firmy Lüftner, 
Praha II., Václavské 
nám. 
M. 
799 148 1926 12 22 Wed Pestrý týden  8  Moderní textilie. Milena 
800 149 1926 12 25 Sat Národní listy  5  Neznámá Praha Milena 
801 150 1926 12 25 Sat Národní listy  13  O moderní 
domácnost 
Milena 
802 151 1926 12 30 Thu Národní listy  12  Hazardnosti malé, 
ale vydatné 
Milena 
803 1 1927 1 1 Sat Národní listy  27 K O jídle. Milena 
804 2 1927 1 4 Tue Národní listy Ze dne 2 K O tom, jak svět běží Milena 
805 3 1927 1 9 Sun Národní listy Ze dne 3-4  Učebnice cizího 
jazyka 
Milena 
806 4 1927 1 9 Sun Národní listy  13 K O moderní výbavě. 
I. Peřiny. 
Milena 
807 5 1927 1 12 Tue Pestrý Týden  10 K Tajemství dobrého 
zevnějšku 
Milena 
808 6 1927 1 12 Tue Pestrý Týden  11 K Protipoly technické 
dokonalosti 
Milena 
809 7 1927 1 16 Sun Národní listy  13 K O moderní výbavě. 
II. 
Milena 
810 8 1927 1 19 Tue Pestrý Týden  14 K Film a literatura Milena 
811 9 1927 1 21 Fri Národní listy Ze dne 3 K Blaženost míti 
chřipku 
Milena 













Articles Pen Name 




814 12 1927 1 26 Tue Pestrý Týden  10 K Reklama reklamě Milena 
815 13 1927 1 30 Sun Národní listy  10 K Co mají lidé rádi? Milena 
816 14 1927 2 6 Sun Národní listy  10 K O moderním 
"účesu." 
Milena 
817 15 1927 2 13 Sun Národní listy  15  Symetrie za každou 
cenu. 
Milena 
818 16 1927 2 16 Wed Pestrý Týden  13 K Plyn v domácnosti Milena 
819 17 1927 2 20 Sun Národní listy  13 Z/K Hysterie 
nezávislosti 
Milena 
820 18 1927 2 27 Sun Národní listy  10  Dopisy 
zodpovídati. 
Milena 
821 19 1927 3 2 Wed Národní listy  10  Přístavby Milena 
822 20 1927 3 6 Sun Národní listy  10 A/Z/ｷ/K Nevýhody blízkosti Milena 
823 21 1927 3 9 Tue Pestrý Týden  10 K Umění fotografovati Milena 
824 22 1927 3 10 Thu Národní listy Vdáváme se, 
ženíme se 
4  O radostech 
vdávání 
Milena 
825 23 1927 3 13 Sun Národní listy  13  Jarní hosté. Milena 
826 24 1927 3 20 Sun Národní listy  15  Přehlídka jarní 
mody. 
Milena 
827 25 1927 3 27 Sun Národní listy  14  Nepostradatelní. Milena 















Articles Pen Name 
830 28 1927 4 10 Sun Národní listy  10  Máte doma 
gramofon? 
Milena 
831 29 1927 4 17 Sun Národní listy  11 K O cestování 
vzduchem. 
Milena 




833 31 1927 5 1 Sun Národní listy  11 K Pražští tuláci. Milena 
834 32 1927 5 8 Sun Národní listy  10  Obřady, romantiky 
zbavené. 
Milena 
835 33 1927 5 15 Sun Národní listy  11  Pražské zahrady. Milena 




837 35 1927 5 29 Sun Národní listy  13  Děvče u volantu Milena 
838 36 1927 6 5 Sun Národní listy  13  Ulice pod okny. Milena 
839 37 1927 6 19 Sun Národní listy  13  Přehlídka letní 
mody. 
Milena 
840 38 1927 6 22 Tue Pestrý Týden  11  - M. 
841 39 1927 6 26 Sun Národní listy  10  Nábytek v 
zahrádkách. 
Milena 
842 40 1927 6 29 Tue Pestrý Týden  16  Weekend Milena 
843 41 1927 7 3 Sun Národní listy  15  V červnu nad 
řekou. 
Milena 
844 42 1927 7 10 Sun Národní listy  12  Život na pláži. Milena 
845 43 1927 7 17 Sun Národní listy  12 A/ｷ Stěhovati se Milena 











Articles Pen Name 
847 45 1927 7 24 Sun Národní listy  6 K Weekend a jeho 
bolestné stíny. 
Milena 
848 46 1927 7 27 Tue Pestrý Týden  16  Kamarádství Milena 
849 47 1927 7 31 Sun Národní listy  11  Romantika psacích 
stolečků 
Milena 
850 48 1927 8 17 Tue Pestrý Týden  9  Ohňostroje ve 
velkoměstech 
Milena 
851 49 1927 8 17 Tue Pestrý Týden  13 K Demokratická 
pohodlnost 
Milena 
852 50 1927 8 24 Wed Pestrý Týden  14-15  Žně Milena 
853 51 1927 8 24 Tue Pestrý Týden  18  Slovíčko k 
fotoamatérům 
Milena 
854 52 1927 8 28 Sun Národní listy  11  Ženské. M. K. 
855 53 1927 9 4 Sun Národní listy  11  O pohostinství. Milena 
856 54 1927 9 11 Sun Národní listy Anketa 10 K Jak si 
představujeme 
ideální školu  
Milena 
857 55 1927 9 18 Sun Národní listy  10 K O primadonství Milena 
858 56 1927 9 25 Sun Národní listy  10  První noc v cizím 
okolí. 
Milena 



















Articles Pen Name 
861 59 1927 10 9 Sun Národní listy  10  Ať žije požádek. Milena 
862 60 1927 10 16 Sun Národní listy  10  Kluci kolem auta. Milena 
863 61 1927 10 23 Sun Národní listy  13 A/ｷ Mezinárodní 
výstava Werkbundu 
„Die Wohnung” ve 
Stuttgartu  
Milena 
864 62 1927 10 29 Sat Pestrý Týden  10-11  Na vrch Zugspitze Milena 
865 63 1927 10 30 Sun Národní listy  10  Mezinárodní 
výstava Werkbundu 




866 64 1927 11 6 Sun Národní listy  10  Mezinárodní 
výstava Werkbundu 
„Die Wohnung” ve 
Stuttgartu III. 
Milena 
867 65 1927 11 13 Sun Národní listy  13  Schopnosti 
přeorientovat se. 
Milena 
868 66 1927 11 20 Sun Národní listy  10  Mezinárodní 
výstava Werkbundu 
„Die Wohnung” ve 
Stuttgartu. Závěr. 
Milena 
869 67 1927 11 27 Sun Národní listy  13  Maminky 
amerických filmů. 
Milena 
870 68 1927 12 4 Sun Národní listy  11  Čemu by se měly 












Articles Pen Name 




872 70 1927 12 11 Sun Národní listy  11  Obsah jedné chvíle. Milena 
873 71 1927 12 18 Sun Národní listy  11 K O žárlivosti Milena 
874 72 1927 12 - - Kmen č. 12. 298-
300 
K Ladova dětská 
knížka 
Milena 
875 73 1927 12 25 Sun Národní listy Vzdělávací 
příloha NL 
2  Moderní textilie. Milena 




877 2 1928 1 8 Sun Národní listy  13  Umění zavděčit si 
lidi. 
Milena 
878 3 1928 1 15 Sun Národní listy  13  Hra v karty. Milena 
879 4 1928 1 22 Sun Národní listy  11 K Správná a špatná 
detektiva. 
Milena 
- - 1928 1 29 Sun Národní listy  12  Kategorie 
nepříjemných lidí. 
Milena 
880 5 1928 2 5 Sun Národní listy  10  O moderním 
bydlení I 
Milena 
881 6 1928 2 11 Sat Národní listy  1-2  Plesy jindy a nyní Milena 
882 7 1928 2 12 Sun Národní listy  10  O bílých týdnech. Milena 
883 8 1928 2 19 Sun Národní listy  10  O moderním 
bydlení II 
Milena 











Articles Pen Name 




 Milča Mayerová Milena Jesenská 
886 11 1928 3 4 Sun Národní listy  13  Šťastni, kdo mohou 
k moři. 
Milena 
887 12 1928 3 11 Sun Národní listy  13  Hledání letního 
bytu. 
Milena 
888 13 1928 3 18 Sun Národní listy  11  Jak vzniká město. Milena 
889 14 1928 3 25 Sun Národní listy  13  Společné obědy. Milena 
890 15 1928 4 1 Sun Národní listy  13  Letní a jarní boty. Milena 
891 16 1928 4 8 Sun Národní listy  5  Nezpůsoby do 
telefonu. 
Milena 
892 17 1928 4 15 Sun Národní listy  13  Ze svátků domů. Milena 




894 19 1928 4 22 Sun Národní listy  12  Josefinka. Milena 
895 20 1928 4 22 Sun Národní listy  12  Péče o dítě. M. K. 
896 21 1928 4 29 Sun Národní listy  11 A/ｷ/K Pražské jarní 
dvorečky 
Milena 
897 22 1928 5 6 Sun Národní listy  13  Předsudky. Milena 
898 23 1928 5 13 Sun Národní listy  13 K Sentimentální 
výchova 
Milena 
899 24 1928 5 20 Sun Národní listy  10  Lidé, kteří mají 
peníze. 
Milena 













Articles Pen Name 
901 26 1928 5   Kmen č. 4-5  K Paměti Josefiny 
Bakerové 
Milena / Milena 
Jesenská 
902 27 1928 6 3 Sun Národní listy ŽDR 13  Vyhlídky z různých 
stáří. 
Milena 
903 28 1928 6 10 Sun Národní listy ŽDR 10  Červen. Milena 
904 29 1928 6 17 Sun Národní listy ŽDR 10  Zaměstnání na 
venku. 
Milena 
905 30 1928 6 24 Sun Národní listy ŽDR 10  Školní výlety. Milena 
906 31 1928 7 1 Sun Národní listy ŽDR 10 K Staří lidé.:  
Milá Ma-Fo 
Milena 
907 32 1928 7 8 Sun Národní listy ŽDR 11  Šumava a lidé, 
které nosí 
Milena 
908 33 1928 7 15 Sun Národní listy ŽDR 10  Week-end. Milena 
909 34 1928 7 22 Sun Národní listy ŽDR 10  Nesmyslnost 
našeho oblékání. 
Milena 
910 35 1928 10 14 Sun Národní listy ŽDR 13  Radio Milena 
911 36 1928 10 21 Sun Národní listy ŽDR 13  Továrna na 
nekonečno. 
Milena 
912 37 1928 10 28 Sun Národní listy ŽDR 15  Žena bez atmosféry. Milena 
913 38 1928 11 4 Sun Národní listy ŽDR 13  Moda se stanoviska 
málo modního. 
Milena 
914 39 1928 11 11 Sun Národní listy ŽDR 13  Kosmetické operace Milena 
915 40 1928 11 18 Sun Národní listy ŽDR 13  Šedesát stránek o 
židli. 
Milena 













Articles Pen Name 
917 42 1928 11 29 Thu Světozor č. 8 181-
182 
 Žena a lyže, čili jak 
dlouho ještě? 
Milena 
918 43 1928 12 6 Thu Světozor č. 9 209-
210 
 O těch vánočních 
dárcích 
Milena 
919 44 1928 12 8 Sat Národní listy ŽDR 11  Rodinné album Milena 
920 45 1928 12 16 Sun Národní listy ŽDR 11  Rekordování. Milena 
921 46 1928 12 23 Sun Národní listy ŽDR 11  Vánoce, svátky 
smutných. 
Milena 
922 47 1928 12 25 Tue Národní listy ŽDR 7  Božíhodové 
rozjímání. 
Milena 
923 48 1928 12 27 Thu Světozor č. 45 287-
288 
K V. H. Brunnerovy 
útěky před smrtí 
Milena 
924 49 1928 12 30 Sun Národní listy ŽDR 10  Kdo začne? Milena 




Z/K Jesličky V. H. 
Brunnera 
Milena 
926 1 1929 1 6 Sun Národní listy ŽDR 13 K Zachovejme si 
zvuky. 
Milena 
927 2 1929 1 13 Sun Národní listy ŽDR 10  Moderní materiál, 
moderní byt. 
Milena 
928 3 1929 1 20 Sun Národní listy ŽDR 10 K Svět jest krásný 
("Die Welt ist 
schön," Kurt Wolff 
Verlag München.) 
Milena 
929 4 1929 1 20 Sun Národní listy KNIHY o 
ženách a 
pro ženy 















Articles Pen Name 
930 5 1929 1 27 Sun Národní listy ŽDR 10  Vlastnost podivná, 
ale více méně 
všeobecná. 
Milena 
931 6 1929 1 27 Sun Národní listy  10  Zelený pás kolem 
Prahy 
Milena 
932 7 1929 2 3 Sun Národní listy ŽDR 13 K Wallacovky. Milena 
933 8 1929 2 7 Thu Světozor č. 18 414-
418 
 Kouzlo jídla Milena 
934 9 1929 2 10 Sun Národní listy ŽDR 13  Lepší domov všem. Milena 
935 10 1929 2 17 Sun Národní listy ŽDR 11 K Sláva, Bělo 
Friedländrová! 
Milena 
936 11 1929 2 24 Sun Národní listy ŽDR 13  Očíslovaní lidé Milena 
937 12 1929 3 3 Sun Národní listy ŽDR 13 K Kdo je vinen? Milena 
938 13 1929 3 10 Sun Národní listy ŽDR 13 K Kdo je vinen? II. Milena 
939 14 1929 3 17 Sun Národní listy ŽDR 11 K Umřel mi Soames. Milena 
940 15 1929 3 24 Sun Národní listy ŽDR 11 K Zase jedno jaro bez 
dětských hříšť. 
Milena 
941 16 1929 3 28 Thu Světozor č. 25 575-
576 
K O mužích, kteří jimi 
nejsou 
Milena 
942 17 1929 3 31 Sun Národní listy ŽDR 3 K Vzkříšení v horách. Milena 
943 18 1929 4 14 Sun Lidové 
noviny 
DMS 24 J/K Pro koho píšeme o 
módě do novin. 
Milena 
944 19 1929 4 21 Sun Lidové 
noviny 
DMS 18 J Miminko - 
945 20 1929 4 21 Sun Lidové 
noviny 











Articles Pen Name 
946 21 1929 4 21 Sun Lidové 
noviny 
DMS 19  Výstava moderní 
ženy 
Milena 
947 22 1929 4 21 Sun Lidové 
noviny 
DMS 18-19  Ještě jupičky Milena 
948 23 1929 4 28 Sun Lidové 
noviny 
DMS 18 K Ve jménu putiček  Milena 




19  Dobré mléko pro 
děti 
Míla Jesenská 
950 25 1929 5 5 Sun Lidové 
noviny 
DMS 18  Golfové hřiště a 
golfový sport 
Milena 
951 26 1929 5 12 Sun Lidové 
noviny 
DMS 26  Co by ženy mohly, 
kdyby chtěly 
Milena 
952 27 1929 5 12 Sun Lidové 
noviny 
DMS 26  Bílé šaty Milena 
953 28 1929 5 12 Sun Lidové 
noviny 
DMS 28  O nové formy 
života 
Milena 






28 K Kniha o moderním 
bytě (Moderní byt, 
Karel Honzík, 
nakladatel Kuncíř, 
Kuncířovy sešity 3 a 
4.) 
Milena Jesenská 
955 30 1929 5 19 Sun Lidové 
noviny 
DMS 26  Pověz mi... Milena 
956 31 1929 5 19 Sun Lidové 
noviny 











Articles Pen Name 
957 32 1929 5 23 Thu Lidové 
noviny 
DZ 5  Henny Portenová v 
Píšťanech 
Milena 
958 33 1929 5 23 Thu Světozor č. 33 756-
757 
K Včera a člověk 
stabilní. Dnes a 
člověk mobilní 
Milena Jesenská 
959 34 1929 5 26 Sun Lidové 
noviny 
DMS 22 K Pozor, kolik jste se 
smál? 
Milena 
960 35 1929 5 26 Sun Lidové 
noviny 
DMS 22  Bluzy Milena 
961 36 1929 5 31 Fri Lidové 
noviny 
F 1-2 K Po prvé na 
Slovensku 
Milena 
962 37 1929 6 2 Sun Lidové 
noviny 
DMS 20  Jak dlouho to ještě 
potrvá 
Milena 
963 38 1929 6 6 Thu Světozor č. 35 793-
794 
K Morálka čajových 
společností 
Milena Jesenská 
964 39 1929 6 9 Sun Lidové 
noviny 
DMS 18  Co, kdy a kam I. Milena 




19  Koupací šaty - 
966 41 1929 6 16 Sun Lidové 
noviny 
DMS 18  Co, kdy a kam? II. 
Cestovní kufry. 
Milena 
967 42 1929 6 23 Sun Lidové 
noviny 
DMS 24  Co, kdy a kam? Na 
cestu do lázní. 
Milena 
968 43 1929 6 29 Sat Lidové 
noviny 
DMS 22  Toto jest vážné Milena 
969 44 1929 7 14 Sun Lidové 
noviny 











Articles Pen Name 
970 45 1929 7 21 Sun Lidové 
noviny 
DMS 18  Na pláži Milena 
971 46 1929 7 28 Sun Lidové 
noviny 
DMS 12 K Ženatý bohém Milena 
972 47 1929 8 4 Sun Lidové 
noviny 
DMS 33  Co je to moderní 
žena 
Milena 
973 48 1929 8 8 Thu Světozor č. 44 997-
998 
K Klepy o jednom 
jediném manželství 
Milena  
974 49 1929 8 11 Sun Lidové 
noviny  
DMS 12 K Přátelé našich 
přátel 
Milena 
975 50 1929 8 11 Sun Lidové 
noviny 
DMS 12 K Lov a rybaření Milena 
976 51 1929 8 18 Sun Lidové 
noviny 
DMS 12  Na hory Milena 
977 52 1929 8 25 Sun Lidové 
noviny 
DMS 22  Klobouky Milena 
978 53 1929 9 1 Sun Lidové 
noviny 
DMS 22  Všední šaty Milena 
979 54 1929 9 8 Sun Lidové 
noviny 
DMS 20  Architekt a 
zákazník 
Milena 
980 55 1929 9 8 Sun Lidové 
noviny 
DMS 20  Tříčtvrteční kabáty Milena 
981 56 1929 9 15 Sun Lidové 
noviny 
Anketa 21  O nové formy 
života. 
- 
982 57 1929 9 22 Sun Lidové 
noviny 
Anketa 21  O nové formy 













Articles Pen Name 
983 58 1929 9 28 Sat Lidové 
noviny 
DMS 32  Večerní toilety. Milena 
984 59 1929 10 3 Thu Světozor č. 1 2-3  Dobrý host a dobrý 
hostitel 
Milena 
985 60 1929 10 13 Sun Lidové 
noviny 
DMS 20  Župany Milena 
986 61 1929 10 20 Sun Lidové 
noviny 
DMS 12  Boty Milena 
987 62 1929 10 27 Sun Lidové 
noviny 
DMS 30 J/K Křik po 
samostatnosti 
Milena 
988 63 1929 10 27 Sun Lidové 
noviny 
DMS 30  Dopoledne Milena 
989 64 1929 11 3 Sun Lidové 
noviny 
DMS 20 K Jak žije samostatná 
žena? 
Milena 




K Děti na Bulovce Milena Jesenská 
991 66 1929 11 10 Sun Lidové 
noviny 




992 67 1929 11 17 Sun Lidové 
noviny 
DMS 22  Odpolední šaty Milena 
993 68 1929 11 17 Sun Lidové 
noviny 
DMS 23  Provoz mezi 
kuchyní a jídelnou 
Milena 
994 69 1929 12 1 Sun Lidové 
noviny 
DMS 20 J/K Civilisovaná žena? Milena 
995 70 1929 12 8 Sun Lidové 
noviny 











Articles Pen Name 
996 71 1929 12 8 Sun Lidové 
noviny 
DMS 20  Barety Milena 
997 72 1929 12 15 Sun Lidové 
noviny 
DMS 20 K Lásky holčičky půl 
druhého roku staré 
Milena 
998 73 1929 12 15 Sun Lidové 
noviny 
DMS 20  Pod stromeček Milena 
999 74 1929 12 22 Sun Lidové 
noviny 
DMS 20 K Kouzlo vánočního 
stromku 
Milena 
1000 75 1929 12 22 Sun Lidové 
noviny 
DMS 23 K Vánoce v horách Milena 
1001 76 1929 12 29 Sun Lidové 
noviny 




1002 77 1929 12 29 Sun Lidové 
noviny 
DMS 18  Veliká večerní 
toaleta 
Milena 
1003 1 1930 1 5 Sun Lidové 
noviny 
DMS 19  Teagown Milena 
1004 2 1930 1 5 Sun Lidové 
noviny 
DMS 19-20  Nové účesky z 
trvalé 
Milena 
1005 3 1930 1 12 Sun Lidové 
noviny 
DMS 19  Šperky Milena 
1006 4 1930 1 19 Sun Lidové 
noviny 
DMS 18  Kufry všude, kam 
se podíváte 
Milena 
1007 5 1930 1 26 Sun Lidové 
noviny 
DMS 18  Jarní klobouky. Milena 











Articles Pen Name 
1009 7 1930 2 2 Sun Lidové 
noviny 
DMS 12  Výbavička pro 
miminka 
Milena 
1010 8 1930 2 9 Sun Lidové 
noviny 
DMS 12  Moderní bluza do 
moderního kostymu 
Milena 
1011 9 1930 2 9 Sun Lidové 
noviny 
DMS 12  Salonní sportsmani! Milena 
1012 10 1930 2 16 Sun Lidové 
noviny 
DMS 14  Moderní pěstění 
těla 
Milena 
1013 11 1930 2 23 Sun Lidové 
noviny 
DMS 18  Červená stát! Milena 
1014 12 1930 3 2 Sun Lidové 
noviny 
DMS 18  Šněrovačky. Milena 
1015 13 1930 3 9 Sun Lidové 
noviny 
DMS 18 K Kniha, kterou musí 
každá žena číst. 
Milena 
1016 14 1930 3 16 Sun Lidové 
noviny 
DMS 18  Rythmus vnitřních 
dění 
Milena 
1017 15 1930 3 23 Sun Lidové 
noviny 
DMS 18  Když ne girl, tedy 
aspoň sport 
Milena 
1018 16 1930 3 23 Sun Lidové 
noviny 
DMS 18  Pokyn tetičkám Milena 
1019 17 1930 3 30 Sun Lidové 
noviny 
DMS 18  Přehlídka jarní 
módy 1930 
Milena 
1020 18 1930 4 6 Sun Lidové 
noviny 
DMS 18  Zase jedno jaro bez 
dětských hřišť! 
Milena 
1021 19 1930 4 6 Sun Lidové 
noviny 











Articles Pen Name 
1022 20 1930 4 13 Sun Lidové 
noviny 
DMS 18  Moderní weekend Milena 
1023 21 1930 4 20 Sun Lidové 
noviny 
MS 18  Hedvábí Milena 
1024 22 1930 4 27 Sun Lidové 
noviny 
MS 2  Pro tennis Milena 
1025 23 1930 5 11 Sun Lidové 
noviny 
MS 2  Maminkám k 
svátku 
Milena. 
1026 24 1930 6 1 Sun Lidové 
noviny 
MS 2  Dvě radosti letních 
prázdnin 
Milena. 
1027 1 1931 4 23 Thu Tvorba Anketa 252 A Výkřik (§144: 
anketa o potratové 
paragrafu) 
M. Kr. 




1029 2 1932 6 30 Thu Tvorba č. 6 401  Světový kongres 
proti válce 
(Provolání všem, 
kdože chtějí bojovat 
proti válce) 
- 
1030 3 1932 6 - - Slunce, 
noviny života 
mládeže 
č. 6 51-52 K co s okázalostí 
módy? 
Milena 
1031 4 1932 6 - - Slunce, 
noviny života 
mládeže 
č. 6  55-56 K nové ženy Milka 











Articles Pen Name 





1034 7 1932 8 18 Thu Pochodeň č. 33 1  - - 
1035 8 1932 8 - - Žijeme č. 3-4 120-
121 
 Maličké děti na 
venkově 
m. k. 
1036 9 1932 12 - - Slunce, 
noviny života 
mládeže 
č. 9-10 78-79 K s. k. Neumann: 
monogamie 
Milena 
1037 10 1932 12 - - Žijeme č. 8 230-
231 














1040 3 1933 2 - - Žijeme Doba v 
rozhovorec
h s lidmi 
297-
298 
K Stenotypistka Milena 
Krejcarová 




1042 5 1933 3 30 Thu Tvorba č. 13 204 K Film: O žebrácké 
opeře 
m. k. 
1043 6 1933 3 - - Žijeme Doba v 
rozhovorec
h s lidmi 
291-
292 















Articles Pen Name 
1044 7 1933 4 6 Thu Tvorba č. 14 214-
215 
K Žebráci m. k. 
1045 8 1933 6 1 Thu Svět práce č. 2 4 K Vono to baroko je 
dobrý je pro voko 
Milena 
Krejcarová 
1046 9 1933 11 3 Fri Svět práce č. 7 11  Milá soudružko 
Marie... 
m. k. 
1047 10 1933 12 1 Fri Svět práce č. 8 14 A/K Kdo je Cenzor? m. k. 
1048 1 1934 7 1 Sun Svět práce č. 7 11 K Straně chudých 
lásek 
m. k. 
1049 2 1934 12 15 Sat Tvorba č. 31 485 K Knihy pro děti m. k. 
1050 1 1935 12   Svět práce č. 23 2-3  Zajímavosti o 
Habeši 
Josef Kalmer 
1051 1 1936 1   Svět práce č. 2 ?  Ubohá Josefinka - 
1052 2 1936 1   Svět práce DSP 1. 4  JKeníkův dopis a 
úloha pro vás, dětí! 
Milena 
1053 3 1936 1   Svět práce DSP 1. 4  Milí hoši a milé 
dívky 
Milena 
1054 4 1936 2   Svět práce DSP 3. 11  Na Ovocném trhu Milena 
1055 5 1936 2   Svět práce DSP 4. 6  Děti, které bojují - 




1057 7 1936 3   Svět práce DSP 5. 10-11 K Je-li nás mnoho, je 
to moc. Pohádka 
pro nás, děti 
- 











Articles Pen Name 
1059 9 1936 5   Svět práce Anketa 10 K Co je to: Čtení pro 
ženy? 
- 
1060 10 1936 5   Svět práce DSP 9. ?  Děti básní. Nová 
úloha: Co jsme ještě 
nikdy neviděly. Co 
vídáme denně. 
- 
1061 11 1936 5   Svět práce DSP 10. 10  Děti píší. Děti na 
slovíčko 
Vaše Milena 







1063 2 1937 10 27 Wed Přítomnost doba a lidé 684-
687 




1064 3 1937 12 15 Wed Přítomnost doba a lidé 797-
800 




1065 4 1937 12 29 Wed Přítomnost doba a lidé 827-
830 
N/K Lidé v pohybu Milena Jesenská 
1066 1 1938 1 26 Wed Přítomnost život a 
instituce 
59-61 K Mladí odpovídají Milena Jesenská 
1067 2 1938 3 2 Wed Přítomnost doba a lidé 140-
142 
K Střední škola 
postrachem? 
Milena Jesenská 
1068 3 1938 3 30 Wed Přítomnost doba a lidé 206-
208 
A/N/J/ｷ/K Soudce Lynch v 
Evropě 
Milena Jesenská 

















Articles Pen Name 




K Štafeta v životě (Ke 
Svátku matek.) 
Marie Kubešová 
1071 6 1938 5 25 Wed Přítomnost politika 330-
333 
A/N/J/ｷ/K Anšlus nebude I. 
Hrady SdP. 
Milena Jesenská 
1072 7 1938 6 1 Wed Přítomnost politika 337-
347 
N/K Anšlus nebude. II. 
Napříč rodinami 
Milena Jesenská 
1073 8 1938 6 22 Wed Přítomnost doba a lidé 396-
404 
N/K Kolik stála 
Henleinova řeč v 
Karlových Varech?  
Milena Jesenská 








1075 10 1938 7 27 Wed Přítomnost doba a lidé 477-
479 
A/N/J/K Statisíce hledají 
zemi nikoho 
Milena Jesenská 
1076 11 1938 8 10 Wed Přítomnost doba a lidé 508-
511 
N/K Česká vesnice 1938 Milena Jesenská 




N/K V pohraničí: kolik 
bodů pro nás? 
Milena Jesenská 
1078 13 1938 9 21 Wed Přítomnost politika 594-
595 
N/K Pověz, kam utíkáš – 
povím ti, kdo jsi  
Milena Jesenská 
1079 14 1938 9 28 Wed Přítomnost politika 613-
615 
A/N/ｷ/K Průřez tří dnů Milena Jesenská 
1080 15 1938 10 5 Wed Přítomnost politika 632-
635 
N/K Měsíc září Milena Jesenská 















Articles Pen Name 
1082 17 1938 10 15 Sat Eva č. 21 4 K Soukromý dopis o 
věcech nás všech 
Milena Jesneská 
1083 18 1938 10 19 Wed Přítomnost doba a lidé 671-
672 




1084 19 1938 10 26 Wed Přítomnost politika 680-
681 
M/N/J/K Co zbývá z KSČ? Milena Jesenská 




K Nezaměstnanost za 
prahem domácnosti  
Milena Jesenská 
1086 21 1938 11 2 Wed Přítomnost dopisy 704 K O tom spoření Marie Kubešová 




N/J/K Vdané ženy z práce  Milena Jesenská 




N/K Jak tato doba 
zahrála na nervech 
Milena Jesenská 




N/K O tom přeškolování Milena Jesenská 
1090 25 1938 12 14 Wed Přítomnost doba a lidé 796-
798 
K Co dává doba 
dětem v hračkách 
Milena Jesenská 




A/N/J/ｷ/K V zemi nikoho Milena Jesenská 
1092 1 1939 1 4 Wed Přítomnost doba a lidé 13-15 K Nouze na běžícím 
pásu 
Milena Jesenská 
1093 2 1939 1 11 Wed Přítomnost doba a lidé 23-25 Z/N/K Poslední dny Karla 
Čapka 
Milena Jesenská 













Articles Pen Name 
1095 4 1939 1 25 Wed Přítomnost poznámky 53 K Proč nemluvíte, 
mladí? 
Milena Jesenská 
1096 5 1939 2 1 Wed Přítomnost život a 
instituce 
73-75 A/ｷ/K Sbohem, Jules 
Romainsi (Odpověď 




1097 6 1939 2 8 Wed Přítomnost doba a lidé 93-95 K Podmínka přijetí; 
buď hezká! 
Milena Jesenská 




N/K Jak se stýkati s 
Čechy? 
Milena Jesenská 
1099 8 1939 3 8 Wed Přítomnost politika 151-
158 
A/N/J/ｷ/K Dobrá rada nad 
zlato  
Milena Jesenská 




Praha, ráno 15. 
března 1939 
Milena Jesenská 








1102 11 1939 3 29 Wed Přítomnost politika 189-
190 
N/K O střízlivosti a 
gestu 
Milena Jesenská 
1103 12 1939 4 5 Wed Přítomnost politika 205-
206 
M/Z/N/J/K O umění zůstat stát Milena Jesenská 




N/K Co Němci očekávají 
od Čechů 
Milena Jesenská 

















Articles Pen Name 




M/N/K Česká maminka Milena Jesenská 











5  - Milena Jesenská 
1109 18 1939 5 3 Wed Přítomnost politika 268-
270 
N/K Co očekává Čech od 
Čecha? 
Milena Jesenská 
1110 19 1939 5 10 Wed Přítomnost politika 283-
284 
N/J/K Jsem především 
Češka? 
Milena Jesenská 
1111 20 1939 5 24 Wed Přítomnost politika 318-
319 
N/K Promiňte, že 
nešeptám 
Milena Jesenská 




N/K Stačí být Čechem? Milena Jesenská 
1113 22 1939 5 31 Wed Přítomnost politika 329-
331 
N/K Lidé v Národním 
souručenství 
Milena Jesenská 
1114 23 1939 6 14 Wed Přítomnost politika 367-
369 
N/K Týká se nás všech Milena Jesenská 
1115 24 1939 6 21 Wed Přítomnost doba a lidé 390-
391 
N/J/K Soldaten wohnen 
auf den Kanonen 
Milena Jesenská 




M/N/K S "ubohým a 
holým" 
Milena Jesenská 
1117 26 1939 10 - - V boj  646-
547 
K Českým ženám. Blovská 
1118 27 1939 10 - - V boj Literárna 
redakce 
670  - Blovská 
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資料 9. （図版）ムハによるルージェナ・イェセンスカー著書表紙絵および扉絵 
 
 
Růžena Jesenská. Nina a jiná prosa. Praha: Máje, 1901 nebo 1902, Obálka. 
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Ibid. s. 1. 
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資料 10. （図版）挿絵画家によって描かれたイェセンスカー 
 
1. A. ホフマイステルによって描かれたイェセンスカー（左下から 2 番目、右下） 
 














Pestrý týden. roč. 2, č. 44, 5.11.1927, s. 11 
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拡大図 
































資料 11.『赤い権利』に掲載された国際反戦大会代表団募集の記事（1932 年） 
 
Milena Krejcarová. “Delegátky na protiválečnou konferenci dělnic.”  








資料 12.  1890 年代および 1900 年代のドレス 
 
1. 舞踏会用ドレス（1894 年頃） 
 
AC009259：シャルル=フレデリック・ウォルト 舞踏会用ドレス 1894年頃 
京都服飾文化研究財団所蔵 畠山崇撮影 
 





資料 13. （図版）シャネルデザインのドレスおよびスーツ（1920 年代後半） 
 
1. シャネルデザインのドレス（1927 年頃） 
 




2. シャネルデザインのデイ・アンサンブル（1928 年頃） 
 
AC006301：ガブリエル・シャネル デイ・アンサンブル 1928年頃 
京都服飾文化研究財団所蔵 畠山崇撮影 
「シャネル作品を代表する 1920年代の膝丈カーディガン・アンサンブル」（KCI より） 
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資料 14. イェセンスカーの記事の挿絵に描かれたスーツ 
 
1. 「イギリス風テーラード・スーツ」 
   












Milena. „Francouzké kostýmy.“ Národní listy, 30.3.1924, s. 10. 
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資料 15. （図版）キヨフ地方の民俗衣装（Kyjovský kroj） 
（『モードと趣味』創刊号挿絵より） 
  
Moda a vkus č. 1, 1919 
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資料 16. （図版）『エレガントなプラハ』家庭用シャワー広告 
 
 







にて（9 時半から 5 時半、休憩なし）当設備を直接ご覧ください。J. ザールバ・アンド・カンパニ
ー、プラハ・カルリーン、ポブジェズニー大通り 6番地（デニス［訳注：○仏ドゥニ］駅そば） 
ミレナ・イェセンスカーの仕事 






（頁 /行（注番号））  
訂正内容  
誤  正  










11 頁 /8 行  以下の 5 つ挙げる  以下の 5 つを挙げる  
15 頁 /17 行  20 年近く経った  20 年経った  
15 頁 19 行  すでに 10 年前  すでに 11 年前  
24 頁 /17 行  ドイツ人居住区  ドイツ人居住地域  
25 頁 /注 10 行（注 80）  Národní muzeum Národní knihovna 
27 頁 /11 行  30 年目の記念に  30 年目を記念する  




38 頁 /24 行  子育てを主とたる  子育てを主たる  
40 頁 /8 行  ケルシェロヴァー  ケルシュネロヴァー  
48 頁 /4 行  新機構読者  新規購読者  
51 頁 /15 行  芸術家らとの交流し  芸術家らと交流し  
62 頁 /4 行  『現在』誌に  『現在』に  
64 頁 /20 行  明かりのともった  明かりの灯った  
69 頁 /注 1 行（注 283）  kostým が訳語としては、  kostým の訳語としては、  
72 頁 /14 行  ヴォンドラーチュコヴァーは、 Ma-は、  
72 頁 /21 行  Cf. p. 68 Cf. p. 66 
98 頁 /18 行  自説  次節  
99 頁 /17 行  独立し  独立紙  
100 頁 /18 行  である述べ、  であると述べ  
102 頁 /3、5、6、17 行、
104 頁 /2、3 行  
簡潔さ  簡素さ  
102 頁 /14 行  きれないもの  きれいなもの  
108 頁 /1 行  あなたが、  あなたは、  
112 頁 /注 1、3 行（注 431） 衣服  服  
115 頁 /注 3 行（注 436） Ornament Ornement 
120 頁 /13 行  装飾の排除に関して  装飾の排除の議論に関して  
121 頁 /8 行  印象主義者とか  印象主義者や  
127 頁 /1 行  些細なことあっても、  些細なことであっても、  
129 頁 /1 行  女性にたいして  女性に対して  
131 頁 /8 行  私たちはけっして  私たちは決して  
132 頁 /24 行  女性像であった言い  女性像であったと言い  
140 頁 /17 行  守れれば  守られれば  
141 頁 /6 行  もっと非日常的な  最も非日常的な  
142 頁 /12 行  ポケットへの  ポケットに対する  
143 頁 /8 行  わかるであろう。  分かるであろう。  
145 頁 /14 行  窺いしれる。  窺い知ることができる。  
147 頁 /4 行  時代をくだって  時代を下って  
152 頁 /25 行  始まりににおいて  始まりにおいて  
171 頁 /31 行  簡潔で  簡素で  
180 頁 /注 8 行（注 561） 慎吾などを  新語などを  
181 頁 /22 行  実用さ  実用性  
183 頁 /21 行  少なく  少なからぬ  
185 頁 /4 行  これまで、これまで  これまで、  
191 頁 /13 行  マーク・アンダーソン  アンダーソン、マーク  
196 頁 /13 行  61 頁  59-71 頁  
202 頁 /24 行  2016 年 9 月 12 日最終閲覧  2020 年 5 月 28 日最終閲覧  
209 頁 /4 行  Mileniny recepty. Mileniny recepty. 
 
